
第 H 地 区

第2表 円形土塀測定値一覧表

土 塀 名 開口部(cm) 城底部(cm) 深さ(cm) 

形 態 
遺 物 重 複 図・図版 

平 面 断 面 

1号(BPl) 敦)×100 70× 75 6 ほ ぼ 円 形 皿 状 縄文土器片 な し 2 2 

2号(BP 2) 120×118 88× 鎚 30 円 形 皿 状 な し な し 2 2 

3号(BP 3) 110×120 95×111 18 ほ ぼ 円 形 皿 状 な し な し 2 ’2 

4号(DP 2) 鎌)×(弘 80× 72 11 ほ ぼ 円 形 皿 状 な し な し 2 

5号(DP 3) 93× 96 77× 81 9 不 整 円 形 皿 状 な し な し 2 

6号(DP 4) 83× 89 75× 75 17 円 形 皿 状 な し な し 2 2 

7号(DP 5) 85× 87 76× 75 14 円 形 皿 状 な し な し 2 2 

8号(DP 6) 112× 00 90× 78 14 不整楕円形 皿 状 な し な し 2 2 

9号(DP13) 62× 64 52× 54 6 円 形 皿 状 な し な し 2 

10号(DP 7) 敏)× 敦) 65× 75 15 不 整 円 形 皿 状 な し な し 3 

11号(EPl) 75× 70 37× 56 11 不 整 円 形 皿 状 な し な し 3 

12号(DP 8) 95× 84 90× 70 6 ほ ぼ 円 形 皿 状 な し な し 3 

13号(DP 9) 116×110 80× 96 22 ほ ぼ 円 形 皿 状 な し な し 3 2 

14号(DPlO) 95× 87 75× 79 1l 不 整 円 形 皿 状 な し な し 3 2 

15号(EP 2) 92× 80 74× 62 11 ほ ぼ 円 形 皿 状 な し な し 3 2 

16号(DPl) 81× 76 52× 塊 11 不 整 円 形 皿 状 な し な し 3 

17号(DPll) I136×1餌 
94×134 15 ダルマ状円形 皿 状 な し な し 3 2 

18号(DP12) 73× 76 44× 46 9 ほ ぼ 円 形 皿 状 な し な し 3 

2 索

調査区の西北端で検出された。検出面は地山火山灰土であるが、上面はかなり削られていた。

窯は1号、 2号の2基であるが、共通の灰原をもち、いずれも地下に掘りこんでいるが上部構

造については不明である。壁土と通有状況から1号窯がより早く廃棄されたと推察されるが、

時間的差ほどのもので同時期の窯と考えられる。なお、遺構の北および西側は既に削られておっ

たが調査範囲においては付属する施設は検出されなかった。

1号窯(第4図 図版3)

機能的には窯本体と灰原に大別される。更に本体は燃焼部・焼成部・煙道煙出し部になり、

煙道煙出し方向は真北に対し約1020東を向き、本体から灰原までの全長約5.1mを測る。

〔窯本体〕燃焼部 灰原から焼成部に向って長さ約1m、幅約0.7mで10脚内外の落ちこみ

部分で、後述の2号窯の例から、本来地山をくりぬいたものと推察される。

焼成部 平面は隅丸方形を呈し、東西約1.6m、南北約1.75m、検出面からの深さは西辺中央

で約95調、東辺中央で約34脚を測る。すなわち、底面は燃焼部から煙道に向って上がり、その

角度は約30oで無段であり、また、南北断面は船底状を呈し、底は中央部にやや低くなり、壁は

直に近く立ちやや外傾する程度である。底面、壁面とも強い火熱で瓦礫状を呈する。

煙道煙出し部 焼成部の東壁ほぼ中央から東に、長さ約4鞠血、幅約20億、高さ的12脚のくり
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① 7,5YR% 黒褐色土

㊧ 7.5YRシi 黒褐色土

⑳ 7.5YRライ 黒褐色土 若干炭化物を含む
㊧ 7.5YR% 褐色土

⑳ 7.5YR% 褐色土 aより炭化物多く鳴上あり

④ 7.5YR% 暗褐色

(り 10YR舞∴褐色土

⑥ 7.5YR% 明褐色土

⑦ 混合層(黒色土・明褐色土・赤褐色焼土)

⑧ 5YR者∴黒褐色土

⑨ 7.5YR% 褐色土

揺球頴題炭化物多量の部分
⑲ 混合層(明褐色火山灰・赤褐色レンガ萩焼土・炭化物
⑪ 炭化層

⑫ 7.5YR% 明褐色土

⑬ 2.5YR% 赤褐色騎士

⑭ 炭化層
l ①と同じ
2 7.5YR労 褐色土
3 7.5YR% 褐色土

4a 7.5YR% 暗褐色土
4b 7.5YR% 暗褐色土 塊土を含む
5 7.5YR% 暗褐色土

6a 7.5YR% 明褐色土
6b 7.5YR% 明褐色土 aより焼土が多い
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% 褐色土

% 赤褐色焼土

% 赤禍色焼土 炭を含む

a 暗褐色土一
b 赤褐色焼土
c 赤褐色焼土
d 黄褐色火山

隔壁構築土
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第 II 地 区

ぬさで、コルタール状を呈した壁面をもつ煙道がのび、この先に径2覚mX30調の円形で、検出

面から約30餌1の深さをもつ煙出しがある。

〔灰原〕窯本体の西側前面に径約2.6mの円形で、検出面からの深さ約1.17mの施設である。

〔培土〕 ①・㊧・⑳層は、しまり弱く粘性の乏しい黒褐色土で類似点があり、 ⑳層に炭化

物を若干みる。 ⑫・⑮層の褐色土も、しまり弱く粘性に乏く、 ⑮層でより炭化物が多く焼土を

若干含む。以上の層は窯本体部分から灰原までに共通する壁土で黒褐色土ないし褐色土でしま

りが弱く以下の層に比べ炭化物と焼土が少なく、レンズ状で自然堆積の様相を呈する。

④層は暗褐色土で しまり弱く明褐色の火山灰土若干と炭化物を含み、 ⑤・⑥層は、それぞ

れ褐色土、明褐色土で しまり弱く粘性あって焼土が斑点状に混在する。 ⑦層は、黒色土、明

褐色土、赤褐色焼土の混合土で炭化物を多量に含むとともに、焼土がブロック状に混在し、非

常にやわらかい。 ④一⑦層は2号窯の廃棄後に堆積したものと推察でき、 1号窯本体にまでは

及んでいなく、 ④一⑥層は自然堆積とみられるが、 ⑦層は2号窯本体方向から、人為的に一気

に埋められたものと推察される。 ⑧層は黒褐色のやわらかいもので灰ともみられ、細い炭化物

を多量に含み、 2号窯使用時の堆積と考えられる。

⑨層以下は1号窯廃棄後で2号窯廃棄以前の培土と堆積される。 ⑨層の褐色土はブロック状

の焼土と多量の炭化物が混り、埋土各層の中では特に固く2号窯使用中に踏みこまれた人為的

壁土の可能性がある。なお、 ⑨層中に図示した炭化物の多量な部分については、褐色土中に浸

ることから同一層に含めた。 ⑩層は明褐色火山灰土と瓦礫状の焼土、炭化物の泥土層、 ⑪層は炭

化物層、 ⑫層に明褐色で粒子の粗い砂質土、 ⑬層は瓦礫状で炭化物混りの赤褐色焼土、 ⑭層に

比較的大きな炭による炭化物層がある。

以上の埋土状況で⑩層以下はくりかえしの様相を呈するとともに、 ⑫層はあまり混りのな

い砂質土であり人為的に敷いた可能性もあることから、 ⑲層以下の層は窯の使用時に形成され

たと推察でき、したがって使用は何回かに及んだものと考えられる。

〔遺物〕 共伴する遺物は全くない。

〔炭化物の材質〕 ⑨層中の炭化物は櫓を主体に材質不明の雑木があり、 ⑭層中の炭化物も

ほとんどが櫓で若干ケヤキがある。

2号索(第4図 図版3)

l号窯と同様な形態および構造をもち、ほぼ同規模である。煙道煙出し方向は真北に対し約

14o東を向き、 1号窯との角はほぼ直角に近い。本体から灰原までの全長は約5・4mある。

〔窯本体〕燃焼部 灰原から焼成部に向って長さ約70脚、幅約50m、焚口での高さ約50脚

の規模で地山をトンネル状にくりぬいて構築したものである。断面E-Fのbは瓦礫状を呈

する赤褐色焼土、 Cは赤褐色焼土で瓦礫化はしていないもので dは黄褐色火山灰土で火熱によ
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第 II 地 区

る赤変を認める。 b・ Cはdが強い火熱によって焼土化したものであって、 b. c ・ dは燃焼

部の天井に相当する。

隔壁 燃焼部と焼成部を隔する壁の痕跡が、長さ約1.35m、幅約7調、深さ3艶m大の溝状に確

認された。溝には炭化物混りの黒色土がみられ、板材を芯に用い、断面E-Fのaのように両

側を火山灰土で固めて構築したものと推察される。

焼成部 平面は隅丸方形を呈し、南北約1.5m、東西約1.75m、検出面からの深さは南辺中央

部で約80調、北辺中央部で約30調を測り、底面は煙道方向に約23oの角度で上がり無段である。

東西断面は船底状で底は中央に低くなり、壁は直に近く立つ。底面および壁面とも火熱によっ

て瓦礫状を呈する。

煙道煙出し部 焼成部の北壁のほぼ中央から北へ、長さ約40c皿、幅約18c血、高さ約13億調のく

りぬきの煙道があり、壁はコルタール状を呈する。先端の煙出しは径2露宣nX2託mの円形で、検

出面からの深さは約24c皿を測る。

〔灰原〕 窯本体の南側前面にあって、 1号窯と共通する施設である。

〔壁土〕 灰原の埋土については1号窯埋土の項で述べたので、ここでは窯本体の埋土につ

いて記述する。 1層は黒褐色土で①層と同じであり、 2 ・ 3層は褐色土で、炭化物が2層では

若干、 3層では全般に斑点状で含み、ともにしまりが弱い。 4a・b層および5層は暗褐色土で、

いずれもしまりが弱く、 4a層では炭化物をブロック状に、 4b層では火山灰土、焼土、炭化物を

斑点状に、 5層ではポロポロした焼土塊を多量に含んでいる。 6a・b層ではしまりの弱い明褐色

土で炭と焼土を含み、 6b層で焼土が6a層より多い。 7層はもろい褐色土で焼土が斑点状に混在

する。 8a・b層は赤褐色焼土で、 8a層は火山灰土が焼けたもので固い。 8b層は炭化物を全般に含

む、 9層は炭化物層で、径4m、長さ5調大内外の炭が多量に認められた。

以上の埋土の状況で8b層と9層のあり方は、 1号窯の⑱層と⑭層に類似し2号窯も何回かの

使用があったものと推察されるが、 1号窯にみられるような焼土層と炭化物層セットのくりか

えしがないことから、 l号窯より使用回数は少なかったと思われる。また、 8a層は火山灰土が

焼土化し焚口全般に及んでいたことから、焚口の密閉土かと推察される。

〔遺物〕 灰原理土⑦層上面から巧(第5図 図版

3) 1個体が出土した。出土地点から2号窯廃棄時ま

たは直後に現位置に所在したもので、削平部分は別と

して調査区内では同様遺物を出す遺構はもちろんl片

の遺物も検出されないことから、他方からの流れ込み
第5図 灰原出土杯

とは考えられず、窯使用者と直接関係する遺物と推察される。

f和まロクロ使用のほぼ完形のもので、口縁径12.7m、底部径5.8脚、器高3.9調あり、体は若
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第 II 地 区

干丸味をもって立ち口縁に変化なく、全体にゆがんでいて、底部切り離しは回転糸切り無調整

である。内外面とも橙色を呈した酸化焔焼成の土器で、口縁内外の一部に黒斑状の部分を認め

るが、火焔等による二次的なものの可能性もあり、胎土に石英、砂粒等を含み焼成は普通であ

る。

〔炭化物の材質〕 6a層中の炭化物および9層の炭化物は櫓である。

〔炭化物のC14測定結果〕 9層の炭化物をC14年代測定した結果、 1950年から1060±80YB.

盤(3)

Pとなった。

註(1X2)岩手県木炭協会 製炭経営指導員・早坂松次郎氏による。

(3) ㈲ 日本アイソトープ協会による測定

II ま と め

l 土 塀

(1) 誌状土壊

いわゆる「溝状遺構」・「Ⅴ字状溝」・「陥し穴状遺構」・「T (トラップ)ピット」等々の呼ば

れ方をする土嬢である。

〔分類〕 5基の検出であるが、規模的にみると1へ3号土頻は、開口部長軸で240調一270

叫短軸は6血へ80脚の範囲に入り、深さは82調一120調とやや幅があるものの、全体的に近似

する規模である。形態的にも、平面長方形状で短軸断面は「Y」字状を呈するが嬢底部でも

比較的幅広く、長軸の両端壁はやや外に開く等の類似点をもつoこれらをI類とする〇

一万、 4 ・ 5号土頻は、それぞれ開口部長軸で384調と320Ⅲあり、短軸は58脚、 50叫深さ

は櫓露皿、 104側あって、平面形は挟長な楕円状を呈し、短軸断面は「Y」字状であるが全体的

に幅按であり、長軸の両端壁は奥に袋状に快りこまれる。これらをII類とするo

〔配列・機能〕 (第7図遺構配置図)遺跡の立地する台地(遺跡地形図7ぺ-ジ)は西南

から北東へ低くなり、直線にして約500m間でおよそ7mの高低差をもつが、等高線は大筋で北

西から南東へほぼ等間隔に走り、景観上は平坦であるo

I類の1へ3号土塊の長軸方向は、真北に対し51oへ56O西に偏するoすなわち、ほぼ同方向で

ぁり等高線に沿う状況でしかも、 3基は並列して位置して、その間隔は1 ・ 2号土横間で24

m、 2 ・ 3号土損間で26mと近似であるo以上の状況は規則性があり、他遺跡でも類例をみる

ことから、 3基の土嬢はセットで意図的に同時に構築配列された可能性もある。

重I類の土嬢では、真北に対する長軸方向は4号土横で240東へ、 5号土塀で600西へ偏するoす

なわち、 5号土卿まl̃3号土壌と近似する向きであり等高線沿いで4号土嬢は交差する状

況になり、両土頻間は55mある。以上からは相関は不明である。
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第 I工 地 区

しかし、類は異なるが、 1へ5号土蝶を通して位置関係をみると、 l号土類の南東27mに5

号土嬢、 3号土頻の南東25.7mに4号土頻が位置し、前述した各土横間隔を整理しl ・ 3 ・ 4 ・

5号土媚を結ぶと、 2号土螺は長辺の中間に位置することになる。

以上は偶然とする余地をもちながらも、土媚間隔や方向に意図性を仮定することができるな

らば1へ5号土塀は同時存在の可能性もあり、各土嬢は相関しながら個別に機能したものか、

形態、方向による機能分野があったものか、配列のあり方も地形条件等から更に検討を要する。

一方、土壌の形態によって時期差があると仮定すると、少なくとも工類とII類は時期を異に

することになり、前述の平行四辺形状の配列は意図性のないものとなるが、いずれにしても今

後に残される課題であり、ここでは事実の記述にとどめる。

本調査区においても言えるが、この種遺構は住居跡等の所在しない場所で検出される例や、

他種遺構と重複所在しても同時存在ではなく、遺構種別としては存在時期に極めて単独性が強

く集落地と隔している。この様相も推定根拠の一端となろうが、狩猟の「陥し穴」説が有力に

なっている。その理由は割愛するが「陥し穴状遺構」の呼称はそこに寄るものである。

〔年代〕 年代決定の資料はもちろん遺物は全く共伴しない。しかし、この種遺構について

は縄文時代に比定される報告例が多く、本調査区の遺構もその範ちゅうに入るものとして大過

なく、更に本調査区から約200̃300mの地点に第IⅤ区・第Ⅷ区の調査区が所在し、縄文中期前

葉から中葉の集落がみられる。本遺構との関係は不明であるが参考に話す。

(2) 円形土壌

円形を基調とする平面形をもつことから「円形土嫡」と仮称したもので18基を検出した。

〔規模と基本形態〕 第2表の測定値をグラフ化すると第6図のようになる。以下だるま状

の平面形を呈する17号土嬢を例外として、平均値は長径94cm、短径87cm、深さは13調であり、

この数値に近似する径80調へ100調、深さ10調̃1魂宣nの幅に入る土壌が最も多く。更に径70調

へ120鋤1、深さ20cm以下にほとんど入り、削平等を考慮すると多少の変動はあるにしても、この

類土堀の規模は径70調へ120cm内外、深さ20億n内外が基本になるものと推察される。

長径と短径差の大・小によって、円形もしくは楕円形により近い平面形を想定できるが、 8

号土塀の22cm差が最大で他は10cm内外以下であり、楕円形より円形に近い平面形を基調とする

ものが多く、壁は外傾し底面は平坦で皿状の断面を呈する。

〔分布状況〕 第7図でも示されるように、土頻は小群をなした分布である。幾通りか小群

が想定されるが、 Iは3基が単位で、 aの三角形状、 bの直線的に配されるもの、 IIは2基が

単位となるもの等である。すなわち、 Iaは1へ3号土堀が基本であり、これをふまえると4

→6号土嬢・7へ9号土塀でも言える。しかし4-9号土塊ではIIの小群も考えられる。 Ibは

12へ14号土頻、 IIは10. 11号土嬢である。他に単独を想定されるものもある。
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区地量重第

小群が集合し、更に群を構成する、 Iaの2小群

の集合が4へ9号土頻で、これにIIの10・ 11号土壌

が入り1群を、 Iaの12へ14号土頻に15号の土頻が

加わって1群を構成する可能性もある。以上は群と

して東西方向に走るのも興味ある。

以上は、図上作業で感じたことの一部を述べた。

決定的根拠はもたないが、基本的には群をなす分布

と言える。

〔性格・機能〕 不明である。

〔年代〕 1号土嬢から磨滅した縄文土器2片が

出土したのみで、詳細を欠き年代不明であるが、縄

文時代に比定できるかとの仮定もある。

註(1)高柳遺跡「東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報

告書」 -1-岩手県教育委員会1979 栗田Ⅲ遺跡
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1979 その他にも並列する例はあるが、本調査区の 深
30

ように土塀間隔の長いものは少ない。

(2〉 前掲(l)報告書所収の大久保遺跡・大緩遺跡、高柳遺

跡、その他あり

(3)湯沢遺跡「岩手県埋文センター文化財調査報告書第

2集」 ㈲岩手県埋蔵文化財センター

(4)今村哲爾縄文時代の陥穴と民族誌上の事例の比較

「物質文化」 27 前掲(3)他

(5)前掲(3)

(6)前掲(1X3)他
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第6図 円形土塀測定値グラフ

2 窯

〔1・ 2号の関連〕 1 ・ 2号とも、同形態、同規模、共通する灰原施設を有していること

は、同時期の施設と断定でき、通有状況から1号が先行したとも推察できるが、季節による風

向の関係等で使い分けをした時期もあったことも可能性として考え得る。

しかし、季節による使い分けがあったとしても、通有状況と埋土から、ある時期に1号が2

号に先だって破棄されたものであろう。

〔性格・機能〕 かなり強い火力が作用しており、製品の焼成窯であることは言える。しか

しその製品は不明である。

形態としては、半地下式で焼成部と燃焼部があり、隔壁をもち、壁土⑦層のあり方と2号窯

8a層にみられる焚口の密閉土の遺存から、焼成部の製品は天井部を除しとり出したと推察さ
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第 II 地 区

れ、焼成部底面の傾斜と、火道がないことを除くと、坂詰秀一氏の言う土器焼成の平窯に共通

する点もある。

しかし、土器焼成の窯とするとき、窯本体では一点の土器片すら出土なく、灰原出土の杯1

個体も、状況からみて本遺構での製品と考えられず、その他の遺物も全く認められなく、土器

焼成窯とは肯定し難い。と、するならば このような本格的な窯で、しかも蒸す状況での生産

製品は何か、仮定として考えられるのは木炭である。

窯の年代予察は後述するが、 10世紀代かと考えられる。木炭生産は古代においてすでに竃を

築いておこなわれていたとされ、その様式や技術は中世に入っても明らかでないと言われてい

る。

そのような中で、中世以前の炭窯として、栃木県佐野市の北山l号→4号炭窯の報告例があ

る。それによると、 l・2号は登窯的構造(1類)、 3・4号は床面ほぼ平らな平窯的構造(2

類)としている。 4号に例をとると幅約60調、深さ約60m、現存長的13mで焚口の前面に3.

5×2.5mのほぼ方形の浅い凹みがある。以上からして、本調査区の1 ・ 2号窯とは形態上差異

がある。しかし、岩手県東盤井郡室根村所在の明治初期の炭窯は三角形、明治中期の炭窯は丸

形であったとされ、明治期においても必ずしも一定平面をしていない。したがって、北山窯と

本調査区窯の形態に相異があっても大きな予盾はない。

さて、 1 ・ 2号窯とも比較的大きな炭を多量に道存し、その樹種は櫓を主体にした雑木であ

ることに特色がある。炭が検出されたときの状況は観察がなく不明であるが、窯壁土記録には

「現在の炭と同じような炭」とある。同様の炭は灰原では検出されていない。この多量の炭の

通有は燃料としてよりも製品そのものと考えることは無理だろうか。同時に灰原に同様炭の遺

存がなく、天井部を除し製品をとり出した状況と一致する。このような状況は現在の製炭技術

からみると黒炭の製炭方法に類似する。ただ、 2号窯の炭通有が燃焼部に厚くあることに問題

はある。

性格、機能を明確にし得る根拠に欠け、非常に懇意的になるが、現在の資料と推察できる範

囲で敢て言うならば一つの可能性として考えられるのは炭窯である。

〔年代〕年代を知る手がかりは、灰原理土⑦層上面出土の杯とC宣4年代測定結果である。杯

についての詳細は遺構の項で述べたので割愛するが、酸化焔焼成で内外面とも橙色を呈し、回

転糸切り無調整のものでいわゆる内黒土師器杯、須恵器埠とは異なる。形態や技法等からみ

て10世紀に推察するが、単独出土であり特定できない。

一方、 2号窯9層の炭を試料にC14年代測定の結果、 1060±80YB. P T.西歴1950年をさか

のぼると890年が算出される。±80年の巾では810年→970年となり9世紀初頭から10世紀後半と

なる。
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第 I重 地 区

推察した出土土器の年代観とC14年代測定結果は10世紀の巾の中でほぼ合致できる。すなわち、

現在の資料からは、 10世紀代の年代観が得られる。

〔まとめ〕炭の発達過程からみると、自然発生的な伏焼き法による金属加工用の製炭が優

先したといわれ、伏煉炭は良質でなかったため、炭が暖房、炊事に用いられるようになると、

良質な炭が要求され、窯による製炭が出現したとされる。

奈良、平安時代は、窯による炭をアラ炭と言い、主に朝廷、貴族、豪族階級が用い、金属加

工用の炭は伏焼きのニコ炭と言われるものであったとされる。

このような炭の発達過程と製炭法の別による使用目途のちがいからすると、 1 ・ 2号窯が10

世紀代の炭窯との前提にたって、この窯の生産品を需要する場はどこに求められるか、前述の

ようにアラ炭が特定の階級の需要に供されたとするなら、当地方にもその需要先が特定される

場があったのか課題である。

〔付記〕脱稿後、青森県「古館遁謝、福岡県「大野城跡」に炭窯の報告例を知見しな前者は、地山。_ム

層を掘り下げて構築し、円形で全長3.Omで焚口と煙道をもつ、 11世紀頃の年代観を与えている。後者は、長径

2・30m短径2・10m深さ70調の楕円形の竪穴で底面は焚口を低く、奥に高くし、角度は10種であり、最奥部に

煙突をもつ、窯本体の断面は、本調査区1号・ 2号窯に似る。なお、年代は特定せず、引き続いて検討を加え

たいとしている。

註(1)坂詰秀一 平窯についての予察「歴史考古学研究第一」ニュー・サイエンス社 昭和44年

(2X3)日本木炭史編纂委員会 古代の木炭生産・中世の木炭生産「日本木炭史」 ㈲全国燃料会館 昭和35年

(4)大川清 北山窯跡付炭窯「下野の古代窯業遺跡」 (本文縞I)栃木県教育委員会 昭和51年

(5〉 岩手大学吉田栄一氏から実際に調査されたことにもとづき教示をうけた。

(6)製炭法の一種で木材を横に積み重ね、火をつけ、土をかけて蒸しやさにする方法

(7) 「碇ヶ関村 古館遺跡」青森県教育委員会 昭和54年度

(8) 「特別史跡 大野城跡IⅤ」福岡県教育委員会1980

参考、引用文献

岸本 宅吉 著 「炭」 丸ノ内出版 昭和51年
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第 量V 地 区

I 検出された遺構と遺物

現況は杉林であったが、土取り作業中の遺跡確認であったため、既に重機による坂根撹乱と

地山の一部削平があり、遺構の遺存状況は極めて悪かった。検出された遺構は、縄文時代の竪

穴住居跡及び埋設土器、柱穴状ピット、土頻と平安時代の竪穴住居跡、土媚、中世の墓嬢等で

ある。

1縄文時代の遺構と遺物

(l)竪穴住居跡と出土遺物

1号(AblO)竪穴住居跡(第1図 図版1)

AblO区南端に位置し(第2図)、粘質火山灰地山に炉に使用したとみられる埋設土器と柱穴状

ピットの存在で住居跡と推察したが、平面形、規模、堆積土、壁、周溝等は不明である。

〔重複〕柱穴P,一P。とする古住居跡と柱穴PrP,2とする新住居跡との重複、増改築が

推察される。

〔床面〕削平された部分があり確証できないが、炉埋設土器口縁の残存からして明褐色火

山灰地山南を利用したものとみられる。
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第 IⅤ 地 区

〔柱穴〕 plへP,2が柱穴と推定されるが、配置と柱穴間隔及び重複からみて、 Pl-P。の柱穴

は古期、 P7→P12の柱穴は所期の住居跡のものと考えられる。

P,へP。は円形もしくは楕円の平面形で、平均径が48m、深さ26.5調あり、各柱穴間隔は、

Pl-P2へと順次に2m.1.8m.2.1m.2.2m.1.5m.2.2mとなる。

いっぽうP,へP12は円形平面で平均径は33cm、深さが33cmあり、各柱穴間隔はP,へP8へと

順次に2.2m.2.5m.2.3m.2.Om.2.2m.1.3mとなる。

PlへP,2の柱穴を古・所期住居跡の相関でみると、 P。.P。、 P。.Pl。、 P5.P,,がほぼ同位置

にあり、いずれも後者が前者を切っておるものとみられ、 P3.P4.P,。に対しP。.Pl。.P,,が

新しいものと考えられる。

〔炉〕 P,。は不整形な平面であるが、径は約90cmX70cm、深さ15cmの掘り込みで、壁土は上

層に炭化物、焼土、火山灰を含む固い黒色土があり、下層から汚れた火山灰の褐色土とになる。

上層の黒色土に炭化物、焼土を認めることと、位置的に古期住居跡の中央付近に所在すること

から、古期住居跡に伴なう炉跡かとも考えられるが明確ではない。

位置と遺存状況から所期住居跡に伴なうものと推察されるのが土器埋設炉である。新期住居

跡の西半中央付近に所在し、使用土器は(第3図)、キャリバー形深鉢の胴部を切断し正位に埋

設したもので、口径が約50伽、残存する器高は約23cmあり、土器内の壁土は(第4図)上から

黒褐色土、褐色土、明褐色土でいずれも炭化物と焼土が少量混入しており、土器口縁内側器面

の一部に、火焔による赤色変化が認められるが強い火熱を受けた様相ではない。

0
5 10m

第3図 炉埋設土器実測図
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第 IⅤ 地 区

〔その他の施設〕

土頻と考えられるも

のがP15である。径約

45cm X 6耗mの楕円形で

深さが約15cmで埋土は

上から黒色土と明褐色

火山灰土の2層からな

る。

埋設土器(第4・ 5

図) 、住居跡東端に埋設

されたもので、深鉢の

胴部を切断しその上半

を正位に埋設使用した

ものとみられるが、口

縁はブルドーザーに

土器理設炉

・"-- 110.500m

く三三二一二°

埋設土器

埋土

1 7.5YR% 黒褐色土

2 7.5YR労 褐色土

3 7.5YR% 明褐色土

4 7.5YR拓 褐色土

一- 110.500m

D

第4図 土器埋設炉・埋設土器断面

よって削平されている。壁土は上から褐色土、明褐色土であるが、プラン検出時に上部にかす

かに焼土がみられ、弱い火を受けている可能性がある。ただ本住居跡に伴なうものとしての積

極的根拠に乏しい点がある。

〔出土遺物〕 縄文土器片22点(口緑5、胴部13、底部4)、復元可能土器1点でいずれも柱

穴状ピットの埋土中や埋設土器である。分類できたものには4類a、 5類d、 e、 9類等が見

られる。第5図6は、細い平行隆起線の区画文や渦巻文を施したキャリバー形の中型浅鉢で、

5類eに分類される。既述の第3図の炉の埋設土器は、キャリバー形の大型深鉢で胴部底部を

欠損している。口縁部は隆沈線の区画文、渦巻文が施され、口縁上端には、隆帯にはさまれた

幅広の沈線帯をもち、 4箇所の大型「C」の字状突起と小型の渦巻状突起を配している。地文

は単節斜行縄文し-Rを口綾部は横回転、胴部は縦回転で施文している。胎土に砂粒、雲母を

含み焼成は普通で、内面は灰黄褐色、外面はにぷい褐色を呈する。 5類dに分類される。

その他使用痕のある剥片(第28図11)が出土している。
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第5図I号住土器実測図・拓影図
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2号(Ac20)竪穴住居跡(第6図)

Ac20区北半に位置し(第2図)、粘質火山灰地山に炉に使用したとみられる埋設土器を中lいこ

所在するPl̃P5の柱穴状ピットから住居跡と推察した。平面形、規模、堆積土、壁、周溝等

は不明である。

〔重複〕 6号(Ac20No12)土頻と重複し、本住居跡が古いものと考えられる。

〔床面〕住居跡内の炉埋設土器の上部はいずれも削平されており、床面も本来の面が留め

られていないものと考えられるが、明褐色火山灰地山面をそのまま利用したものと推察される。

〔柱穴〕 PlへP5がこの住居跡を構成する柱穴と考えられ、円形もしくは楕円形の平面で平

均径が約53調あり総じて大きく、平均深さは約40調ある。

各柱穴間隔は、 P「P2と順次に2.4m.2.Om.1.4m.3.3m.1.9mとなるが、 P。葛P5間は

3.3mと大きく開いており間に一本あったであろうとみられ、配置からすると6号土横内北端の

落ちこみ付近が推定される。

〔炉〕 (図版2)土器埋設炉でNol・No2が隣接しほぼ中央に位置するが時期的相関は

不明である。

-
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第 IⅤ 地 区

Nol炉(第7・9図)は、深鉢の胴部を切断し正位に埋設し使用したもので、土器の口縁は

損失しているが径は約2露皿、残存する器高は約1釦皿であり、土器内の壁土は黒色土と地山火山

灰土が半々に混合した褐色土で焼土と炭化物が上面に観察された。

No2炉(第7・9図)は、 Nolと同様に深鉢の胴部を切断し正位に埋設し使用したものであ

る。土器上部は削平のため損失しているが、残存部の径は約20調、器高約3.艶mあって内部の壁

土は汚れた火山灰土が僅かに残り、上部に焼土と炭化物が若干みられた。

〔その他の施設〕 No2炉の南西約90脚に埋設土器(第8・10図 図版2)がある。本住居

跡に伴なうものとする確証に欠けるが、住居跡範囲に位置するものとしてあげておく。口径約

30c皿、残存する器高は約2韓m

の深鉢であり、底部を欠くが、

削平のため欠けたものか、元

来意図的に接断したのか不明

である。

土器は、地山火山灰土を円

筒状に掘り込み、その中に反

位に埋設したもので、土器中

の土は黒色土に若干の焼土が

混入したものである。

〔出土遺物〕 縄文土器片

は13点(口緑2、胴部10、底

110.7m

0 50e爪

第8図 埋設土器断面

部1 )、復元可能は埋設土器の

1点だけである。分類できた破片には5類d ・ 9類などが見られる。第10図の埋設土器は、口

縁やや内湾ぎみの、植木鉢状の中型深鉢である。口綾部は隆沈線の長楕円区画文や渦巻文を施

し、口縁上端にも隆起線の長楕円の区画文をもち、頸部には沈線の連弧文がめぐる。地文は単

節斜行縄文し-Rで 口縁部は横回転、胴部縦回転で施文する。胎土に砂粒、金雲母多量に含

み焼成不良で明赤褐色を呈していて、 5類dに分類される。住居跡の時期設定には出土数が少

なく無理もあるが、ほぼ大木7bへ8a と見られる。

箆状石器(第29図14)が柱穴P2から出土している。
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第 Ⅳ 地 区

No.2炉埋設土器

\曹鱒態薬篭撚〃
Nol炉埋設土器

l・・…・P2 9類

2 ・3……P重 不明

4●5…‥・P5 4-不明・5-5頬d

第9図 2号住土器実測図・拓影図
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第 Ⅳ 地 区

(2)柱穴状ピット

AblO. Ab20.AclO.Ac20区に集中して検出され、 1号及び2号住居跡関連の柱穴と推察さ

れるものを除きその数は37であり、それぞれの所在は第12図に示す如くである。

これらのピットの詳細は第l表にまとめたが、その概要は径20調から50m内外の円又は楕円

の平面形を呈し、深さも20調から50調内外のものが多く、埋土中に縄文土器片を有するものを

9例数えるが、第19図にみられるように4類と5類eに分類される破片が多い。

本遺構検出地区においては、縄文時代以外の遺物、遺構の検出はみられず、しかも、本調査

区では最も縄文土器が集中していること、本遺構そのものが埋土中に縄文土器片を有する例か

らみて、これら柱穴状ピットを一応縄文時代の遺構としたが、なお積極的根拠に欠けることは

否定できず、またピット群は本調査区の西側にも連続したものと推測されるが、既に土取りに

ょって破壊されており、ピット間の相関を位置づけ得なかった。以上からみて種々検討の要を

残している。

第I表 柱穴状ピット一覧表

ピッ トNo. 

規模(cm) 

形 状 
埋 土 

遺 物 
l 2 3 4 

1 45×35 56 円 形 7.5YR%典褐色土 7.5YR%褐 色 土 7.5YR者栗 色土 
2 36×36 45 円 形 7.5YR%輿梱包土 7.5YR%褐 色 土 7.5YRl者異色土 

3 48×56 45 楕 円 形 7,5YR%躾禍色土 7.5YR%褐 色 土 縄し丈片 4 

4 44×54 67 円 形 7.5YR%黒褐色土 7.5YR%暗禍色土 7.5YR%褐 色土 縄文片 4 

5 41×21 16 楕 円 形 7.5YR多乞黒褐色土 7.5YR%褐 色 土 7.5YRラ名明褐色土 

6 35〉く50 2l 楕 円 形 7.5YR%暗褐色土 

7 30×31 35 不整円形 7.5YR葬黒褐色土 7.5YR坊褐 色 土 

8 56×29 37 不整円形 7.5YR%褐 色 土 7.5YR%暗褐色土 

9 35×40 48 円 形 7.5YR%暗禍色土 石ヒ 1 

10 26×26 28 円 形 7.5YR%暗褐色土 

11 55×55 18 不幣円形 7.5YR%暗褐色土 縄二丈片13 

12 36×44 52 円 形 7,5YR%褐 色 土 

13 35×31 34 円 形 7.5YR%柴褐色土, 7.5YRタイ暗褐色土 

14 39×31 38 円 形 7.5YRラ名媒褐色土 縄文片17 

15 30×34 28 円 形 7.5YRヲ宅‡黒褐色土 7.5YR%黒褐色土 

16 42×53 48 不墓慕円形 7.5YR%暗褐色土 7.5YR%蹄梱包土 

17 19×21 14 円 形 7.5YRラ4操褐色土 紹邑文片 2 

18 39×34 19 不こ掠円形 7.5YR%暗禍色土 

19 23×23 34 円 形 7.5YR%黒褐色土 

20 30×32 22 円 形 7.5YR多を隷褐色土 

21 36×42 40 円 形 7.5YR%黒褐色土 7.5YR%祇i色 土 純し文片15 

22 20×24 27 円 形 7.5YR%暗褐色土 

23 40×35 13 円 形 7.5YR%暗褐色土 

24 27×26 20 円 形 7.5YR%黒褐色土 鯛」文片 2 

25 29×24 18 円 形 7.5YR%製褐色土 縄文片 2 

26 38〉く35 10 円 形 7.5YR%暗褐色土 

27 36>く43 39 円 形 7.5YR%暗褐色土 5YRにぷい赤褐色土 7.5YRうそ明褐色土 7.5YR%憶暗褐色土 

28 37×46 38 円 形 7.5YR%暗褐色土 7.5YR%明褐色土 7.5YR%暗褐色土 縄文片l 

29 52×43 50 円 形 7.5YR%暗褐色土 7.5YR%褐 色 土 7,5YR%暗禍色土 7.5YRラる明う喝色土 

30 50×48 15 円 形 7.5YR%暗褐色土 7.5YR%褐 色 土 7,5YR%暗褐色土 7.5YR%明う喝色土 

31 35>く29 15 円 形 7.5YR%暗褐色土 7.5YR%褐 色 土 

32 25×23 14 円 形 7.5YR%暗褐色土 7.5YR%褐 色 土 

33 25×32 28 不離円形 7.5YR%黒褐色土 7.5YR%明禍色土 

34 33〉く36 17 不整円形 7.5YR%鼎褐色土 7,5YR%暗褐色土 7.5YR劣褐 色 土 

35 36×40 25 不主祭円形 7.5YRライ褐 色 土 7.5YR%蹄補色土 7.5YR%明褐色土 

36 26×28 21 円 形 7.5YR%暗褐色土 7.5YR%褐 色 土 7.5YRラる明褐色土 

37 29〉く29 19 円 形 7.5YR%暗褐色土 7,5YR%基褐色土 7.5YR%明祇i色土 
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第 Ⅳ 地 区

第I2図 柱穴状ピット配置図
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第 IⅤ 地 区

(3)埋設土器

1 ・ 2号竪穴住居跡の項で述べた埋設土器以外に2基の埋設土器が検出された。

1号(AclO)埋設土器(第13・14図 図版7)

AclO区内北寄り中央、 1号竪穴住

居跡P.,の約1.2m南に位置する。

明褐色の地山火山灰を掘りこんで

正位に埋設したものであるが、削平

によって土器上部は損失し、潰れた

状況で検出された。土器内埋土は上

から黒色土と火山灰土が混合した褐

色土、汚れた明褐色火山灰土である。

埋設されていた土器は、深鉢の胴

部を切断したもので口縁部は損失し

ている。残存部分の器高は8.7調、胴

部径は23.償mあり、外面はにふい橙

色を呈し地文は横方向回転のR-し

単節縄文で頚部付近と推察される部

位に一条の洗練が横にめぐる。内面

はにふい黄橙色で横ミガキが観察さ

れる。

2号(Ac20)埋設土器(第13・14

図 図版8)

Ac20区内北隅近くのAclO区境界

に接する位置で検出された。

明褐色の地山火山灰を掘りこんで

l10.6m

1号埋設土器

圏

一一- -.一一一一.“一.〇〇一°- -〇〇一〇〇一〇〇〇

1 7.5YR労 相色土

2 7.5YR% 明褐色土(他山)

十

2号埋設土器

の阜

1 7.5YR舞 得色土

2 7.5YR% 明褐色土(地山)

0 50cm

第I3図 I・2号埋設土器

B

王∃

正位に埋設されている。

土器内壁土は上から焼土と黒色土が混った褐色土、汚れた明褐色火山灰土となる。

埋設されていた土器は鉢で削平のため口縁を損失するが底部を残す。現存する器高は14.8

調胴部最大径が19叫底部径7・2脚あり、外面は浅黄橙色でR-し単節縄文の横方向回転の地文

のみであって、上半の一部に煤が付着しているo内面はにぷい黄褐色を呈し、上半では横ミガ

キ、下半で不定方向のミガキとなる。底部は無文でナデ調整がみられる。
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第 IⅤ 地 区

1号埋設土器

ー〇
〇

〇
〇

2号埋設土器

第i4図 I ・ 2号埋設土器実測図

(4)土塀と出土遺物

縄文時代に属すると考えられる土卿ま比較的Ab10.20区とAclO.20区に集中しており、平

面円形・楕円形・不整形・方形等があり、深さは21へ24号土頻を除き比較的浅く、規模も大小

あって形態的に多様で幾つかに細分できるが、一括して遺構番号順にその概要を述べる。なお

計測値は第2表の通りである。

1号(AclONoll)土壌(第15図 図版2)

Ab区で検出され2号土嬢に隣接する、不整円形で中が親筆状にくびれていて、壁は外傾し断

面は皿状を呈する。壁土1層から3層は火山灰土と黒褐色土の混合土で後の撹乱による可能性

があり、 4層は暗褐色土に焼土と炭化物を若干含む、 5層は火山灰土に黒色土が混入し埋土の

主体をなす層である。

-
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第 IⅤ 地 区

出土遺物は壁土4 ・ 5層及び底面からのものがあり、縄文土器片73点(口縁8、胴部64、底

部l)、復元可能土器1点があって5類eと4類Cに分類されるものである(第19図20、第20図

21へ26、第24図1図版9・10)。復元可能土器は口綾部と底部を欠くが、口縁内湾のキャリバー

形中型深鉢と思われる。細い隆起線の区画文と懸垂文を施し、地文はR-し-Rの複節斜行縄

文縦回転、内外面に煤の付着がある。胎土に小円礫を含み焼成普通で、にふい橙色を呈する。

5類eに分類され、中期大木8a式に比定される。

2号(AblONolO)土塀(第15図 図版2)

1号炉土塀の東側に隣接しており、不整円形で、壁は若干外傾し皿状の断面を呈する。埋土

1層は暗褐色土、 2層は火山灰土を主体とするが、 1号土嬢1へ3層と同様に後の擾乱の可能

性がある。 3層は火山灰土と黒色土の混土に炭化物を含み、 4層は火山灰土に黒色土が混入し

ている。

遺物は壁土各層に含まれ、縄文土器片21点(日経3、胴部17、底部1)、復元可能土器1点と

石匙(第28図4 図版11) 1点がある。土器は5類eと6類に分類されるもので(第20図27̃30

第20図2 図版10)であり、復元可能土器は口径13.釦皿、胴部最大径16.2cm、口縁やや外反し

胴部に張りをもつ小型の深鉢である。口縁文様帯は3本の平行隆起線、胴部に波状の懸垂文を

施し、地文は単節し-R縦回転で胴部に煤が付着する。胎土に砂粒を含み焼成やや不良でにぷ

い橙色を呈する。 6類に分類され大木8a式に比定される。

3号(Ab20No9)土塀(第15図 図版2)

Ab20区の中央付近にあり不整円形、壁は外傾し皿状の断面を呈する。壁土1層は黒色土と火

山灰土の泥土に焼土と炭化物が少量入る。 2層は火山灰土を主体とし黒色土が混入し極少の焼

土を含む、底面に36cmX77cmの長楕円状の範囲に薄い焼土の広がりをみるが現地性のものか否

か不明である。

遺物は埋土と底面から縄文土器片11点(口縁4、胴部5、底部2)の出土で器形や文様の

判明するものは、いずれも5類eでキャリバー形の大型深鉢の口綾部片で隆起線や隆帯文をめ

ぐらし、橋状把手もみられる(第21図31・32 図版10)。大木8a式に比定されるものである。

4号(Ab20Nol)土壌(第16図)

Ab20区南東隅にあり、不整形で壁は外傾し皿状の断面形を呈する。底面に3ヶ所の落ちこみ

をみるが、木板等による後の擾乱による可能性もある。壁土1層は黒色土に火山灰土を若干含

み後の撹乱とみられ、 2層の暗褐色土は木板による攫乱、 3層は火山灰土に黒色土の混入、 4

層には火山灰土と黒色土の泥土に極少の炭化物を含み、 5層に汚れた火山灰土をもつ。

遺物は壁土と底面から縄文土器片27点(口縁6、胴部20、底部1)、復元可能土器2点と石斧

(第29図18 図版11) 1点がある。土器は5類eを主体に7類、 8類、 9類のものを含む(第
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第IⅤ 地 区

21図33へ37 第24図3へ5 図版8 ・ 9 ・10)、復元可能土器(第24図3 図版8)は口径17.

8cmの中型深鉢で、口緑にすぼまり胴部が大きく張り出す末広がりの童形に近い器形と思われ

る。全面無文で太い隆帯が頸部に巾広い沈線帯及び橋状把手をなしてめぐる。把手は4個であ

る。特異な器形から8類に分類した。いま一つの復元可能土器(第24図4 図版8)は、口径

10.4cmの平縁小型深鉢で単節斜縄文R-しのみの施文である。いずれもほぼ大木8a式に比定さ

れるものと考えられる。

5号(Ac20NolO)土壌(第16図 図版2)

4号土塊の南東約2 mでAc20区の南東隅近くにある。不整楕円形で壁は外傾し逆台形に近

い断面を呈する。底面東半で5調ほどの落ちこみをみる。壁土は1層のみで、若干の火山灰土

と少量の炭化物を含む黒褐色土である。

埋土及び底面からの出土遺物は、縄文土器片20点(口縁3、胴部16、底部1)であり、分類

できたものは5類dであって(第21図38・39 図版9)、 38は隆沈線の区画文をもつキャリバー

型鉢の口綾部で、大木7bへ8b式に比定できる。

6号(Ac20N012)土墳(第16図 図版3)

Ac20区のほぼ中央にあって、楕円形で壁は北側で直に近い立ちあがりをするが、全般に大き

く外傾し皿状の断面を呈する。底面は平坦であるが北側にゆるく下がる。北端にある落ち込み

は壁土の状況から後の撹乱による可能性もある。なお、 2号住居跡と重複し、より新しいもの

と推察される。壁土1層は黒褐色土に火山灰土が若干混り、 2層も黒色土で極少の焼土を含む、

1 ・ 2層は後の擾乱ともみられる。 3 ・ 4層は火山灰土が主体で黒色土を混入するが、 3層が

より多い。

遺物は埋土全般と底面から、縄文土器片217点(口縁28、胴部174、底部15)、復元可能土器1

点と石斧基部片1点(第29図19 図版11)、円盤状石器1点(第29図20 図版11)を出土した。

土器は5類d、 5類eを主体に1類、 6類も若干含む(第22図40へ61第24図6 図版8・9・

10)。復元可能土器(第24図6 図版8)は、口径14.2cm、底径6.2cm、器高18.6cmの中型深鉢

である。口縁がやや外反し、ゆるやかな大波状口縁をなす。ロ縁文様帯には3本の平行隆起線

がめぐる。地文は複節斜行縄文R-し-Rで縦及び斜め回転、胴部に少量の煤が付着する。胎

土は砂粒を含み焼成不良で明褐色を呈し、 6類に分類される。第18図でみられるように分類で

きる量は比較的多く大木7b式から大木8a式の新しい部分まで含まれ幅をもつ。

7号(AclONo18)土塀(第16図)

AclO区北半でAc20区との境界に接する位置にあり、円形に近く壁は外に大きく開き浅皿状

の断面を呈する。底面南半の凹凸は後の撹乱の可能性もある。埋土は2層からなり、 1層は火

山灰土と黒色土の泥土に極少の炭化物と焼土を含み、 2層の汚れた火山灰土の層となる。遺物
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は出土しない。

8号(AclON010)土壌(第16図)

AclO区のほぼ中央にあり、不整円形で壁はやや外傾し皿状の断面を呈する。南縁をP35に切

られている。壁土は1層のみで、腐植土に極少の火山灰土が混り、径1cmへ2cmの小円礫を全

般に含んでいる。埋土中から箆状石器(第29図16) l点が出土した。

9号(AclONo9)土塀(第17図)

AclO区のほぼ中央、 8号土頻の南約50cmに隣接する。不整円形でやや外傾し皿状の断面を呈

して、西縁沿いに後の擾乱穴がある。壁土1層は黒褐色土に若干の火山灰と炭、植物根があり

後の撹乱のようである。 2層は暗褐色土中に極少の火山灰と炭を含み、 3層は汚れた火山灰土

である。出土遺物はない。

10号(AclONo6)土碩(第17図)

AclO区南西隅近くで11号土壌の北西約1 mにある。ほぼ円形で壁はやや外傾し皿状の断面で

あり北東縁に小さな落ち込みがある。壁土は黒色土と火山灰土の半々の泥土で炭化物を若干含

む、出土遺物はない。

11号(AclONo6)土塀(第17図)

AclO区南西隅近くで10号土損の南東約1 mにある。楕円形に近く壁は外傾し皿状の断面を呈

する。埋土は黒褐色土に若干の焼土と炭化物を含む1層、汚れた火山灰土の2層とからなり、

出土遺物はない。

12号(Ac30N01)土塀(第17図 図版3)

Ac30区の南東隅に13号土媚と隣接して位置する。隅丸方形に近く、底面はほぼ平坦であるが

西側沿いに若干のくぼみがあり、壁は外傾し皿状の断面を呈する。壁土l層は若干の火山灰を

含んだ黒褐色土に炭化物、焼土、縄文土器片が混入、 2層は汚れた火山灰である。

出土遺物は壁土及び底面から縄文土器片15点(口緑7、胴部7、底部l)があり、 4類a、

4類C、 5類d、 9類に分類され(第23図62へ65 図版9.10).ほぼ大木7a-8a式に比定さ

れる。

13号(Ac30No2)土塀(第17図 図版3)

12号土嬢に隣接して位置し、ほぼ円形で壁は外傾し皿状の断面を呈する、北縁とそれに沿う底

面は後の撹乱をうけている。壁土1層は黒褐色土に若干の火山灰土を混入、極少の炭化物と焼

土を含む。 2層は火山灰土に黒褐色土を含んだ撹乱層である。

遺物は壁土及び底面から、縄文土器片33点(口縁10、胴部21、底部2)、復元可能土器1点と

石匙、箆状石器(第28図l 第29図15 図版11)各1点が出土した。土器は5類b、 5類dが

多く(第23図66へ74 図版9)復元可能土器(第25図7 図版8)は口径21cm、底径5.釦m、器
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高10・4c皿の中型浅鉢である。口綾部は強く内湾し平縁とみられ、口綾部の隆起線は長楕円形の区

画文で境目は渦巻状に突起をなす。長楕円区画内には櫛歯状の沈線列をもち、胴部上半は隆起

線の曲線文、渦巻文、波状懸垂文を施す。地文は無節斜行縄文1 -r横及び斜め回転で底部

付近に煤が付着し、胎土に砂粒を含み焼成普通で橙色を呈する。 7類に分類される。出土土器

はほぼ大木7a-8a式に比定できる。

14号(Ad20Nol)土蟻(第17図 図版3)

Ad20区南西隅に位置し、ほぼ円形で壁はやや外傾し皿状の断面を呈する。壁土は1層のみで

黒褐色土に火山灰土がまだら状で全般に入り、若干の焼土と大豆大の小礫を含む。

埋土中から縄文土器片4点(口縁1、胴部3)が出土、分類し得るのは5類Cの1点(第23

図76 図版9)のみで大木7b式に比定される。

15号(Ba30Nol)土壌(第18図 図版3)

Ba30区北半中の中央付近に位置する。隅丸方形で壁は直に近く立ちビーカー状の断面を呈

し、底面ほぼ中央に円形の小穴をもち、径17m×23調、深さ34脚を測る。

壁土は土性と推察される埋没過程から4大別できる。黒褐色土に極少の炭化物と焼土を含む

1 ・ 2層、黒・黒褐色土に米粒大の火山灰土を全般に混在し炭化物と焼土を含む3 ・ 5層、火

山灰土、黒色土混りの暗褐色土に少量の炭化物を含む6層、汚れた火山灰土の7・8層となり、

自然堆積と推察される。出土遺物は全くない。

16号(Ba30No2)土塀(第18図 図版3)

15号土頻の約4 m東に位置し、平安時代に属する6号竪穴住居跡と重複するが、本土頻がよ

り古い。隅丸長方形で壁は直に立ちビーカー状の断面を呈し、底面ほぼ中央に円形の小穴をも

ち、径34伽×34伽、深さ47伽を測る。

壁土は4大別で黒色土に火山灰土が散在し、焼土と炭を少量含むl層、黒褐色土に少量の

炭と焼土、 l調ほどの小礫を含む2 ・ 3層、黒色土に火山灰土が渡り、焼土と炭を少量含むや

わらかな4層、明褐色火山灰土を主体とする5 ・ 6 ・ 7層となり、自然堆積と推察される。出

土遺物は全くない。

17号(Bb60No5)土塀(第18図 図版4)

Bb60区の北西隅近くに位置する。平面形は上端でほぼ円形に近いが、下端では隅丸方形の様

相を呈してくる。壁は直に近くビーカー状の断面で底面中心のやや外に径24m×36cm、深さ

55調の小穴をもつ。

壁土は5層からなり、黒褐色土に大豆大の礫が混入し、極小の火山灰土を含む1層、黒褐色

土と若干の火山灰土、炭化物を極少含む2層、崩落土ともみられる褐色土の3層、極少の火山

灰土を含む黒褐色土の4層、火山灰土を主体に小礫を含んだ褐色土の5層となるが、 2 ・ 4層
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はやわらかく土性的に類似点がある。自然堆積の壁土と推察される。出土遺物はない。

18号(Bc70No7)土塀(第18図 図版4)

Bc70区の北西隅近くに位置し、平安時代に属する9号竪穴住居跡西壁側と本土頻の東壁側と

重複するが、本土旗がより古い。隅丸方形で壁の立ち上がりは、北壁を除きやや外傾する。北

壁は上半で大きく外傾し、下半は奥へ映りこまれた様相を呈するが、本来的には内傾する壁で

あったものが上半の崩落によって現状になった可能性もあり、とすれば崩落土は土性からみて

10層中と推察される。したがって、南北断面はゆがんだ長方形、東西ではビーカー状に近くな

る。底面ほぼ中央に小穴があり、径22cmX26cm、深さ44cmを測る。

埋土は4大別ほどに考えられ、黒色土の1層、暗褐色土及び黒色土で若干の火山灰を含む2 ・

3層、黒褐色土及び黒色土で小豆大の礫を含み、やわらかい4 ・ 5層、火山灰土に黒色土が混

入した褐色土の6層となり、自然堆積と推察する。出土遺物はない。

第2表 土掠一覧表

土 堀 名 開城部 塀底部 
深 さ 

彬 態 

上腕 分類 

逝 物 
重 複 図・図版 

平 面 断 面 正 数 土 器 分 類 

l号(AblONoll) 275×189 192×129 37 不整円形 皿 状 A 
複允可1 土緒片73 5実薙 4頬c 

大本8a 15・2 

2号(AblONolO) 206×226 118×168 43 不整円形 皿 状 A 
複允可1土器 片21石と1 6頼 5頬e 

大木8a 15・2 

3号(Ab20No9) 210×263 189×218 23 不整円形 皿 状 A 土器片11 5捌e 大木8a 15・2 

4号(Ab20Nol) 194×181 150×167 2l 不 整 形 皿 状 A 
複元可1土器 片27石斧1 7・8・9頬 5頬e主体 

大本8a 16・ 

5号(Ac20No10) l撚×104 130× 99 31 不整門彬 逆 台 形 A 土器片20 5頬d 
大木7b -8a 

16・2 

6号(Ac20No12) 292×208 265×178 45 楠 円 形 皿 状 A 

複元可1土器 片217石斧1 用維持I講‡1 

l・6頬 5頬e主体 大木7b -8a 

16・ 3 

7号(AclONo18) 122×126 106×116 19 ほぼ円形 浅 皿 状 B 16・ 

8号(AclONolO) 85× 89 66× 70 25 不整円形 皿 状 B 鍵状石器l 
村二大;伏 I)こう5よ り占 

16・ 

9号(AclONo9) 70× 70 60× 57 14 不整円形 皿 状 B 17・ 

10号(AclONo5) 85× 80 63× 69 11 ほぼ円形 皿 状 B 17・ 

11号(Ac10No6) 70× 90 60× 70 8 ほほ、楕円形 皿 状 B 17・ 

12号(Ac30Nol) 83×165 73×157 10 隅丸万彬 皿 状 A 土器片15 
4頬e5頬d 9頼 大木7b -8a 

17・ 3 

13号(Ac30No2) 163×182 156×156 20 円 彬 皿 状 A 

彼元町1土器 片33石とL襲 い、石器1 
7頼 5頬b5頼d 大木7b -8a 

17・ 3 

14号(Ad20Nol) 95×111 88× 93 24 ほぼ円形 皿 状 B 土器片4 5頬c 大木7b 17・ 3 

15号(Ba30Nol) 110×110 69× 74 90 隅丸方形 
ビーカー状 小犬深さ34e爪 

C 18・ 3 

16号(Ba30No2) 94×128 77× 92 79 隅丸長方形 
ビーカー状 小犬深さ47em 

C 

6号l主 (幸宏) より占 

18・ 3 

17号(Bb60No5) 100×105 85× 79 8l 
上端で円彫 下端で隅方形 ビーカー状 小犬深さ5おm 

C 18・4 

18号(Bc70No7) 95× 89 77× 65 71 隅丸方形 
南北平行華湿描多 東西ビーカー欺 

C 

!)号白: (、I予友) より占 

18・4 

ー
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土

土

土

色
土

色
色

褐
色
褐
褐

暗
褐
暗
明

%
%
%
%

R
 
R
 
R
 
R

Y
 
Y
 
Y
 
Y

「
へ
J

⊂
J

5

5

7

7

7

7

1

2

3

4

1 7・5Y尺% 暗褐色土

2 7・5YR% 明褐色土

第i5図 土塀実測図
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⊥B 4号土塀

岳墓園
1 7.5YR% 黒褐色土

7号土域

1 7.5YR% 暗褐色土

2 7.5YR% 明褐色土

1 7.5YR% 暗褐色土

2 7"5YR% 暗褐色土(木板による樅乱)

3 7.5YR% 褐色土

4 7.5YR% 暗褐色土

5 7.5YR% 明禍色土

6号土塀

ー
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1 7.5YR% 褐色土

‾言三彩三

第I6図 土塀実測図
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14号土頼

9号土塀

B
 
J
、

N避》

10号土塊

W9

閣脇
1 7.5YR% 暗褐色土

土

土

色
色
土

相
場
色

黒
暗
褐

%
%
労

R
 
R
 
D
ハ

Y
 
Y
 
Y

5

5

5

7

7

7

1

2

3

11号土頼

二

言亥
1 7,5YR% 黒褐色土

2 7.5YR%’褐色土

13号土塀

タ
イ

12

W18

紹
三

二該
1 7.5YR% 黒禍色土

12号土頼

D _ 2

1 7.5YR% 黒褐色土

2 7,5YR% 明褐色土

第i7図 土塀実測図
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15号土塀

17号土墳

B
ト

一

1

2

3

4

5

6

7

8

7.5YRタイ 黒色土

7・5YRライ 黒褐色土
-

7・5YR% 黒褐色土
10YR% 暗褐色土 A

7.5YRシ(黒色土

10YR% 暗褐色土
7・5YR% 明得色土
7"5YR% 明褐色土

土
土

土

色
色
土
色
土

鳩
褐
色
褐
色

果
無
褐
無
碍

%
%
%
%
労

R
 
R
 
R
 
R
 
R

Y
 
Y
 
Y
 
Y
 
Y

-
b

5

5

5

5

7

7

7

7

7

1

2

3

4
-
i
D

1  10YR%∴黒色土

2 7.5YR% 暗褐色土
3 7.5YR% 黒褐色土
4 10YR者 黒色土
5 7.5YR% 明褐色土
6 7.5YR% 暗褐色l二

7 7.5YR% 明褐色上

6層とほぼ同じで

あるが粘性に乏しい

16号土墳

18号土壌

第I8国 土塙実測図
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1 7・5YRタイ 黒色土
2 7・5YR% 暗褐色土
3 7"5YRi者∴黒色土
4 7・5YR% 黒褐色土
5 7・5YR多で 黒色土
6 7"5YR%∴褐色土
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●- 14

●○○

間
棚
田
聞
四
書
岡
田
聞
間

3 ・ 4……P4

5-8……P=

9 ・10……P14

11・12……P17

13・14……P21

15・ 16……P24

17・ 18……P25

19 ……P28

l ・ 2-不明

3-5類e 4-不明

5 ・6-5類e 7-6類 8一不明

9-不明10-5頼d

ll ・ 12一不明

13-4頼a 14一不明

15-4頬b 16-不明

17一不明18-5頼e

19鵜不明

20……1号士璃
2汀5類e 5

第I9図 柱穴状ピット・ i号土垢土器拓影図
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28

鮭転義
墓を′軍ヽ′\ でも置尊

日
月
日
用

21-26…… 1号土塀

27へ30・…・・ 2号土墳

2ト4頬c 22・23-5類e 24へ26-不明

27-5頬e 28-不明 29・3ひ-5頬e

第20図i ・ 2号土塀土器拓影図

-
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第2I図 3-5号土塀土器拓影図

- 71一

3l ・32……3号土壌

33-37……4号土垢

38・39……5号土頼

31・32-5頬e

33-5頬e 34葛7頬 35へ37「5類e

38-5類d 39-不明

0 5 10cm
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第22図 6号土瓶土器拓影図

-
72
-

40-61…… 6号土域

40-43「5類e 44-6類

45-1類 46-48-5類d

49-5頼e 50-6頼 51-5頼d

52-5類e 53-56-5頼d

57-59・61「5頬e 60-6類

0 5 10c爪
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64

丑

75 76

第23図I2-I4号土塀土器拓影図

-
73
-

62-65……12号土璃

66-74……13号土塀

75 ・ 76……14号土塀

62鵜5類c 63-4頬c 64-9類 65-5類d

66一不明 67-不明 68-5類d 69-5頬b

70l-5頬d 71-5頼b 72-4類c 73葛5類d

74-5頼d 75-不明 76-5類c

0 5 10cm



1-5類e l号土域

2-6頬 2号土横

3-8類 4号土接

4-9類 4号土域

5一不明 4号土塀

6-6類 6号土域

第24国 土塙出土土器実測図
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三三二三
一●・′-→■′

J〆-;÷一一-

7頬13号土域

0 5 10cm

第25図 土塀出土土器実測図

2 縄文時代のまとめ

(l)遺物について

土器について

遺構出土土器については各項でも詫述して来たが、ここでは遺構外出土土器(第26・27図 図

版9 ・10)も含めながら、本調査区出土の縄文土器について概括する。総出土点数は約5000点、

復元可能土器は7点である。すべて縄文時代中期大木7bへ大木8aに比定されるものであり、第

Ⅷ地区の遺物包含層出土の第II群土器と類似する。分類にあたっては第ⅥI地区の土器分類に準

じて行なった。各土器群の諸特徴については第Ⅷ地区の分類記述と照合すればより明確になる

はずである。以下本調査区出土土器の分類について述べる。

l類土器(第22図45 第26図1 ・ 2 図版9)

口縁部に撚糸圧痕文の直線文を施しているものである。口縁やや内湾するもの3点だけの出

土で器形は不明である。焼成は良好で胎土に細砂含む。大木7b式に比定される。

2類土器(第26図3へ8 図版9)

口綾部に沈線の直線文や達弧文、刺突文などを施しているものである。口縁直上形の深鉢や

内湾する浅鉢形である。第26図6は上下交互刺実を施して五領ヶ台式に類似した破片である。

焼成は良好で胎土に細砂含み、色調はバラエティーに富む。器厚6皿前後の小型のものばかりで

ある。大木7b式の古い方に位置づけられる。出土数8点。

3類土器(第26図13へ15 図版9)

口縁部に一本の隆起線の貼付を施したものである。器形は口縁やや内湾ぎみにすぼまる直上

形に近い深鉢である。隆起線の太さは5血̃9皿、直線だけでなく第26図15のように小波状を

なすものも含めた。焼成やや不良で胎土に砂粒含む。器厚7血前後の中型のものである。大木7

bへ8aに比定される。出土数5点。
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4類土器(第5図3 第19図13・15 第20図21第23図63・72 第26図9へ12・ 6へ23 図

版9)

口緑上端に隆起線による長楕円の細長い区画文をもつものである。隆帯をめぐらしたその間

を無文にミガキ調整しているものも含めた。長楕円の区画文内に撚糸圧痕列のあるものを4類

a、沈線や刺突列のあるもの4類b、無文でミガキ調整の見られるもの4類Cと細分した。 4

類a ・ bは胎土、焼成が共通し、ともに焼成やや不良で胎土に細砂含む。細片ばかりで器形は

明確でないが深鉢、浅鉢両方あるらしい。 4類Cは口縁の隆帯にそってミガキ調整が著しく、

焼成は良好であるし、器厚8皿̃1cmと大型の器形が主である。 4類Cの器形は口縁やや内湾

ぎみにすぼまる直上形深鉢と思われ、 3類土器と似ている。 4類a ・ bは大木7b式に、 4類C

は大木7bへ8aにわたると考えられる。出土数は4類a3点、 4類b5点、 4類Cll点。

5類土器(第3図 第5図4・6 第9図5 第10図 第19図3・5・6・10・18・20 第

20図22・23・27・29・30 第21図31・32・33・35へ38 第22図40̃43・46へ48・49・51・52へ61

第23図62・65・68へ71・73・74・76 第24図1第26図24へ38 第27図39へ54 図版9 ・10)

広い文様帯を口綾部にもつものである。撚糸圧痕文のみのもの5類a、沈線文のみのもの5

類b、隆起線と撚糸圧痕文のもの5類C、隆起線の区画文にそって沈線文を施すもの5類d、

隆起線の区画文のみのもの5類eと細分した。

5類aは3点のみの出土である。細片で器形は不明だが、大型の山形突起部分(第26図24)

や円形突起をもつもの(第26図26)がある。後者は7類土器のグループかもしれない。焼成は

もろく、胎土に砂粒を含む。大木7b式に比定される。 5類bは4点のみの出土である。沈線文

による区画に渦巻文や連弧文などを配するモチーフで、区画の境目に突起をもつもの(第26図

28)などを含む。器形は口縁内湾のキャリバー形深鉢であろう。胎土に砂粒含み焼成はやや不

良であり、器厚8Ⅲ前後の中、大型の器形を持つ。大木7b式に比定される。

5類Cは3点のみの出土である。器形の判明するものは口縁直上の深鉢(第23図62)と口縁

内湾する深鉢(第26図29)と2点だけである。いずれも胎土に砂粒を含み焼成不良である。第

23図62 ・ 76は大木7b式に、第26図29は横S字状の突起から大木8a式にそれぞれ比定される。

5類dは27点と出土数多く、復元可能なもの2点含む。器形は口縁内湾のキャリバー形深鉢

である。隆起線によって大波状若しくは山形状、楕円状に口綾部を区画し、その中心に渦巻文

を配するモチーフが一般的である。口縁は平縁のものと背の低い大突起をもちあげ大波状口緑

となるものがある。口綾部文様帯の上部には隆帯による細長い文様帯をもつものがあり、その

多くはミガキ調整された深い沈線帯を成し、口緑4又は8箇所は隆起して渦巻状や半円形など

の突起を形づくる。区画文に用いる隆起線には1本によるものと複数によるものがある。後者

はより新しいものと考えられ、大木8b式に極近いものであろう。胎土は緻密なものと砂粒を多
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く含むものとあるが、焼成は大旨良好で褐色が主調色である。容量は小型のものから第3図の

ように超大型のものまであり、 5類aへCに比べ大型が多くなっている。 5類dは大旨大木8a

式に比定されるが、極めて大木8b式に近いと見られる破片(第26図34・37)も含んでいる。

5類eは隆起線文による区画文や曲線文を施す類で、出土数は39点ある。分類できた破片の

中では最も多い。器形全体を知り得る個体はないが、口縁内湾するキャリバー形深鉢が大部分

と見られ、中に直上形に近いものもある。口縁は平縁のものと渦状の突起を持つものとがある。

隆起線による区画モチーフは5類dのそれと相似するものの他に、区画がくずれて渦巻文だけ

を横に連結したもの(第20図22・23)や平行線や波状にめぐらすだけのもの(第21図35 第19

図5 ・ 6 第22図42)などが見られる。隆起線は5類dと同様に1本によるものと2本の平行

線によるものとがあり、やはり後者の方がより新しいと考えられるとともに出土数も多い。 5

類eに特徴的な文様は、渦巻文につけられた菱形文(第22図40・57)、頸部や胴部にめぐらされ

る小波状隆起線(第20図27・30 第21図31第27図52)があげられる。大きく隆起する突起に

は渦巻文が大部分使われ、渦巻を形づくる隆帯の中央に溝状の洗練を施したものが多い(第20

図23 第22図4l・50 第27図50・52)。棒状把手を持つものもある(第21図32 第27図49)。文

様を表出する平行な隆起線問はミガキ調整されているものも多い。胎土に砂粒を含み焼成やや

不良である。器厚6m-1cmで小型から大型のものまでバラエティーに富む。 5類eは大木8a式

に比定されるが、平行な隆起線により文様表現されているグループはより大木8b式に近い新し

いものと思われる。

6類土器(第19図7 第22図44・50 第24図2 ・ 6 第27図55へ59 図版10)

口線外反ぎみの器形のものを一括した。出土数は10点。器形は深鉢形で中型のものが大部分

と見られる。施文は沈線と隆起線によってなされるが、いずれも口頸部に平行な横帯をめぐら

すモチーフを持つ。中には第24図2のように胴部に波状に懸垂させているものも見られる。胎

土に紬砂含み焼成不良のものが多い。施文技法から5類d ・ eに共伴する大木8a式であろう。

7類土器(第21図34 第25図7 第27図60・61図版10)

口縁「く」の字状に屈曲する浅鉢形のものである。 4点の出土。文様帯は隆起線による長楕

円形の区画文内に撚糸圧痕文や沈線列を施している。胎土に細砂含み焼成は良好である。区画

モチーフや器形から大木7b式に比定される。

8類土器(第24図3 図版10)

同じ中期土器の中で他の類に含められない特異なものを8類として分離した。 1点のみで太

い隆帯による洗練帯、橋状把手などから、大木8a式に比定されよう。

9類土器(第5図1第24図4 第27図62・63 図版10)

地文のみのもので他類と共伴する大木7bへ8a式のものと思われる。
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石器について

石器・石片類は約70点を得たが、このうち石器として識別し得るもの、使用の痕跡が認めら

れるものは約30点である。調査地全体としては量的にも少なく、バラエティにも乏しい感があ

る。またそれらの出土状況は、土墳・柱穴等の埋土、遺構外から出土したものが多く、生活時

の様相が窺える積極的状況はほとんど認められない。

以下、本遺跡の石器類について概観を記述する。なお、名称、分類基準については従来から

の慣例となっている(と思われる)ものを踏襲した。

第1類 石ヒ(第28図1へ5 図版11)

ツマミを有する剥掻具と思われる石器類を含めた。形態、大きさ、刃部の加工状況には差異

があるが、いずれも横形(ツマミ方向に対して刃部が直交するもの)である。全体の形態から

は刃部が一方に片寄るもの(1・3・4)と、左右対称形のもの(2・5)とに区分される。

図1は前者に含められ、大形・肉厚の剥片素材を使用、刃部は両面から加工が及び、形状は緩

い弧を成す。 3はlに類似するが非常に小形のもの。鉄石英を石材としている。 4は扁平な素

材を使い、周縁3辺に丁寧な両面加工を施したもの。刃部は直状で、二次加工はツマミ周辺の

作り出しに集中する。刃部の加工は積極的には行われず、僅かな押圧剥離と使用によると思わ

れる小剥離が観察される。 5は左右対称形の石ヒで、刃部の形状が弧を成すものである。刃部

形成の加工はやや甘い。

第2類 スクレーパー(第28図6 図版11)

形状は次の3a類に似るが、意図ある剥離加工により一定の形状を得ている点で区別した。 1

点のみをこれにあてたが、 SideScraperとしての12なども含めてよいものであろう。 6は第1

類に似た基部作り出しの意図が見られるが、ツマミ状には至っていない。刃部加工は片面から

のみ行われ、刃部角は鋭角となっている。

第3類 Utirized frake (第28図7-13 図版11)

使用痕の見られる剥片であるが、限密には僅かな刃部加工の認められるものも含めた。剥片

素材の形状を利用し、縁辺を切削・剥掻等に使用したと思われる。形態は不定であるが、素材

の用い方から一応横形(3a)、縦形(3b)に区分した。前者として7・8、後者には9へ13があ

たる。

第4類 箆状石器(第29図14̃17 図版11)

石器の形態からいわゆる箆状石器と称されるもの4点を一括した。加工の状態・使用磨耗の

状況はすべて異なる。 14は両面を丁寧に調整剥離し、四周に二次加工を施こしたものである。

両側緑には刃ツプレ状の小剥離が見られ、先端部(刃部)は磨耗が著しく積が失われている。

15は上部欠損品とも考えるが、この場合折損部付近に二次的な加工を行って再生したものであ
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ろう。 14同様に調整剥離・二次加工は丁寧に行われている。一方側線は直状を呈し密な押圧剥

離が観察される。一部に磨耗痕が見られた。先端部は刃部形成のための加工が消極的であるが

使用痕は見られる。側線使用が第一義的か?17は調整剥離はあまり認められず、二次加工は側

線に集中しているが、先端部に刃こぼれ状の小剥離が認められる。 16は側線、先端共に二次的

な新しい剥離が観察されるが、これを使用による損耗とすれば、 14・ 15などに比べて使用目的

には力の入った作業が想定される(例えば上下運動による切断など)。前者はむしろ剥掻等に使

用されたものと思われる。

第5類 磨製石斧(第29図18・19 図版11)

保存状態が極めて劣悪で、磨製の痕跡はほとんどとどめていない。凝灰岩使用のため軟質で

摩滅も著しい。刃部は使用時の損耗により石斧としての形状が失われ、後二次的用途に転用さ

れたと考えられる。一方側線にも同様の事は窺われ、一次的な損耗のみではなく、新たな刃部

形成のための剥離が行われたものと考えられる。

第6類 円盤状石器(第29図20 図版11)

名称、用途共に明らかではないが、上記の様に仮称した。材質は石英を使用。剥離によりほ

ぼ円形の形掟を作り出している。厚さ約3調、重量約200gと比較的重い。周縁の積が刃潰れを

起した部分が見られ、非実用品としての石製品と把えるよりは、道具と抱える方が妥当だと考

えられた。一種の敲打具であろうか?

第7類 庭石(第30図21)

長辺の一辺を磨面として機能させたものである。また短辺の一端に上下運動によると思われ

る破損の痕が残ることから、敲打具としても使用されたものであろう。

第8類 石皿(第30図22)

明瞭ではないが周囲に調整擦痕が見られることから、整形は研磨によったものと思われる。

約易の残存であるため石皿としては不明確であるが、上下面ともに教本の溝が走り、砥石とし

ての利用は明確である。上面の溝は太く浅い。

石製品(第30図23)

表土中から一点の石製品が出土した。下半部を欠失しているため全形は不明だが、おそらく

三角形状を呈すと思われる。流紋岩質凝灰岩を使用、軟質で摩滅が著しい。全面に顕著な調整

擦痕が見られる。三角形の両端部には貫通孔が穿たれているが、穿孔は両面から行われたもの

である。穿孔痕は鈍い円錐形を成している。
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第28図 石器実測図(i-3類)
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区地Ⅳ第

出土題櫛 14…2号住P2 15…13号土類16…8号土塀

18・・・4号土横19・20・・・6号土垢

第29図 石器実測図(4-6類)
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○⊂⊃○

(二⊃ 0 5cm

」 - 」

2l-23……出土地点不明

第30図 石器(7 ・ 8類)・石製品実測図

第3表 石器観察

図・図版 No 分類 出土遺溝(地点) 
計 測 値 

石 材 産 地 備 考 
最大長c血 最大幅em 最大厚c同 重 畳g 

28 = 1 1頬 15号撮 4.0 7.7 1.3) 24.3 泥質細粒珪灰岩 

// // 2 II AblOダリット 3.3 3.7 0,8 7.2 黄褐色魅細粗描凝灰岩 奥羽山地 中新統上部 

II II 3 II 

5号住No9pit 2.2 3.3 0,7 3.2 鉄 質∴石 芸 

II II 4 Il 2号土塀 4.2 4.1 0.6 7.1 堤∴質 泥 岩 

II II 5 II 

pit9 4.7 5.1 1.2 21.5 II 

28 11 6 2類 Ae20ダリット 3.9 5.8 0.9 12.3 凝原質硬珊尼岩 

28 11 7 あ類 Ac20 II 3.8 5.0 1.8 23.6 硬 質 泥 岩 奥羽山地 中縦坑上郡 

II II 8 II Acプロノク 4.5 4.9 1.3 25.4 漣灰質硬飾尼岩 

II II 9 b Ad30ゲ)ソド 6.2 6.2 1.9 49.1 II 新 

II Il 10 II AblO II 4.0 7.1 0.7 10.2 泥賞細粒凝灰岩 

II II 11 II 1号住 7.7 2.8 2.4 108,0 弛∴質 泥 岩 

II II 12 II 2号埋設土器 8.3 2」8′ l.4 61.5 硬 質 泥 岩 奥羽山地 中新範上部 

II II 13 II AblOグリッド 6.6 3.3 l.0 15.3 珪∴質 泥 岩 

29 11 14 4類 2号住 P2 7.1 4.5 1.6 34.5 硬 質∴泥∴岩 奥羽山地 中前節 

II II 15 II 15号土塀 5.5 4.4 1.9 35.4 珪∴碩 泥 岩 

II II 

16 II 8号土塀 8.4 5.4 l.8 69.8 硬 質 泥 岩 奥羽山地 中斬統 

II II 17 II Acブロック 9.9 4.4 1.7 64.5 碇灰質項翰尼岩 

29 11 18 5頬 4号土塀 14.0 5.4 3.0 370.0 蟹縁滝原岩 古生界 

II II 19 II 6号土煽 (7.7) (4.6) 
- 

(70.4) 
II II 欠損品 

29 11 20 6類 II 

7.7 7.3 3.3 198.0 石 英 

30 21 7頬 (12.0) (9.0) (4.0) (555.0) 泥質細粒凝灰岩 大鵬晶 

30 22 8類 (13.0) 7,5 (4.6) (405.0) 淡緑色粗粒砂称疑灰岩 II 

30 23 表 土 4.8 (3.1) 1.3 (17.4) 流紋岩的琵灰岩 奥羽山地 中新統中部 布製品、欠航 

※計剛直(数字)は欠損品の残存値を示す。
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第 Ⅳ 地 区

(2)遺構について

竪穴住居跡

1号・ 2号住居跡とも削平のためか壁は通有せず、周溝等の施設も認められない。住居跡と

したのは、埋設土器中の焼土から土器埋設炉とし、それに対応して配列する柱穴状ピットを柱

穴とすることによったものである。 1号住居跡の場合は独立し位置することで住居跡としての

まとまりを認定できるが、 2号住居跡では、他の小ピットとの関連の中で住居跡とすることに

多少無理のあることも否定できない。

〔平面形〕 それぞれの柱穴配列から推定する。 1号住居跡は増改築があり、古期では円形

で径は約4mで、所期は楕円形で長径約5m、短径約3.5mであり、長軸は東西方向である。 2

号住居跡は楕円形で長径約5m、短径約3.5mで、 1号住居跡所期とほぼ同規模である。長軸は

北西から東南方向となる。

〔床面〕 1号住居跡土器埋設炉の近辺を除き、削平によって本来の床面の遺存はないが、

地山面をそのまま床面としたものである。

〔柱穴〕 いずれも6個であるが、 1号住居跡の古期では正六角形に近い配列、所期では長

軸に対し3個づつ配され、中央の2個が外に張り出す。 2号住居跡では長軸に対し2個が対称

に配され長軸の中央線上に乗る2個が短軸側柱より外に張り出し位置するもので三者三様を

なす。

〔炉〕 1号住居跡古期では、ほぼ中央に位置したものと推察されるが構造は不明であるo

所期は土器埋設炉で西半中央に、 2号住居跡では2基の土器埋設炉がほぼ中央に並列してあるo

炉に使用した土器は、いずれも深鉢で意図的に胴部を切断している。

〔埋設土器〕 1号住居跡では東端に正位に埋設した土器が、 2号住居跡では南縁沿いに反

位に埋設した土器がある。どちらも深鉢で1号住居跡のものは胴部を切断しており、弱い火を

ぅけていることから、火の使用に伴なう機能をもったものと考えられるが、 2号住居跡の埋設

土器と合せ性格と機能を示す根拠に欠ける。また住居跡範囲内に位置することから関連するも

のとしたが、積極的なものに欠ける。

〔年代〕柱穴埋土筆から出土の土器もあるが、直接的年代決定資料は炉埋設土器である。

1号住居跡では土器分類の5類dに相当し、また埋設土器は5類eでいずれも大木8 aに比

定される。 2号住居跡では、炉埋設土器は分類不可能なため、埋設土器によると5類dに分類

され、更に、本遺構より新しい6号土頻の底面や壁土出土の土器の大半が5類d・eに分類され

ることから、 2号住居跡も大木8a期に近い時期と考えられる。

以上からみて、 1号(古・所期) ・ 2号住居跡とも大木8a期、つまり縄文時代中期中葉と年

代比定されるものと考える。
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第 Ⅳ 地 区

柱穴状ピット

検出地区および縄文時代への位置づけの理由は前述した。検出された現状の中では、掘立柱

建物等になる配列は見出せず、その性格は不明である。

埋設土器

2基中、 1号埋設土器は深鉢の胴部を切断したもので、 2号埋設土器は鉢で口縁を欠くが、

底部をもつ、 1号では壁土に焼土を見なく、 2号では埋土に焼土をみる。しかし、 1号も胴部

切断のあり方は住居跡の炉埋設土器と似、 2号で焼土があり、いずれも正位の埋設状況からし

て、火の使用に関する機能が推察できるが、今後の課題でもある。時期は確定できない。

土 塀

18基の検出で、平面、断面の形態と規模から基本的には三つに分類できる。

A類 楕円もしくは不整円形の平面を基本とし長径150cm以上、皿状の断面を呈し深さ10cm̃45

cm、壁土、底面に比較的土器を含む、 AblO. 20、 Ac20区に集中する。

B類 円もしくは不整円形の平面を基本とし長径70脚へ130調内のもので、皿状の断面を呈し深

さ8調へ2韓皿で、遺物は少なく、 8号土横から箆状石器、 14号土媚から5類Cの土器片

4点が出土したのみである。 AclO区に集中する。

C類 隅丸方形の平面を基本とし長辺が95調へ128調で、ビーカー状の断面を呈し深さ71cmへ90

脚 底面中央に円形の小穴を有する。遺物は全く検出されない。

A類は全て遺物を共伴し、大むね4類から5類の土器が多く縄文中期前半に比定できる。 B

類は第II地区・第Ⅴ地区で検出された土頻と類似する。縄文時代に比定されると考えるが、理

由は第Ⅴ区のまとめの項で述べる。 C類も遺物がなく年代決定は困難であるが、平安時代の6

号・ 9号竪穴住居跡より古く、縄文時代の円形で底面に小穴を有する土媚の変形と考えること

もでき、事実、 17号土塀の上端平面は円形を呈する。以上から縄文期の遺構と解したい。なお

C類に類似遺構は水沢市神谷地道跡や第Ⅴ地区で知見する。

註(1)神谷地遺跡「東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書」 -VI-岩手県教育委員会、日本道路公団
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第 Ⅳ 地 区

3 古代・中世の遺構と遺物

(1)竪穴住居跡と出土遺物

竪穴住居跡の大部分は、削平が著しく辛じてその痕跡を留めるもののみである。なお遺構番

号は縄文時代の竪穴住居跡番号からの通しで用い、土器の杯はA類・ B類の分類記号で(4

-(1)項参照)蛮等については、土師器、須恵器の用語を使用した。

3号(AdlO)竪穴住居跡(第31図)

AdlO区南東隅近くに位置する。削平が著しく不明な点が多いが、床面一部及びその構築時の

掘り方培土と推察される部分、焼土、遺物の存在から住居跡と推定した。

〔重複〕 認められない。

〔平面形 規模〕 不明

〔壁土〕 不明

〔床 壁〕 削平のため本来

の床面が遺存する状況にない

が、構築に当っては一担地山を

掘りこんだ後、黒色土と地山火

山灰土の混土を主体に一定面ま

で埋め、その上面を床としてい

る。すなわち、第31図の断面に

示す1層は黒色土と火山灰土の

泥土に焼土を極少含み、 2層も

ほぼ同様、 3層は火山灰土を主

体に黒色土を含んだものであ

り、床構築の埋土と解される。

壁については不明である。

〔柱穴〕 確認できない。

〔かまど〕確認できないが、

B・鼠を覆い約60調X80mの範囲

に焼土の堆積があり、更にP2・

里
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1 5YR% 暗赤褐色土

2 7.5YR% 黒褐色土

3 7.5YR% 褐色土

4 7.5YR% 黒褐色土

5 5YR% 暗赤褐色土

第3I図 3号竪穴住居跡

P。埋土にも認められるが、現地

の火熱痕をもち、特にP2では強く砲床炉的性格も推察できる。

〔その他の施設〕 Plは5露mX50調の不整形で、検出面から8調の深さ、 P3は5軟調X70調

の楕円形、検出面から20脚の深さをもつ、いずれも性格は不明である。
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第 IⅤ 地 区

〔遺物〕床面からB類杯片3点(口縁1休部1底部1)、 C類杯片2点(体部1、底部

1)土師器蛮胴部片4点と復元可能B類杯(第32図

図版12) 1点が出土した。

第32図B類‡利ま、口径14.8脚、底径6.4伽、器高4.

4qnで、体はやや内湾ぎみに立ち上がり、口縁は直に

外にぬける。外面はにぷい褐色を呈し胎土に少量の

0 5 10cm

第32図 3号住出土‡不

石英と多量の小円榛を含み、焼成は不良である。ロ

クロ痕の凹凸が明瞭で、底部は回転糸切り無調整であり、 B。類に分類した。

4号(AelO)竪穴住居跡(第33図 図版4)

AelO区の北西隅に位置し、南に5号竪穴住居跡が隣接する。削平が著しく床面の一部を遺存

するのみである。

〔重複〕 ピットの中には遺構に伴なうものか否か明確でないものもあり、また5号住居跡

との重複も想定されるが確証がなく不明である。

〔平面形 規模〕 わずかに通有する壁の状況から、隅丸方形で東西4.1m、南北3.8mの規

模が推察される。東辺でN-70-Wである。

〔埋土〕 6層からなり、 1層の黒褐色土は地山火山灰土を小ブロック状に混入し、焼土、

炭化物を極小含む、 2層暗褐色土と火山灰土の混土、 3層は汚れた火山灰褐色土、 4層明褐色火

山灰土、 5層は火山灰土の浸る黒褐色土、 6層は火山灰土と黒褐色土の混土である。なお、 7

層はP3の埋土で地山火山灰と焼土、炭化物を含む黒褐色土である。

以上の中でP。の壁土とした7層の上にのみ6 ・ 5層をもち、 1層上面から掘りこまれたP。

に後に埋められた可能性が強く、とするならば、 1̃4層は比較的固く床面構築土となること

も考えられる。このことは、上記の各層は本項で扱う住居跡埋土とは異なるものとなる。

〔床 壁〕 床は埋土の項で述べたように、壁土としたものが床の構築土とするならば地

山を一坦掘りこんで一定面まで構築土を埋めその上面を床とした可能性が強い。したがって深

さ10m内外で遺存する壁(西・南辺は不明瞭)は、床構築の掘り方輪郭で、床面上の壁は通有

しないことになる。

〔柱穴〕 東半中央やや北寄りに位置するP。は、径40cmX50脚、深さ50調で柱穴状を呈し、

埋土からしても可能性が強い。ただし対する柱穴が不明である。

〔かまど〕 確認できない。

〔その他の施設〕 住居跡内と推定される中には13のピットを数えるが、掘りこみ面が判然
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第 〇V 地 区

としないため、性格については判断しにくいが、前述のP3のように床面から掘りこまれだと

推定される例もあり住居跡内の何らかの施設と考えることができるし、他方、床構築の掘り方

の一部が含まれている可能性もある。なお、周辺のP,へP。の性格と住居跡との関連も不明で

ある。

〔遺物〕 A類杯片6点(口縁4 休部1底部1) B類軍片7点(口縁5 休部1底

部l) C類杯片6点(口縁1休部4 底部1)

須恵器饗片4点(口縁1胴部3 底部0)、土師

器璽片37点(口縁6 胴部26 底部5)と復元実

測可能の杯2点(第34図1・2 図版12)がある。

第34図1の抑ま、底一口縁まで約50%の残存で、

推定口径15.8調、底径7脚、器高4.8調で休部はや

や丸味をもって立ちあがり、口縁はわずかに外皮

する。内外面とも灰色を基調とするが、にぷい橙

色を呈する部分がある。口縁に重ね焼き痕を認め、

底部は回転糸切り無調整、 A,類に分類した。

2の杯は、底̃口縁まで約25%の残存で、推定

口径13.4cm、底径6.4cm、器高4.8cmで、ロクロ使

用の休部はやや丸味をもって立ち、口縁はそのま

ノ/
0 5 10cm

第34図 4号住出土‡不

ま外にぬける。体外面はにふい橙色を呈し、内面

は黒色処理がある。内外面及び底部とも磨滅が著しく調整の有無、底部切り離し技法は不明で

ある。 Cl類に分類した。

各器種破片の底部はA・ B・C類抑まいずれも回転糸切り無調整、土師器聾ではナデ調整2、木

葉痕1、回転糸切り無調整1、磨滅不明1である。

須恵器嚢片は第35図のように、外面

に刻目のある工具による平行叩き目、

一部格子目状があり、内面は不定方向

のあて工具痕とその上にカキ白状の詞

整痕がある。内外面とも青灰色を、断

面は灰褐色を呈しているものに代表さ

れる。

5号(Ae20)竪穴住居跡(第33図 図版4)
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4号住居跡の南にすぐ隣接して位置する。削平のため、北東隅とみられる部分のみわずかに

遺存し、住居跡の全容は不明である。

〔重複〕 4号住居跡との重複も想定されるが、確証がなく不明である。

〔平面形 規模〕 不明である。

〔壁土〕 削平のため通有せず不明である。

〔床 壁〕 床の状況は不明であり、北側壁の一

部かとみられる個所が存在するが、床構築の掘り方部

分とも言え断定し難い。

〔柱穴〕 P5は径40皿×50脚、検出面から40調で柱

穴状をなすが、対する柱穴もなく確証できない。

〔かまど〕確認できないが、北側部分で50億X150

血で南北に長い長楕円状の焼土の堆積があり厚さ5

→7調を測る。現地火熱を認めるが強いものではない。

〔その他の施設〕 plへP,1を認めたが、 P,内で杯3

個体、 P8内で杯2個体検出しており貯蔵穴的性格を推

察できるが確証に欠ける。他は性格不明である。

〔遺物〕 A類杯片11点(口縁5 休部3 底部3)

B類杯片10点(口縁6 休部3 底部1) C類杯片

10点(口縁5 休部5)、須恵器蛮胴部片1点 土師器

蛮片51点(口縁18 胴28 底5)と復元実測可能なA

類杯3点(第36図1へ3 図版12)、 B類杯2点(第36

図4・5 図版12)が出土した。

第36図1は、口縁の一部分を欠くのみで約9 0%は

残存する。口径13.8調、底径6.2調、器高4.4伽で体

はやや丸味をもって立ち、口縁で若干外反する。外面

は灰色を呈し口縁に重ね焼き痕がある。回転糸切り無

調整で外底面にかすかに墨書痕があり赤外線撮影の結

果、 「尭」又は「克」にみられる。 P8からの出土で

Al類に分類した。

2の杯は、口縁から底部へ全体の3%の残存で推

定口径14.2脚、底部径6.O脚、器高5.00m、形態は1の杯

芭
0 5 10cm

第36図 5号住出土杯

に類似する。外面は灰黄色を呈し、口縁に重ね焼痕をもつ、回転糸切り無調整の底部である。
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P8からの出土で、 Al類とした。

3の杯、口縁から底部へ約20%の残存で、推定口径12.6cm,底径5.8cm、器高5.4cmで、口径

に対し器高の比率が高く、体は丸味をもって立ち口縁に変化はない。外面黄灰色を呈し口縁に

重ね焼き痕をもつ、底部回転糸切り無調整、 P,からの出土で、 A2類とした。

4の杯は、全体の50%の残存で、推定口径11cm、底径7cm、器高3.1cm、体は直に外傾し口唇

でわずかに外反する。外面は橙色またはにぷい橙色で、胎土に石英を多量に含む、底部回転糸切り

無調整、 P。からの出土で、 B。類とした。

5の杯、約40%の残存で、推定口径15.2c皿、底径6.宛m、器高4.7cmあり、体はやや丸味をも

ち比較的大きく外傾し、口縁がわずかに外反する。浅黄橙色を呈し、胎土に多量の石英を含む、

底部回転糸切り無調整、 P。からの出土で、 B。類とした。

A.B類杯破片の底部は、いずれも回転糸切り無調整、土師器蛮破片底部では、回転糸切り無

調整1、木葉痕1で、他は磨

滅して不明である。

6号(Ba30)竪穴住居跡

(第37図)

Ba30区の北東隅に位置す

るが、削平のためその痕跡を

留めるに過ぎない。

〔重複〕 東側で16号土旗

と重複し、本遺構がより新しい。

〔平面形 規模〕 削平の

ため、東西2.3m、南北3.6m

の不整形にその痕跡を残すの

みで断定できないが隅丸長方

形等が推察される。なお現状

での南北方向は、ほぼ真北に

近い。

〔壁土〕 第37図の断面か

らも知れるが、細分された土

性の基調は黒色土と火山灰土

の泥土で、しかも地山面に凹
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1 2m

物第。7図。号竪穴住居跡
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第IⅤ 地 区

凸が著しいことは、住居跡の埋没土たる埋土ではなく、床構築土であると推察する。したがっ

て、いわゆる壁土は削平によって不明である。

〔床 壁〕 前項で述べたように、床は地山面を一担掘りこんで後、一定面まで黒色土と火

山灰土の泥土を主体に埋め固め構築したものと推定され、現状はその掘り方の一部が残存した

ものとみる。壁は削平につき不明である。

〔柱穴〕 不明である。

〔かまど〕 不明であるが、 40cmX53cmの楕

円状の範囲で焼土l , 45cmX50cmの円形の範囲

で焼土2を認めた。いずれも現地性のものである。

〔その他の施設〕 PlへP3のピットを検出し

たが性格は不明である。

〔遺物〕 A類杯片10点(口緑5 体部5)

B類杯片の体部1点、C類‡不片4点(口緑2 体

部2) 須恵器饗胴部片5点 土師器蜜片8点

(胴部6 底部2)と実測可能の土師器長胴襲

(第38図 図版12) 1個体の出土をみた。

第38図の土師器長胴饗は、全体の30%の残存

で図面合成による。推定で口径23.8cm頸部径21.

2cm 底部径7.8cm 器高29.3cmあり、ロクロ

不使用で、口緑は短かく「く」字状に外傾す

るが比較的屈曲が強く、口唇を上方につまみ

出す、調整は口緑内外とも横ナデ、胴部は外

面は縦方向の刷毛目、内面上半は横方向、下

半は横及び斜方向の刷毛目で、底部はへラナ

デが施されている。外面は明赤褐色を呈し、

第38図 6号住出土塞
0 5 10em

0 5 10c爪

第39図 6号住出土轟拓影図

胎土に石英、雲母、小円礫を含んでいる。 Plから出土した。

須恵器蛮片(第39図)は、外面に平行叩き目、内面にあて工具痕とその上にカキ白状の調整

痕がある。外面は灰黄色、断面が灰黄褐色を呈する。

土師器襲底部片は磨滅のため調整不明であるが、いずれもロクロ不使用のものと推察する。

7号(Ba50)竪穴住居跡(第40図 図版4 ・ 5)

Ba50区の南東隅に位置し、削平や木板撹乱を認めるが、ほぼその輪隔を遺存している。

-
94
-



区地V〇第

〔重複〕 認められない。

〔平面形 規模〕 隈丸方形と

推定され、東西2.8m、南北2.7m

で正方形に近く、東壁南北方向で

N-120-Eとなる。

〔埋土〕  1層から7層まで細

分されているが、 6層の明褐色火

山灰土基調を除き、黒褐色土主体

に地山火山灰土が混入する。その

混入のしかたに粒状又はブロック

状等及び焼土、炭化物の含有の有

無等の若干の差異によるもので、

基本的には黒褐色土に統一できる。

〔床 壁〕 床は地山火山灰土

面をそのまま用い、ほぼ平坦とみる。

北壁と東壁が削平、木板による

破壊で不明瞭である。現状で最も

遺存の良い西壁での壁高は約10cm

で外傾するが、本来的なものは不

明である。

Pl壇上

1 5YR葵∴昭褐色焼土 住眉跡埋土
P1 2 75YR%∴明褐色土

図四
p言霊諾詫 言護罷圭,屑とほぼ同じだが

ブルトーサーによる

G瘍該H

鮒

0 1
2巾l

第40図 7号竪穴住居跡

〔柱穴〕 認められない。

〔かまど〕南壁の西端に位置する。破壊が著しく、右袖の一部と燃焼部底面のみの遺存で

ある。遺存する右袖は、火山灰性粘土を主体に構築されたもので川原石を芯材としたもので

ある。燃焼部底面は、 45cmX50cmの範囲で6cmほどの落ちこみになっていて比較的強く焼けて

いる。煙道は不明であり、煙出しも確証に欠けるが、 P,は埋土に暗褐色焼土をもつことと位置

的に煙出しの可能性もある。

〔その他の施設〕 P2へP。のピット中、 P2は周辺に遺物をもち、かまど近くに位置し貯蔵

穴的性格を考え得る。 P。・P。は壁土にそれぞれ褐色火山灰土・黒褐色土1層で共伴遺物もなく、

性格不明であるとともに本遺構に伴なうとの確証もない。

〔遺物〕 A類杯片13点(口縁6 体部5 底部2) B類杯片11点(口縁4 体部7) C

類杯片8点(口縁3 体部2 底部3) 須恵器襲片3点 土師器蛮片29点(口縁5 胴部21

底部3)と実測可能土器5点(第41図 図版13)の出土である。
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第 IⅤ 地 区

‾丁‾ ‾--‾臆- /・コ

0 5 10em
第4I図 7号住出土遺物

第41図の1は、口緑から休部の残存

で底部を欠く、全体の10%ほどからの

実測復元であり、盤と推察する。

推定口径は38.6cmで、ロクロ使用で

体は若干丸味をもつかとみられ、口縁

は「く」字状に外に短かく屈曲し、口

l

閥
第42図 7号住出土塞拓影図

唇を上方につまみ出す。全体にロクロナデ調整があり、外面はにふい黄橙を呈し、胎土中に石

英、小円礫を多く含み、焼成はB類杯と同じである。かまど付近から出土した。

2はロクロ使用の土師器長胴蜜で、全体の約30%からの実測復元である。推定口径18.2脚底

径10.2cm 器高29.6cm、最大径は胴部で21cm程であって胴張りの形を呈する。口縁は短かく外

反し、口唇を上につまみだす、調整は、口縁内外ともロタロナデ、胴部内面上半で横方向の刷

毛目、下半は磨滅で不明、外面は縦方向のへラケズリである。外面は明黄褐色で胎土に石英、

雲母、小円礫を多く含む。かまど及びその周辺から出土した。

-
96
-



第 量V 地 区

3はロクロ使用の土師器蜜で口縁から胴部の一部の残存から実測復元したものである。推

定口径は20cmで最大径は胴部とみられる。口縁は短かく強く外へ屈曲し、口唇を上下につま

みだす。内外面ともロタロナデ調整で外面はにぷい橙色を呈し、口縁近くに火熱のため赤変

した部分を認める。胎土に石英、小円礫を多く含む。かまど燃焼部からの出土である。

4は口縁から胴部の一部残存から実測復元した。ロクロ使用で推定口径15.2cmあり、口縁は

短かく「く」字状に外反し口唇でやや外につまみ出す。胴は大きく張り出し球胴状を呈するも

のと推定する。内面は黒色処理が施され横方向のへラミガキ調整があり、外面はロクロナデ調

整で明褐灰色を呈し、船上に微量の金雲母と少量の石英を含む。いわゆる内面黒色処理の土師

器壷でかまど付近及びP2付近で破片が出土した。

5は須恵器で胴上半から口縁を欠き、全形態はつかみ得ないが蛮又は壷と推察する。推定胴

部径16・4調、底部径7.8cmあり、最大径は胴部とみられる。胴部下半内面はロクロナデ、外面は

鋭い縦方向のへラケズリ、底部もへラケズリ調整である。外面は灰色を呈し、胎土に石英少量

と砂粒を含む、かまど周辺から出土した。

須恵器蛮片は第42図に代表されるように、外面に平行叩き目、内面はあて工具痕の上にカキ

白状の調整痕をもつ、外面色調は褐灰色で断面は灰色を呈する。

出土底部破片は饗を除きいずれも回転糸切り無調整、饗は磨滅で不明である。

8号(BblO)竪穴住居跡(第43図 図版5)

BblO区の南西隅に位置し、地山火山灰土と異なる暗褐色の方形範囲と円形の焼土及び少量の

土器片を検出したことで住居跡とした。

〔重複〕 新しい掘りこみと重複しそれより古い可能性がある。

〔平面形 規模〕 推定される平面形は、東西3.5m、南北3,3mの正方形に近く、南北方向

でほぼ真北を向く。

〔埋土〕 削平のため、いわゆる壁土はないとみられる。すなわち層は黒土と火山灰土がブ

ロック状に混合する暗褐色土で この上面に現地性の焼土を認めることから、 3層は床構築土

の可能性が強く、 1 ・ 2層は断面からの観察では3層上面から入りこみ新しい掘りこみの可能

性もある。

〔床 壁〕 前項で述べたように、黒土と火山灰土の混土を用いて床を構築したものとみら

れ構築土の厚さは約4cmを測る。壁は不明である。

〔かまど〕 確認できない。推定南辺沿い中央付近に径42cmx42脚の現地性焼土がある。

〔その他の施設〕 円形ピットを多数認めるが柱穴等になり得るものはない。

〔遺物〕 A類杯休部片1点 B類杯片4点(口縁3 休部1)土師器蛮胴部片7点がある。
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第43図 8号竪穴住居跡

9号(Bc70)竪穴住居跡(第44図 図版5)

Bc70区の北西隅近くに位置しているが、削平が著しい。

〔重復〕 西壁P。付近で18号土塊と重復するが、本住居跡がより新しい。

〔平面形 規模〕東西3mX南北4.2mの南北に長い方形で南北方向でN」7O-Eである。

〔壁土〕 1̃4層と黒色土又は黒褐色土で土性に大きな差異はない。いずれも焼土、炭

化物を少量と火山灰土を小ブロック状で含むが、火山灰土の混入率は2層が最も多く、 4層が

最も少ない。埋土の主体は2層である。

〔床 壁〕 床面は地山火山灰土をそのまま利用し、ほぼ平坦である。壁は北壁で直に近く

立つが、他は外傾している。遺存する壁高は西壁で15cmを測る。

〔柱穴〕  〔かまど〕 柱穴は不明、かまど不明であるが壁の残りと関連すると本来的にな

かった可能性がある。

〔その他の施設〕 P,の径100cmX90cm、深さ13cm、 P2径102cmXlO5cm、深さ19cm、 P。の径

70cmX90cm、深さIIcm、 P。の径60cmX70cm 深さ30cm、の規模をもつ4ピットを検出したが、

その性格については不明である。

〔遺物〕 A類杯片4点(口緑1体部2 底部1) B類杯片36点(口緑20 体部11底

部5) C類杯片4点(体部3 底部1) 須恵器聾片胴部8点 土師器蜜片43点(口縁7 胴

部34 底部2)と実測可能土器6点(第45図1へ4 第46図l ・ 2 図版13・14)がある。
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4 7.5YR擁

地 区

土焦

土
土
色
土

色
色
褐
色

褐
褐
赤
禍

第44図 9号竪穴住居跡
4

0

第45図 9号住出土遺物

-
99
-

土

土

土

色
色
土

色

褐
褐
色
褐

異
二
葉

禍

明

男
∵
劣
∵
瑳
∵
来

R
 
R
 
R
 
R

Y
 
Y
 
Y
 
Y

○
○

5

5

5

7

〔
/

7

7

1

2

3

4



第46図 9号住出土塞
0 5 重0c爪

第45図1の刺まほぼ完形で、口径14.2m 底径5.4伽 器高5点mあり、体は底部から直に外

傾し、上半口縁近くで若干内側に屈曲し口縁はやや外返する。いわゆる摺鉢形を呈する。内外

面ともロクロ調整痕があり、特に外面はロクロ痕が明瞭である。色調は内外ともにふい橙色を

呈し、胎土に微量の石英と砂粒を含む。底部は回転糸切り無調整、 P2内出土である。 B2類とし

た。

2は約25%の残存からの実測復元である。推定口径15.2調 底径5.2脚 器高4.8調で、休部

はやや丸味をもち口縁で比較的大きく外反し、全体的にゆがんでいる。内外ともロクロ調整痕

があり、外面は浅黄橙色を呈し、船上に微量の石英と小円礫を多量に含む、底部回転糸切り無

調整であり、 P2内からの出土である。 B3類に分類した。

3は口縁から底部へ全体の約25%の残存である。推定口径16.釦m、底径6帥 器高5.魂重nあり

体はやや丸味をもち、口縁は外反する。内面に黒色処理が施され、底から放射状に体下半への

ミガキ、体上半では横のミガキ調整がある。外面はにぷい黄橙色を呈し、胎土に金雲母、石英

がみられる。底部回転糸切り無調整、 P2内及び床面からの出土である。 C2類に分類した。

4はB類の台付杯で、脚から口縁まで約20%の残存である。推察口径17調、底径6.6億、脚部

径7.4cm、器高5.3cmのうち脚部高が1.1mとなる。体はやや丸味をもち大きく外傾し口縁で外反、

脚は外に開き2条の沈線がめぐる。内外面ともロクロ調整痕のみで、浅黄橙色を呈する。胎土

に微量の石英と雲母を含む、底部回転糸切り無調整、床面からの出土である。

第46図1はロクロ使用の土師器長胴嚢で、全体の20%の遺存で下半は全く欠く。推定口径が

23.8調、胴部径24.2cmであり、口縁は短かく、外に強く屈曲し口唇で上下につまみ出す。口縁

及び胴部上半は内外ともロクロナデ、胴部外面中半で縦方向のヘラケズリ調整をみる。外面は

淡黄色を呈し、胎土に石英、小円礫を多量に含む、床面からの出土である。

2はロクロ使用の土師器饗で60%を残存する。口径18.8脚 底径8cm 器高18.5c皿あり、胴

中半でやや張り、口縁は短かく、外に強く屈曲し口唇を上につまみ出す。口縁及び胴部上半は

内外面ともロクロナデ、胴部下半は内面で斜方向の刷毛目、外面で斜方向を主体とするへラケ

ズリ調整である。外面はにぷい橙色を呈するが、大半は煤が付着し灰褐色となっている。また

- 100
-



第 Ⅳ 地 区

胴部下端の一部に火熱による赤変がみられる。 P2内と床面からの出土である。

第45図5は須恵器大窪片で外面は黒褐色を呈し平行叩き目、内面にあて工具痕をもつもの

で他に内外面とも平行叩き目をもつ破片がある。ただし、内・外面では便用具は異なり、外

面施文がきめ細かい。

出土土器片の底部中、 A・ B類‡和幻、ずれも回転糸切り無調整、 C頬の1点は磨滅のた

め切離し不明で体下端には調整はない。これは埋土中からの出土である。土師器蜜は磨滅に

より不明である。

10号(Bc60)竪穴住居跡(第47図 図版6)

Bc60区の南西に位置し、削平が著しく残痕が一部分認められるのみで、遺物も極めて少ない。

〔重複〕認められないo s2。王l’

〔平面形 規模〕 現存で

推定できるのは、東辺が約4.

5mあることのみであるが、隅

丸方形が考えられる。

東辺における南北方向はN

-8o-Eとなる。

〔埋土〕 削平により不明。

〔床 壁〕 残存部の東半

に5珊内外の落ちこみがあ
い

り、調査時点では排水遺構と

されているが、床構築の掘り

方と推察され、したがって床

は地山面と一部構築土による

ものとみられる。壁は削平の

ため不明である。

〔柱穴〕 P2は柱痕跡があ

り柱穴と考えられ、対応する

P。とP。であるが、 P4は浅

s2欝

圃
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第47図10号竪穴住居跡

4

-
o

P
 
P

2 7.5YR托∴明褐色土

1 7.5YR% 黒褐色土

1 7.5YR舛∴景色土

2 10YR光 晴地色土

く、柱穴としての確証はない。P。は石が詰るが石面で深く27調あり柱穴としての可能性がある。

他のピットも各々に対応する位置にピットがあり、配置的には柱穴として考え得るが、深さや

形態が柱穴状を呈しないことから断定できない。
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第 IⅤ 地 区

〔かまど〕確認できないが、南東隅の掘りこみ面に径50cmの現地性の焼土を認めた。削平

のため、床面からのものか否かは不明である。

〔遺物〕 土師器襲片6点(口緑1胴部3 底部2)のみである。

(2)土碩・墓蟻と出土遺物

共伴遺物から平安時代の土媚3、中世墓嬢l、時期不明土壊2とみられる。番号は通し番号

を用いた。

19号(Ba20No2)土碩(第50図)

不整円形を呈し、開口部で6馳nX72m、底部35cmX32調 検出面からの深さ3l脚で壁は外傾

し逆台形の断面である。壁土1層は焼土・炭化物を若干含む黒色土、 2層も1層に類似するが

焼土、炭化物がない、 3層は黒色土を含む火山灰土、埋土中からB類杯片3点が出土した。

20号(Bc70N06)土壌(第50図 図版6)

Bc70区北西隅で9号住居跡の西側に隣接してあ

る。不整楕円状で開口部180cmXlO3cm 底部131伽×

77cm、検出面からの深さ3釦mで、ゆがんだ逆台形状

の断面を呈する。埋土は3層からなるが、主体は黒

褐色土で、いずれも焼土と炭化物を若干含んでおり

特に2層では浅黄色パミス(降下火山灰土)の層が

みられるが分散することから流入と考える。 3層で

は地山火山灰土が混る。また径30cm大以下の不整形

の礫の集積が底面真上からあり、これらの礫下には

多量のカヤの炭化物が認められたが底面、壁面に火

熱を受けた様相はない。

遺物の出土は比較的多量で埋土2 ・ 3層を中心に

する。 A類杯片2点、 B類杯片5点、 C類杯片6点

土師器蛮片13点と実測可能杯3個体(第49図1̃3

5 10em

第48図 20号土塀出土i不

図版14)が出土した。

第49図1の杯は口縁部から休部へ約30%の残存で、推定口径14.2m 底径5cm 器高4.6cmあ

り、体はやや丸味をもち口縁が外反する。内外面ともロクロナデ痕があり浅黄橙色を呈し、船

上に少量の石英を含む。底部回転糸切り無調整、 B3類に分類した。

2は完形の杯で、口径13.8脚 底径5.6cm 器高4 2cmあり、体はやや丸味をもち口縁は外反

する。体外面のロクロ痕が明瞭で橙色を呈し、焼成良好で胎土に多量の小円礫を含む。底部は

回転糸切り無調整、形態、焼成とも3の拘こ類似する。 B。類とした。
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第IⅤ 地 区

3の杯は口縁から底部へ約30%の残存で、推定口径16.釦m 器高5.9cmあり、体はやや丸味を

もち口緑は外反する。体外面のロクロ痕が明瞭であり、明赤褐色を呈し、焼成良好で胎土に小

円礫を含む。底部は回転糸切り無調整。形態と焼成が2の杯と類似し、 B5類とした。

21号(Bc70N04)土壌(第50図)

9号住居跡の北東隅と重複し、住居跡より新しい。不整楕円形で開口部138cmXlO7cm、底部

90cmX66cm、検出面からの深さ37調で、逆台形状に近い断面を呈する。壁土1層は火山灰土

S22十⊥A 20号

s語
1 7.5YRライ 黒色土

2 7.5YRライ 黒色土

3 7.5YR% 褐色土

1 7.5YR% 黒褐色土

2 7.5YR% 黒褐色土

3 7.5YR葬 黒色土

4 2"5YR% 浅黄色土(パミス)

一一一一一一一一一二一一一類∴

1 7.5YR名 黒色土
1 7.5YR% 黒褐色土

2 7.5YR% 暗褐色土

3 7.5YR% 明褐色土

第49図 土塀・墓塘実測図
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A嫁B
1 7・5YR% 暗褐色土
2a 7・5YR% 黒褐色土
2b 7・5YR% 黒褐色土
3 7・5YR% 相場土

23号

B A薇B
1 7,5YR% 黒褐色土

2 7.5YR% 明褐色土
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第 Ⅳ 地 区

に黒褐色土が混る撹乱土の可能性がある。 2層は黒褐色土に火山灰土が混入、極少の炭化物を

含むが、2。は2。に比し柔かく火山灰土が少ない。 3層は火山灰土に若干の黒色土と極少の炭化物

を含んでいる。埋土中から縄文土器の小破片35点とA ・ B類杯片各1点が出土した。

基横(Ac50No2) (第50図 図版6)

不整円形で開口部141調Xl19調底部114脚×8l伽、検出面よりの深さ20mで、皿状の断面を呈

し、壁土は黒褐色土に若干の火山灰を含む単層である。北縁底面から6枚重ねの永楽通宝が出

土し、中世の墓嬢である可能性が強い。

22号(Ac50Nol)土塀(第50図 図版6)

墓媚の北東約4 mにあり、ほぼ円形で開口部128cmX138cm 底部41cmX41cmで検出面からの

深さ37c皿であり、半円状の断面を呈する。壁土l層は黒褐色土に炭化物と火山灰土を極少含み、

2層は暗褐色土で焼土と火山灰土を若干と極少の炭化物を含み、 3層は明褐色火山灰土に若干

の黒色土が混る。共伴遺物はなく時期不明である。

23号(BalONo4)土城(第50図)

ほぼ円形で開口部81cmX83cm 底部4敦mX42調、検出面からの深さ23cmあり、逆台形状の断

面を呈する。壁土1層は黒褐色土に火山灰を若干含み、 2層は明褐色火山灰土に部分的に黒色

土を含む。共伴遺物はなく時期不明である。

4 古代・中世のまとめ

(1)遺物について

歴史時代の遺物は、土器に集約され、他には22号土嬢出土の永楽通宝がある。ここでは、遺

構出土の土器についてその概要を述べる。なお、土器の特徴は各遺構の項で記述したので割愛

する。計測値等は第4表にまとめた。

土器の器種は、杯、高台付杯、蜜、盤等になるが、数的に杯が最も多い。しかし、通有が50%

以上のものは杯で5点、饗では1点のみである。したがって、大半は図上復元の資料になり、

それによって概括するが、出土点数から杯・酸化焔焼成の蛮のみを大雑把に分類する。

‡不

分類 焼成 A類 還元焔焼成 いわゆる須恵器と呼ばれ、くすべ色を呈し硬質のもの。

B類 酸化焔焼成 赤褐色、土師質土器等と呼ばれ、赤褐色、黄橙色等の色調。

C類 酸化焔焼成で内面に里色処理を施すもの。いわゆる内黒土師器と呼ばれ、

色調はB類と類似する。内面にへラミガキ等の調整がある。

形態・技法 形態は器の大・小は加味せず、口径に対する底径と器高の指数によった。

また、体の立ち上がりは、若干の丸味をもつものが大半であり、口縁も含

め特徴的なもの以外は説明しない。調整・底部切り離し技法についても、
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第 Ⅳ 地 区

大半は再調整なく、回転糸切り無調整のロクロ使用土器である。

Al 類 還元焔焼成 底径指数42へ45 器高指数30̃35

A2 類 〃 〃 底面指数46

Bl 類 酸化焔焼成 底径指数64

B2 類 〃 〃 底径指数36

B3 類 〃 〃 底径指数34→35

B。類 〃 〃 底径指数41へ43

B5 類 〃 〃 底径指数28

C。類 酸化焔焼成 底径指数48

(内面黒色処理)

器高指数43 1類より外傾角度が急

器高指数25 器高低く、底径大、体は直に外傾

器高指数39 摺鉢形 体は直に外傾

器高指数32

器高指数30へ31

器高指数39

器高指数36 磨滅著しく切離し技法不明

C2 類〃 〃 底径指数36 器高指数33

以上、細分化したが、 A類一C類まで用いた資料14点中の10点までは、底径指数34へ45に、

器高指数30へ35に入る。これを出るのは、 A2類、 B,類、 B2類、 C.類に分類した4点である。こ

の4点の器高に対する体の外傾度をみると34Oへ40Oで、中でもA2類、 Bl類、 C.類は34O-37Oにな

り、体の立ちが急になる。他では、ゆがみのある1点を除き、 41〇一450に入るが、 A類よりB・

C類の開きが大きい傾向をもつ。

杯の年代 形態上で若干の差はあるにしても、成形技法上は各類とも一括し得る。すなわち、

ロクロ使用で、各種とも底部回転糸切り無調整、 C類のみ内面黒色処理上のへラミガキ調整を

みるが、他類では内外面とも再調整がない。

したがって、成形、切り離し技法上の進歩段階が、再調整→無調整・底部へラ切り→糸切り

との一般概念と、当地方で回転糸切り無調整の杯が主流をなすとされる10世鮭箱こ比定できる

が、共伴関係と類例からすると9世紀後半代も含むと解され、詳細は(2)項でふれたい。

塞・壷・高台付〕不・盤

塞 図化資料は5点、いずれも酸化焔焼成で杯の分類を用いるとB類になり、ロクロ未使用

をI、ロクロ使用をIIとし、長胴饗をa ・他をb、最大径が胴部にあるものに’を付すと、

BIa類へ1点、 BIIa類へ3点、 BIIb類へ1点であり、ロクロ使用の長胴聾はいずれも最大径

が胴にあること、また各類とも、口縁部が短かく、口唇で上下または上方につまみ出すことが

類似する。 B類聾に対し、還元焔焼成のA類饗がある。平行叩き目・格子白状叩き目に代表さ

れる器面文様をもつ、いわゆる大嚢の破片のみである。

壷 C類の広口壷l点、 A類の壷(または蛮) 1点が出土した。

高台付琳・盤 いずれもB類で、各1点の出土であるる

墨書琳 2点出土した。 1点は5号住居跡出土のA類杯(第36図1図版12)で、 「克」又は
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第 Ⅳ 地 区

「尭」の墨書が底部にあり「宋」か。いま1点は遺構外出土のA類杯(第50図 図版14)であ

る。遺有は約40%で推定で口径・底径は14cm・ 6脚で、器高4.7c皿、ロタロ成形で、体はやや丸

味みもって外傾し、底部回転糸切り無調整で内外面とも

灰色を呈する。体外面に下端を天とする文字(第50図)

があり、上に「タ、」の不明文字、下に「集」?の二字の可

能性がある。

註(1)この傾向は、紫波町上平沢新田追跡における様相とは逆で

ある。上平沢新田では、 B・C類杯の大半は420以下、本調

査区では以上になり、数値的に本調査区のB・C類杯は外

傾度が大きい。一万本調査区のA類杯は42.5o以下である。

上平沢新田遺跡「東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報

告書」 -ⅡI-岩手県教育委員会 日本道路公団

0
5 工0cm

第50国 道構外出土 墨書杯

(2)下羽場遺跡「東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書」 - I一岩手県教育委員会 日本道路公団

伊藤 博幸 岩手県の古代土器生産について-須恵器とロタロ土師器の素描-「岩手史学研究」恥61

(2)遺構について

竪穴住居跡

3号一10号竪穴住居跡の8棟が、歴史時代のものである。削平によって、床面を残すのみで

全容は捉え得ない。

〔規模〕 計測または推測できるのは、 4号・ 7号・ 8号・ 9号住居跡で各々4.1mX3.8

m.2.8mX2.7m.3.5mX3.3m. 3mX4.2mで、 9号住居跡が長方形で他は正方形に近い。

一辺3m→4mの規模に包括される。

〔床〕 3号・ 4号・ 6号・ 8号・10号住居跡では、一担地山を掘りこんで後、一定面まで

構築土を埋めて叩き込む手法を用い、 7号・ 9号住居跡では、地山南を活用、 5号住居跡では

不明である。総じて、構築土によって床面をつくっている。

〔かまど〕 明らかにかまどの痕跡をとどめるのは、 7号住居跡のみで右袖の一部と燃焼

部を認めるが、煙道等は不明で遺存状況は良くない。なお、南壁西端に位置する。 3号・5号・

6号・ 8号・ 10号住居跡で現地性の焼土を認めた。 3号住居跡を除き、いずれかの壁寄りに位

置するが、かまどとの関係は不明である。 9号住では本来的になかった可能性も強い。

〔柱穴その他〕 各住居跡からピットが検出されているが性格は不明であり、柱穴、その他

の施設と断定できるものはない。

〔共伴遺跡〕各住居跡の出土遺物は量的に少ないが、破片数は下表にまとまる。

類 住 

杯 襲 

類 住 

杯 蛮 

A B C A B A B C A B 

3 号 住 3 2 4 7 号 住 13 11 8 3 29 

4 号 住 6 7 6 4 37 8 号 住 1 4 7 

5 号 住 11 10 10 l 5l 9 号 住 4 36 4 8 43 

6 号 住 10 1 4 5 8 10 号 住 6 
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第 Ⅳ 地 区

上の表から絶対量の少ない3号・ 8号・ 10号住居跡を除き、杯・饗に関しては焼成分類上の

各類を伴出している。

次に、復元・図化した遺物について分類記号を用いて整理すると次のようになる。

杯 高台付杯 盤 蛮 ・二とプ 亜 

3 号 住 B4 

4 号 住 AI cl 

5 号 住 AIA2 BI B4 

6 号 住 BIa 

7 号 住 B BII各 A C 

9 号 住 B2 B3 C2 B BII各 BHb 

以上から土器の組成を見出すとするなら、器種の比較的偏在しない9号住居跡に求めること

ができる。次いで5号住居の杯、 7号住居跡の盤・蛮・壷に求めることができよう。また住居

跡の相関を求めると、 A,類から①4号= 5号住居跡、 B。類から②3号二5号住居跡となり、 ①と

②から3号=4号二5号住居跡となる。一方、 BIIa′から③7号=9号住居跡がなりたつし、杯

の成形技法を主眼にするならば回転糸切り無調整を主流とすること、一部住居跡を除き、破

片ではあるが各類を共伴すること等から、極少の資料からで危険ではあるが、各住居跡は近似

の年代に存在したものと推定される。

〔住居跡の年代〕 9号住居跡の土器組成は、杯A類(破片) ・B類(B2.B3).C類(C2)

高台付杯B類・蛮BII類(BIIa′・BIIb)となる。これに類似するあり方は、宮地遺跡の第ⅡI群で

①酸化焔焼成の回転糸切り無調整で内黒の埠(B I a類)・②黒色処理のしない杯(BⅢ類)、 ③酸化焔

焼成で口径より器高が大きな蛮(BI類)を中心に構成、 ④それに①に再調整を加えた杯(BI

c)と⑤酸化焔焼成で内面黒色処理の高台付杯(B I類)、 ⑥黒色処理のない高台何杯(BⅢ類)を
畦(2)

共伴するものもある。

宮地遺跡第Ⅲ群を9号住居跡の遺物と対応すると、 ‡和ま①=C類・②=B類、饗は③=BII

類、高台付杯は⑥こ高台付ネB類となり、ほぼ見合う対応をする。しかも、回転糸切り無調整の

還元焔焼成の杯(BII類)の混入もあるとしており、 9号住居跡にA類杯片を共伴することと矛

盾しない。遺跡や住居跡のもつ性格から土器所有の差異が考えられるし、量的比率の差異もあ

り得るであろうが、大筋で9号住居跡の土器セットは、宮地遺跡の第Ⅲ群と似ると言える。

宮地遺跡では第Ⅲ群土器を伴出する遺構群を第Ⅲ期に設定し、その年代を9世紀後葉から10

世紀中葉にかかるとしている。また杯の成形上の技法から、回転糸切り無調整が主流をしめる

10世紀代とすることと関連しながら、土器のセット関係を加味すると、本調査区では再調整を

施す即ま知見できず、還元焔焼成の杯が比率的には相当ある。したがって、いわゆる須恵器杯

が衰退する11世紀以前に比定される。以上から、本調査区の住居跡を共伴遺物と、他遺跡の類

例から総合したとき、 9世紀末から10世紀代に比定されるものと考える。
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第 IⅤ 地 区

土塀と墓墳

19号・ 20号・ 21号土頻は出土遺物から平安時代に比定したが、 19号・ 21号については埋土中

からの出土であって必ずしも断定できないし、性格、機能も不明である。

20号土嬢はB3類・ B。類・ B5類の杯が各1個体とA. B ・ C類の杯片およびB類蛮片が比較的

多量に壁土2 ・ 3層から出土しており、特に3層からの出土は底面直上であって、住居跡同様

の年代に比定できる。また壁土2層中のパミス(降下火山灰土)は分散して含まれることから

流入したものと推察される。また、礫、カヤの炭化物等が認められ特異な様相を呈するが性格、

機能とも不明である。

22号墓嬢は、 6枚の永楽通宝いわゆる六文銭の出土があり、中世墓旗である。当台地には第

Ⅷ区北に隣接し14基の古墓があり調査の結果、土葬墓と火葬墓があり、土葬墓の1号、火葬墓

の5 ・ 6 ・ 8号墓から永楽通宝が出土している。本遺構は第Ⅷ区北の古墓と関連するものとみ

られ、削平地にも遺構が存在した可能性がある。

註(l)宮地遺跡「東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書」 -IV- 岩手県教育委員会 日本国有鉄道盛岡工

事局

〈2)前掲(1)報告書 〔2〕出土土器の分類P312→P320 〔3〕住居跡における土器のあり方〔第III群〕

(3〉 前掲(1)報告書 〔6〕遺跡の年代P338

(4)伊藤博幸 岩手県の古代土器生産について一須恵器とロクロ土師器の素描一「岩手史学研究」第61号、

1976

岡田茂弘 桑原滋郎 多賀城周辺における古代杯形土器の変遷 「宮城県多賀城跡研究紀要-1-」

1974

(5)菊池啓次郎 植木古墓群 「和賀町史」 和賀町 昭和52年
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第 IⅤ 地 区

工I ま と め

本調査区での検出遺構・遺物からみて、縄文、平安、中世の時代に人間生活の営みの場とし

て捉えられる。

縄文時代は、竪穴住居跡2棟と、性格不明であるが多くの土嬢・遺物が検出されたが、縄文

土器は、 1. 2類=大木7b、 3類=大木7b→8a、 4類a ・ b=大木7b、 4類C=大木7bへ8a、

.5類a. b=大木7b、 5類C=大木7bへ8a、 5類d. e二大木8a、 6類二大木8a、 7類=大木

7b、 8類二大木8a、 9類=大木7bへ8aのように比定され、数量的には4類と5類が多く、特に

4類C、 5類d. eと、大木8aもしくはそれに近いものの比率が高い。

遺物、遺構の分布は、調査区西北のAblO. 20区、 AclO. 20区に集中し、以東では稀薄にな

り西方約50mの第Ⅷ区に、住居跡、および本調査区と同類の土器が検出されておることから、

本調査区の西北郡から第Ⅵ萱区への台地縁辺部は、縄文中期前半に比定される一連の集落跡で

あった可能性が強い。なお、第VII区に比し、 5類a ・ 5類Cの出土量が少ない。

平安時代は、供伴遺物から推察すると、 9世紀末から10世紀代と考えられるが、出土資料が

比較的少量であり、しかも、削平によって住居跡の破壊が著しいことから、類推で問題も残る

が大筋で前述の年代観を与えた。

住居跡構造の中で、かまどを確認できたのは1棟のみで他は焼土の確認しかなく問題を残

す。特に検出住居跡の中では比較的壁の遺存度が高く、遺物をセットでみられる9号住居跡で

確認できなかったことは課題である。

この期の遺構検出地区では縄文時代の遺物・遺構が稀薄になることは前述の通りであり、第

V量区の住居跡との関連を考えることができるが、間に位置する第Ⅴ区では平安期の遺構遺物の

検出は全くなく、集落の占地に間隔があったかとも思われる。

中世墓卿ま、第Ⅷ区北の古墓群との関連は副葬遺物から断定できるもので、台地北縁の西部

分は一連の墓群地域であったと思われる。この墓群が岩崎城と関連するものか検討に値するも

のである。

詫(1)菊池啓次郎 植木古墓群 「和賀町史」 和賀町 昭和52年
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第 Ⅴ 地 区

I 検出された遺構と遺物

本調査区は、当初調査地区としての対象外であったが、工へIⅤ区調査中に遺構の存在が確認

され急遽調査対象となりⅣ地区東(仮)として調査を進めだが、本報告ではⅤ地区とした。

検出遺構はすべて土塀で54基を教える。これらの土頻は1例を除き、平面形が円もしくは楕

円に近く径70m̃100調前後、浅い皿状の断面形を呈するものに集約される。調査区全域におけ

る遺物の出土は、土横内の2例のみで他は全くない。各土媚の計測値は第1表の通りである。

土 塀

1号(AbOllP)土塙(第3図 図版1)

ほぼ円形で壁は外傾し皿状の断面を呈する。埋土の主体は1層で、若干の火山灰土と極少の

炭化物、及び大豆大の礫を全般に含む黒褐色土である。 2層は黒色土と大豆大の礫を若干混入

する褐色火山灰土である。遺物の出土はない。

2号(AbO12P)土壌(第3図 図版1)

円形で壁は下半でやや外傾し上はほぼ直に立ち盟状の断面をもつ。底は平坦で、 1l脚X22調

の長い川原石1個を認めた。壁土は4層からなり、 1層の暗褐色土

は火山灰土を含み、 2層は火山灰土に暗褐色土が若干混入、 3層は

黒褐色土に火山灰土と指頭大の礫を若干混入、 4層は褐色火山灰土

に黒褐色土と大豆大の礫を若干混入する。

埋土2層中から縄文土器鉢の下半部分(第1図 図版3) l個体

\
-
し
.

の出土がある。単節R-L斜行縄文で外面灰褐色を呈し、内面に横ミ
l “

臆〇

第I図 2号土塀出土土器
ガキ調整がある。

3号(AbO13P)土壌(第3図)

不整円形で、壁はやや外傾もしくは直に近い状況で皿状の断面を呈し、底面はほぼ平坦であ

る。埋土1層は暗褐色土で火山灰土を含み、 2層は褐色土で火山灰土に暗褐色土を混入する。

1層は後の擾乱の可能性もあり、壁土は2層を主体に考えられる。遺物は共伴しない。

4号(AbO14P)土壌(第3図 図版1)

ほぼ円形、壁はやや外傾し皿状の断面を呈し、底は平坦である。壁土1層は暗褐色土に火山

灰土を含み、 2層は黒褐色土に火山灰土と指頭大の礫を若干混入し壁土の主体をなし、 3層は

壁際に入り火山灰土に黒褐色土と大豆大の礫を混入する。共伴する遺物はない。

5号(AbO15P)土壌(第3図)
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第 V 地 区

北半が撹乱破壊をうけた可能性があり、現状は不整円形、壁は外傾し皿状の断面を呈し、底

面は北側で擾乱をみるがほぼ平坦である。壁土1層は黒褐色土に若干の火山灰土と極少の炭化

物を含みパサバサしており、 2層もパサバサし粘性に乏しい暗褐色土で火山灰土と大豆大の礫

を含む。 1 ・ 2層は南半で薄くなり後の撹乱土ともみられる。 3層は明褐色火山灰土に暗褐色

土が混在し小礫を若干含む。共伴遺物はない。

6号(AbO16P)土壌(第3図)

楕円状で、壁は底から大きく外に開きボール状又は半円状の断面を呈し、底は南半に深くな

る。埋土l層は黒褐色土に火山灰土と大豆大の礫を若干含む。 2層は褐色火山灰土に若干の黒

褐色土と大豆大の礫を含む。共伴遺物はない。

7号(AbO17P)土壌(第3図 図版1)

ほぼ円形、壁はやや外傾し皿状の断面を呈し、底面はほぼ平坦に近い。壁土1層は黒褐色土

に若干の火山灰土が混入、 2層は暗褐色土で黒色土と火山灰土の混合、 3層は褐色火山灰土に

黒色土を含む。共伴遺物はない。

8号(AbO18P)土壌(第3図)

楕円形の南半は削平されている。壁は外傾し皿状の断面を呈し、底面はほぼ平坦に近い。埋

土1層は黒褐色土で若干の火山灰土が粒状に含まれ、 2層は黒褐色土に火山灰土を多く含む。

共伴遺物はない。

9号(AbO19P)土壌(第3図)

南西半で擾乱破壊の可能性があり、現状は不整円形で、壁は外傾し皿状の断面を呈する。底

面は北半で若干落ちこみ、 25cmXlOcm大以下の川原石が数個散在する。埋土l層は褐色土で火

山灰土と黒褐色土がまだら状に混在する擾乱層である。 2層は黒褐色土に火山灰土が粒状及び

ブロック状に若干入り、 3層の褐色火山灰土に黒褐色土混入となる。共伴遺物はない。

10号(AbO21P)土塀(第4図 図版1)

円形で、壁は外傾し断面は皿状を呈し平坦な底面である。埋土1層は黒褐色土に若干の火山

灰土が粒状に混り、 2層は褐色火山灰土に黒褐色土がまだら状に混入、大豆大の礫を若干含ん

でいる。共伴遺物はない。

11号(Ab501P)土壌(第4図 図版1)

南半は撹乱破壊の可能性もあり、現状は不整円形で、壁はやや外傾し盟状に近い断面を呈す

る。壁土1層は黒褐色土に若干の火山灰土が粒状に含まれ、極少の炭化物がある。 2層は褐色

火山灰土を主体に黒褐色土の混入をみる。

この壁土2層上面の1層中から上半を欠く鉢(第2図 図版3) 1個体分が、正位にあり東

側に支えらしい川原石があって、意図的設置の可能性が強くある。土器は鉢の下半を遺存し、
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遺存部の器高は12.3c皿、胴部径17.2cm、底部径15

cmあり、 R-L-Rの複節斜行縄文に渦巻状の沈

線を-部認める。外面は橙色、内面に横ミガキ調

整がある。大木8aに比定されるかと推察する。

12号(Ab502P)土壌(第4図 図版1)

不整円形、壁はやや外傾し皿状の断面を呈し、

埋土1 ・ 3層はそれぞれ11号土嬢の1 ・ 2層に類

似し、 2層は1層より多くの火山灰土を含む褐色

土である。共伴遺物はない。

13号(Ab503P)土壌(第4図 図版1)

0 5em

第2図 =号土塘出土土器

ほぼ円形で壁は内湾状で下半は奥に挟りこまれ

た浅い袋状の断面を呈する。壁土1層は黒褐色土

に若干の火山灰土を粒状に含み、 2層は褐色土で1層より火山灰をやや多く含む。 3層は褐色

火山灰土で黒褐色土が混入し大豆大の礫を若干含む。色相・土性は1 ・ 3層が11号土損のl ・

2層に2層が12号土塀の2層にそれぞれ類似する。共伴遺物はない。

14号(Ab504P)土壌(第4図 図版1)

円形、壁はやや外傾するが盟状又は浅いビーカー状の断面を呈し、底面はほぼ平坦で、 11cmX

30cm以下の長形の川原石が中央付近に集中してある。壁土1層は黒褐色土で若干の火山灰土を

粒状に含み11号土媒1層と類似、 2層は褐色土で1層より火山灰土が多い。共伴遺物はない。

第15号(Ab505P)土塀(第4図)

円形で、壁はやや外傾するが盟状又は浅いビーカー状の断面で、底面はほぼ平坦となる。壁

土1層は11号土嬢1層と類似するが、大豆大の礫を若干含み、 2層は12号土堀の2層、 3層は

11号土頻の2層と類似している。共伴遺物はない。

16号(Ab506P)土塀(第4図)

不整円形で、壁は北側で下端を奥に映りこみ、他は大きく外傾する。底面はほぼ平坦である。

埋土の1層は黒褐色土に若干の火山灰土を粒状に含み11号土頻1層と類似するが、径4cmX 5

cmほどの礫を含む。 2層は褐色土で1層より火山灰土を多く含み極少の炭化物がある。 3層は

褐色火山灰土で黒褐色土が混る。共伴遺物はない。

17号(Ba501P)土塀(第4図 図版2)

ほぼ円形で、壁は外傾し、皿状の断面を呈し、底面は平坦で長径15cm大の川原石3個が認め

られた。壇上1層は黒褐色土で若干の火山灰土がブロック状にと礫の混入がある。 2層は壁際

に少量あるのみで、褐色火山灰土に黒褐色土が混入したものである。共伴遺物はない。
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18号(BaOllP)土壌(第4図)

円形、壁の中端が奥に入り浅い袋状の断面を呈し、底面はほぼ平坦である。埋土は2層から

なり、 1層は黒褐色土に火山灰土がブロック及びまだら状に若干混入し、極少の炭化物を含み、

2層は褐色火山灰土に黒褐色土が若干混り、大豆大の礫を含んでいるo共伴遺物はない。

19号(BaO21P)土壌(第5図)

ほぼ円形で壁は直に近く立ち浅いビーカー状の断面を呈する。底面は木板により擾乱をう

けているが、本来はほぼ平坦に近いものと推察する。壁土の1層は黒褐色土で若干の火山灰土

を含み、植物毛根が多い。 2層は褐色火山灰土に黒褐色土が混入する。共伴遺物はないo

20号(BaO22P)土璃(第5図)

楕円形に近く、壁は外傾し皿状の断面を呈し、底面はほぼ平坦である。壁土1層は19号土頻

1層に類似するが植物根はなく、 2層は汚れた褐色火山灰土である。共伴遺物はない。

21号(Ba502P)土壌(第5図 図版2)

円形で壁は外傾し皿状の断面を呈し、底面はほぼ平坦である。埋土1層は黒褐色土に火山

灰土のブロックと大豆大の礫が若干と炭化物を極少含む。 2層は褐色火山灰土に黒褐色土と小

礫を若干含んでおり、共伴遺物はない。

22号(Bb502P)土塀(第5図 図版2)

不整円形、壁は外傾し、皿状の断面を呈する。底面は綬傾斜で中央付近へ深くなる。埋土は

1層のみで黒褐色土に径5伽大以下の礫をかなり多く、植物根若干と炭化物を極少含む。共

伴遺物はない。

23号(Bb501P)土壌(第5図)

不整円形で壁は外傾し皿状の断面を呈し、底面は平坦である。埋土1層は黒褐色土に礫を

含む。壁際の2層は褐色火山灰土に若干の黒褐色土と礫を含んでいる。遺物の共伴はない。

24号(Bb503P)土壌(第5図)

削平が著しく、現状は不整楕円状で壁は外傾し皿状の断面を呈し、底面はやや凹凸がある。

埋土は黒褐色土の1層に多量の礫を含み植物根もある。 2層もかなり多くの礫がある褐色火山

灰土に黒褐色土の混入したものである。遺物の共伴はない。

25号(Bb504P)土碩(第5図 図版2)

ほぼ円形で壁は外傾し皿状の断面を呈す。底面はやや凹凸があり、長径20調内外の川原石

数個が認められた。壁土は1層のみで黒褐色土で24号土嬢の1層に類似する。共伴遺物はない。

26号(Bb505P)土壌(第5図 図版2)

上部削平が著しく、現状は不整円形で皿状の断面を呈し、底面はほぼ平坦で長径20帥大以

下の川原石を数個認めた。埋土は褐色火山灰土に若干の黒褐色土とかなり多くの小礫を含むl
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層のみである。遺物は共伴しない。

27号(Bb506P)土壌(第5図 図版2)

ほぼ円形、壁は下端で奥に映りこまれ浅い袋状の断面を呈し、底面はほぼ平坦である。埋土

l層は黒褐色土で礫を多く含み、 24号土媚1層に類似する。 2層は褐色火山灰土に若干の礫が

あり、 3層では褐色火山灰土に黒褐色土と礫が若干混入する。遺物の共伴はない。

28号(Bb507P)土擦(第6図 図版2)

不整円形で壁はやや外傾するが盟状の断面を呈し、底面はほぼ平坦であり、やや浮いてい

るが30調X4魂皿の長方形で扁平な川原石が中央に認められる。埋土1層は黒褐色土に極少の火

山灰土が混入し、若干の礫を含む。 2層は褐色火山灰土に若干の黒褐色土と礫を含んでいる。

遺物の共伴はない。

29号(Bb605P)土塀(第6図)

不整の楕円で壁は外傾し、皿状の断面を呈し、底面はほぼ平坦である。埋土の主体は1層

で黒褐色土に黄褐色火山灰土のブロックを全般に含み、極少の炭化物をもっている。壁際の2

層は褐色火山灰土に黒褐色土の混入したものである。共伴遺物はない。

30号(Bb606P)土横. (第6図)

上部削平が著しい、楕円状の平面形で浅皿状の断面を呈する。壁土1層は黒褐色土に若干

の火山灰土を含み、 2層は29号土頻2層と類似する。共伴遺物はない。

31号(Bb607P)土壌(第6図)

ほぼ円形で、壁は外傾し皿状の断面を呈し、底面は平坦である。埋土の1層は黒褐色土に粒

状の火山灰土を若干含み、 2層は褐色火山灰土に黒褐色土が混入する。共伴遺物はない。

32号(Bb608P)土横(第6図)

隅丸方形に近く、壁はやや外傾し盟状に近い断面を呈し、底面は平坦である。壇上1層は黒

褐色土に黄褐色火山灰土を全般にブロック状に含み、極少の炭化物をもつ。 2層は汚れた褐色

火山灰土である。共伴遺物はない。

33号(Bb609P)土壌(第6図 図版2)

円形で、壁は外傾し皿状の断面を呈し、底面はほぼ平坦である。培土は1層が主体で、 1 ・

2層とも32号土類1 ・ 2層にそれぞれ類似する。共伴遺物はない。

34号(Bb6011P)土壌(第6図)

不整円形で、壁は直に近く立ち盟状の断面を呈し、底面は若干の凹凸があり、中央に2景mX

30c皿の円形で扁平な川原石を認めた。壁土1 ・ 2層は24号土頻の1 ・ 2層壇上にそれぞれ類似

する。共伴遺物はない。

35号(Bb6012P)土壌(第6図 図版2)
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円形で壁は直に近く立ち盟状の断面を呈し、底面は若干の凹凸があり、中央に径2露mX30

m大の円形で扁平な川原石を認めた。埋土1 ・ 2層は24号土頻の1 ・ 2層壁土にそれぞれ類似

する。共伴遺物はない。

36号(Bb701P)土壊(第6図)

不整円形で壁はやや外傾するが、盟状の断面で底面は多少の凹凸がある。長径20cm内外の

川原石10個ほどを土媚内中央に集積して認めた。壁土1層は黒褐色土に火山灰土がまだら状に

若干と極少の炭化物が混入、 2層は褐色火山灰土に黒褐色土が若干混入する。共伴遺物はない。

37号(Bb702P)土壌(第7図 図版3)

不整円形で皿状の断面を呈し、底面はほぼ平坦で径15cm内外の川原石を数個認めた。埋

土l ・ 2層は36号土嬢と類似する。共伴遺物はない。

38号(Bb801P)土掠(第7図)

円形で壁北半は中端で奥に入り、南半はやや外傾し盟状に近い断面となる。底面はほぼ平

坦である。埋土のl層は黒褐色土に火山灰土、礫、炭化物が若干混入、 2層は暗褐色土に火山

灰土、礫を若干、 3層は褐色火山灰土に黒褐色土と小礫が若干混入する。遺物は共伴しない。

39号(Ca801P)土壌(第7図)

ほぼ円形で壁は外傾し皿状の断面を呈し、底面はほぼ平坦である。埋土1層は黒褐色土に

火山灰土や小礫を若干含み、 2層は汚れた褐色土である。共伴遺物はない。

40号(Ca701P)土塀(第7図)

ほぼ円形で壁は西縁下端で一部奥に映りこむが、他は外傾し皿状の断面を呈し、底面は平

坦である。壁土1層は黒褐色土に火山灰土若干と極少の炭化物を含む。 2層は火山灰土に黒褐

色土と小礫を含む。共伴遺物はない。

41号(Ca601P)土塀(第7図 図版3)

ほぼ楕円状で、壁はほぼ直に近く立ち、盟状又は浅いビーカー状の断面を呈し、底面は平坦

で中央に長径1韓m大の川原石数個を認めた。壁土1層は黒褐色土、 2層は褐色土で、色相・土

性は35号土嬢1 ・ 2にそれぞれ類似する。共伴遺物はない。

42号(Ca602P)土壌(第7図)

ほぼ円形で、壁はやや外傾ぎみであるが、盟状の断面に近い。底面にやや凹凸がある。壁土

1層は黒褐色土に若干の火山灰土と炭化物を含み、壁際の2層は褐色火山灰土である。共伴遺

物はない。

43号(Ca603P)土壌((第7図)

円形で、壁は下端で奥に映りこまれ浅い袋状の断面を呈する。壁土は記録なく不明であり、

共伴遺物はない。
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44号(Ca501P)土塀(第7図)

削平が著しく、現状は不整円形で浅皿状の断面を呈している。径13脚で長さ45伽の円筒状

の川原石を東縁に認めた。壁土は記録なく不明。共伴遺物はない。

45号(BbOllP)土塀(第7図)

楕円形、壁は外傾し皿状の断面を呈し、底面は平坦である。壁土l層は黒褐色土に全般に粒

状の火山灰土を含む。 2層は黒褐色土と火山灰土泥土の暗褐色土。 3層は黒褐色土を若干含む

火山灰土。共伴遺物はない。

46号(BbO12P)土塀(第8図)

不整形で、木板撹乱もあり人為的土頻でない可能性もある。逆台形に近い断面を呈する。壁

土1層は黒褐色土に粒状の火山灰土を全般に含み粘性に乏しい。 2層は暗褐色火山灰土である。

共伴遺物はない。

47号(BbO13P)土壌(第8図)

削平が著しく辛じて遺存する。不整円形で、底面は平坦で浅皿状の断面を呈する。埋土l層

は黒褐色土。 2層は暗褐色土で、 45号土嬢1 ・ 2層とそれぞれ類似する。共伴遺物はない。

48号(BbO14P)土壌(第8図 図版3)

不整楕円形で、南北壁は中端で奥に若干入り断面が袋状を呈し、東西断面は浅いビーカー状

となる。底面はほぼ平坦で、中央近くに径10cmへ20脚大の川原石が10数個集積する。壁土1層

は黒褐色土に粒状の火山灰土を含み、 2層は黒褐色土と火山灰土の泥土、 3層は暗褐色土であ

り、共伴遺物はない。

49号(BbO15P)土塀(第8図 図版3)

楕円形で、壁は外傾し皿状の断面を呈し、底面は平坦である。壁土1層は48号土頻1層に、

2層は45号土嫉2層に類似し、 3層は暗褐色土に若干の火山灰土を含む。共伴遺物はない。

50号(BbO16P)土壌(第8図)

不整円形で、壁は外傾し皿状の断面を呈し、底面は平坦である。壁土1 ・3層は45号土頻1・

3層にそれぞれ類似し、 2層は褐色火山灰土に暗褐色土がまだら状で全般に含む。共伴遺物は

ない。

51号(BbO17P)土塀(第8図 図版3)

不整楕円形で壁は北西側で中端が奥に入り、他はやや外傾する。盟状に近い断面を呈し、

底部は平坦で長径15cm大程の川原石10個近くを認めた。壁土の1層は暗褐色土で粒状の火山灰

土と極少の炭化物を含み、 2層は褐色土で径0.5脚へl脚程の火山灰土のブロックと黒褐色土を

まだら状に含む。 3層に褐色火山灰土に黒褐色土を含み4チ号土壌3層と類似する。共伴遺物は

ない。
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第I表 土墳計測値一覧

土 塀 名 
開城部 (c叩) 頻底部 (cm) 深 (ふ 

形 態 
分類 遺物 重複 図・図版 

平面 断面 

1号(AbOllP 00× 70 56×559 14 ほぼ円形 皿 状 Bla な し な し 3 1 

2号(AbO1 2P 112×115 94×1αま 26 円 形 盟 状 Bla 縄文l な し 3 1 

3号(AbO1 3P 79× 77 68× 71 13 不整円形 皿 状 Bla な し な し 3 

4号(AbO14P 110×101 94× 85 18 ほぼ円形 皿 状 Bla な し な し 3 1 

5号(AbO15P 107×101 91× 86 15 不離円形 皿 状 Bla な し な し 3 

6号(AbO16P 00× 74 52× 60 16 楕 円 形 ポール状 Bla な し な し 3 

7号(AbO17P 94× 96 82× 84 14 ほほ円形 皿 状 Bla な し な し 3 1 

8号(AbO18P 110×114 89×106 11 ほぼ円形 皿 状 Bla な し な し 3 

9号(AbO19P 146×122 121×101 27 不整円形 盟 状 Bla な し な し 3 

10号(AbO21P 91× 86 73× 70 18 円 形 皿 状 Bla な し な し 4 1 

11号(Ab501P 鎚× 82 75× 77 18 ほぼ円形 皿 状 Bla 縄文1 な し 4 1 

12号(Ab50 2P 80× 90 80× 81 18 不整円形 皿 状 Bla な し な し 4 1 

13号(Ab50 3P 94×1(X) 101×104 19 ほほ円形 浅い袋状 B2a な し な し 4 1 

14号(Ab50 4P 75× 79 66× 69 24 円 形 盟 状 Blb な し な し 4 1 

15号(Ab50 5P 79× 73 69× 72 24 円 形 盟 状 Bla な し な し 4 

16号(Ab50 6P 122×110 104×104 19 不整円形 皿 状 Bla な し な し 4 

17号(Ba501P 00× 73 66× 66 21 ほぼ円形 皿 状 Blb な し な し 4 2 

18号(BaOllP 90× 90 81× 72 21 ほぼ円形 浅い袋状 B2a な し な し 4 

19号(BaO21P 1(調XlO2 94×〔始 36 ほぼ円形 浅いビーカー状 Bla な し な し 5 

20号(BaO2 2P 94× 89 79× 66 18 椛 円 形 皿 状 Bla な し な し 5 

21号(Ba50 2P 108×109 91×100 16 円 形 皿 ;状 Bla な し な し 5 2 

22号(Bb50 2P 102×101 85× 90 2l 不離円形 皿 状 Bla な し な し 5 2 

23号(Bb501P 76× 85 59× 59 15 不整円形 皿 状 Bla な し な し 5 

24号(Bb50 3P 105× 95 90× 69 8 不整楕円形 皿 状 Bla な し な し 5 

25号(Bb50 4P 105× 96 92× 89 13 ほぼ円形 皿 状 Blb な し な し 5 2 

26号(Bb50 5P 104×101 85× 85 3 不整円形 皿 状 Blb な し な し 5 2 

27号(Bb50 6P 78× 81 86× 96 17 ほぼ円形 浅い袋状 B2a な し な し 5 2 

28号(Bb50 7P 105×101 100× 90 15 不整円形 皿 状 BIc な し な し 6 2 

29号(Bb60 5P 108× 85 81× 66 13 不整桁円形 盟 状 Bla な し な し 6 

30号(Bb60 6P 70× 92 59× 81 5 楕 円 形 皿 状 Bla な し な し 6 

31号(Bb60 7P 74× 76 57× 63 12 ほぼ円形 盟 状 Bla な し な し 6 

32号(Bb60 8P 77× 85 75× 81 22 隅丸方形 盟 状 Bla な し な し 6 

33号(Bb60 9P 74× 74 60× 61 13 円 形 整 う扶 Bla な し な し 6 2 

34号(Bb6011P 90× 88 73× 77 22 不離円形 皿 扶 Bla な し な し 6 

35号(Bb6012P 103× 99 93× 94 23 円 形 盟 状 BIc な し な し 6 2 

36号(Bb701P 86× 81 70× 71 2l 不整円形 皿 状 Blb な し な し 6 

37号(Bb70 2P 65× 70 57× 56 6 不離円形 皿 状 Blb な し な し 7 3 

38号(Bb801P 94× 92 93× 96 19 円 形 盟 状 Bla な し な し 7 

39号(Ca801P 65× 70 49× 55 10 ほI罫臨円形 盟 状 Bla な し な し 7 

40号(Ca7OIP 83× 76 71× 54 17 ほぼ円形 浅い袋状 Bla な し な し 7 

41号(Ca601P 87×100 81× 91 24 円 形 浅い皿状 Blb な し な し 7 3 

42号(Ca60 2P 紘× 79 90× 76 2l 不整円形 皿 状 Bla な し な し 7 

43号(Ca60 3P 75× 78 79× 82 20 円 形 逆 台 状 B2a な し な し 7 

44号(Ca501P 68× 79 57× 58 7 不整円形 浅い皿挟 BIc な し な し 7 

45号(BbO11P 94× 71 80× 60 21 揮 円 形 袋 状 Bla な し な し 7 

46号(BbO12P 114×131 102×121 33 不整円形 皿 状 Bla な し な し 8 

47号(BbO13P 80× 85 77× 76 7 不離楕円形 皿 :扶 Bla な し な し 8 

48号(BbO14P 72× 91 72× 93 43 不整楕円形 盟∴∴∴状 B2b な し な し 8 3 

49号(BbO15P 82× 63 72× 50 13 椛 円形形 盟 状 Bla な し な し 8 3 

50号(BbO16P 143×114 119× 96 19 不整円形 浅い皿状 Bla な し な し 8 

51号(BbO17P 90× 76 84× 74 24 不整鴇円形 盟 状 Blb な し な し 8 3 

52号(CaO11P 112×104 99×104 34 不整円形 聖 歌 Bla な し な し 8 3 

53号(CaO12P 89× 91 68× 75 8 不整円形 浅い皿状 Bla な し な し 8 

54号(CbO11P 134× 99 109× 68 51 隅丸方形 逆 台 状 C な し な し 8 3 
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l号

音園
A霧該B

2

2号

1 75YR%暗褐色土
2 7.5YR%褐色土

3 7.5YR%凪褐色土

A 4 7.5YR%褐色土

覆義務
3号

A

ゝ

1 7・5YR%暗褐色土
2 7.5YR%褐色土

1 7.5YR% 暗褐色土
2 7.5YR%∴照褐色土

1 7・5YR%熱褐色土
2 7・5YR%暗褐色土
3 7.5YRウイ 褐色土

A瘍霧該B

A N5計器盤…

一121 -

興褐色土 でB

褐色土



第 Ⅴ 地 区

1 7.5YR% 基褐色土
2 7.5YR%褐色土

A蕊表蕊B _

N6+

N5

讐団

1 7.5YR%黒褐色土

2 7.5YR●%褐色土

A 3 7・5YR%褐色土

※悪態B

劾B
1 7.5YR94 黒褐色土
2 7.5YR●%褐色土

EWO

圏‖
蜜

1 7.5YR94摸褐色土

2 7.5YR擁褐色土

3 75YR%褐色土

A 15号

1 7.5YR%黒褐色土
2 7.5YR% 褐色土

A瀦B
3 1 7・5YR%黒褐色土

2 7・5YR寮褐色土
3 7・5YR%褐色土

A 16号

E7

碑B
1 7.5YR%黒褐色土
2 7.5YRシさ褐色土

3 7.5YR%褐色土

第4図 土塀実測図
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十N7
EWO

W6
-

1 7.5YR%∴輿褐色土

A 2 7.5YR擁i褐色土

鰐B



区地Ⅴ第

19号

W18

1 7.5YR%黒褐色土
- 2 7.5YR% 褐色土 _

A陽B
2

圏
2 7.5YR労 褐色土

2 2

1m

1 7.5YR%黒褐色土 B

丁A

1 7.5YR%思褐色土

A残務B
24号

1 7.5YR% 撫褐色土
2 7.5YR% 褐色土

A鰯B2
第5図 土塙実測図
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E3

1 7.5YR% 褐色土

A繍B
I G 1

27号

./.○ ○-ヽ-_
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Ell

A該瘍豪該B
1 7.5YR薙∴熟褐色土

2 7.5YR% 褐色土

30号

‾●‾●、・\

\_ B

+S16
-

E12

A覆滅B
1 7.5YR%∴鼎褐色土

2 7.5YRウイ 褐色土

A蕩蕩該B
1 7.5YR∴熱褐色土

2 7.5YR 褐色土

S宣韓
1 7.5YR%∴燥褐色土

2 7.5YR% 褐色土

‾二二二霧

第6国 土塙実測図
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1 7・5YR%∴螺褐色土
2 7・5YR% 褐色土

紹
1 7.5YR%∴黒褐色土

2 7.5YR% 褐色土
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1 7.5YR%果褐色土

2 7.5YR%暗褐色土

3 7.5YR%褐色土

A毅B
39号

E33

十s22

圃
1 7.5YR%黒褐色土

2 7.5YR労 褐色土

A努該

1 7.5YR% 期褐色土
2 7.5YRウイ 褐色土

二・一重秀該ニ

鼎褐色土1 7.5YR%

2 7.5YR%褐色土

物B
42号 E18

十s23

44号

S藩
閥湯麺

45号

同国
A蕩該B綴B
第7図 土塀実測図
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W6
46号

S彊

部
叶lS

/
「

な1 7i5YRラ4興褐色土
2 10YR%暗褐色土

A劾B A
Y

47号

l
-
-
-
●
I
.
-

1 7.5YR%黒褐色土

2 7.5YR% 暗褐色土

繊B
48号

W7

S16十

G 1 7.5YR葬熟褐色土

2 7.5YR% 暗褐色土
3 10YR%暗褐色土

49号

7.5YR葬熱褐色土

7.5YR% 暗褐色土

10YR%暗褐色土

璽B

A蕩琢B
1 7.5YR%黒褐色土

50号告言鵠龍三

1 7.5YR%暗褐色土

‾2 7.5YRウイ褐色土‾

lm

第8図 土塙実測図
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52号

1 7.5YR葬 黒褐色土
2 7.5YR%褐色土・製色土

3 10YR%褐色土w6

〆、- 十S20

53号

1 7.5YR%県褐色土

2 7.5YR%暗褐色土

A覆B
l lOYR%黒褐色土
2 7.5Y尺%穀褐色土

3 7.5YR%褐色土

4 7.5YR% にぷい褐色土
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第 Ⅴ 地 区

52号(CaOllP)土塀(第8図 図版3)

不整円形で、壁は直に立ち底面に若干凹凸をみるが、ほぼ斑状又は浅いビーカー状の断面を

呈する。壁土1層褐色土は46号土塊の1層と、 2層の褐色土は45号土頻の3層と、 3層の褐色

土は46号土嬢の2層とそれぞれ類似する。遺物は共伴しない。

53号(CaO12P)土碩(第8図)

不整円形で、浅皿状の断面を呈する。埋土1層は黒褐色土に火山灰土が粒状で全般に混り、

極少の炭化物を含む。 2層は暗褐色土で黒褐色土と火山灰土の泥土で極少の炭化物を含み、そ

れぞれ45号土頻の1 ・ 2層に類似する。共伴遺物はない。

54号(CbOllP)土壌(第8図 図版3)

長方形を呈し、壁は底部から上にやや外傾し中端から上で更に外に開き、逆台形に近い断面

を呈する。平坦な底面のほぼ中央に径2細nX27伽、深さ2l伽の小穴をもつ。壁土1層は黒褐色

土で極少の炭化物を含む。 2層も黒褐色土で炭化物はなく、 3層は黒褐色土と火山灰土の泥土、

4層は褐色火山灰土に黒褐色土が渡る。いずれも自然堆積土と推察される。共伴遺物はない。

II ま と め

本調査区で検出された遺構は全て土頻であり、遺構間の重複もみられない。以下、検出土嬢

についてのまとめをする。

〔分 類〕平面、断面の形態および規模等を基準に分類を試みた。基本的には二大別にな

る。分類記号は関連上IⅤ区と同記号を用いた。 (IⅤ区のA類に該当する土塀は本調査区にはない)

B類 円形の平面を基本とし、径約70cmへ150on内で深さ約10cmへ30on内外の規模を測る土嬢

で、断面形態で1 ・ 2に細分される。

1断面が皿状または盟状等を呈するものを一括、 2 浅い袋状を呈するもの、

更に土横車に川原石の包含の有無でa ・ b ・ tに分けられる。

a 川原石のないもの b 径20cm内外以下のもの複数をもつ C 長径40cm内外の扁

平または円筒状のもの1個のみのもの

以上を整理すると、 Bla類・ Blb類・ BIc類・ B2a類・ B2b類・ B2c類となる。

C類 方形を基本とする平面形、断面ビーカー状で底面中央に円形の小穴をもつ。

分類別に土媚数をまとめると、 Bla類が37基で大半をしめ、 Blb類は14号・17号・25号・26号・

36号・ 37号・41号・51号土頻の8基、 BIc類は28号・35号・44号土媚の3基、 B2a類が13号・ 18

号・27号・43号土旗の4基、 B2b類は48号土媚の1基、 B2c類の該当はない。 C類は54号土壌1

基のみである。

形態的には、 Bl類が48基、 B2類5基、 C類l基となる。 Bla類と同類土頻は第II区では「円
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第 Ⅴ 地 区

形土嬢」と仮称し、第IⅤ区ではB類としたものであり、 C類と同類土卿ま第IV区でもC類とし

4基検出されている。

〔分布状況〕台地北縁に沿った平坦地に位置し、西に隣接して第IⅤ区がある。前述したよ

うに土壊以外の遺構は認められず、土横間の重複もない。

単独で所在するC類の54号土嬢は別に、土頻のあり方は明確な規則性は見出せないが、全体

的にみると台地北縁に沿うように東西方向への広がりをもち、幾っかの小群が想定される。

すなわち、西側に位置する1号一14号上境の一群であり、半円状の配列の様相をもつ。 45号

へ53号土嬢の一群は長楕円もしくは二列縦列の様相をもつ。また、 23号̃26号土塀を結ぶ以東

37号一43号土頻を結ぶまでに多くの土嬢をみるが、これを一群とすることが妥当であるのか、

幾つかに分れるのか明確でない。

なお、分類別にみても規則性の有無は明確でない。ただ、 Blb類・ BIc類・ B2b類の各土塀の

中で26号-25号・28号一44号・ 35号喜41号・ 36号-38号・ 48号鵜51号土横がいずれも約4 mの

距離をおき対になる。方向は一定しない。

一方、 19号一20号・ 15号̃17号・ 38号へ39号土嬢のように群から離れて所在するグループが

あり、土横間が4m内外であるのも前述と対比して興味ある。すなわち、 2基もしくは3基の

小単位を基本とし、その集合による群構成になること・も考えられる。

〔性格 機能〕 B類・C類土頻についても性格、機能とも不明である。 B類土媚は他種遺

構と重複しない位置に群をなして所在することと、土横内に川原石を有するものが知見できる

こと等から、配列の規則性の有無も含め、性格、機能を解く鍵であり今後の課題である。

また、 B類土頻は平面形と規模からみると同じ仲間である要素をもつが、断面形の皿状と袋

状とによっで性格や機能上の差異をもつか否か、分布的には一括できる群に入り、Blb類に対し

1基ではあるがB2b類が認められ、江釣子村鳩岡崎遺跡C区で検出された36基のBl類・ B2類

に類似する土媚中にもB2b類と同様の土媚が存在することから、 B類に包括される土旗は性

格、機能上に大差はないものと解したい。

〔年 代〕 B類土壊中で遺物を共伴したのは、 2号土媚の壁土と11号土頻の意図的設置の

可能性のある土器で後者は年代決定の資料たり得るとしたとき、縄文中期大木8a式に推察で

き、土頻年代も同期に比定できる。

更に、第II区円形土蠣1号の壁土から縄文土器片2点が出土したこと、前述の鳩岡崎遺跡で

は、多くは口径70cmへ80側内外のほぼ円形の平面をもち、深さ20cm内外で浅皿状、洗面器状、

フラスコ状の断面形をもつ土塀36基が、調査区北側崖線下のC区で他種遺構と重複しない状

況で群をなして検出された。 36基中の17基で縄文土器が共伴し、 16基では破片であるが、

CB53pl土頻では縄文中期大木7a式深鉢土器が埋設してあった可能性がある。
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一方、紫波町上平沢新田遺跡は平安時代の集落を中心にする遺跡であるが、遺物は縄文時代

(明確なのは後期初頭)、弥生時代のものも採集でき、縄文時代に比定される溝状土嬢も検出さ

れている。ここの1号へ4号土頻は隣接し合い、うち1号土嬢はB2a類・2号・4号土嬢はBla

類・ 3号土卿まBlb類に各々類似し、 1号・ 3号土媚には縄文土器の破片を共伴している。

以上の類例の土塀が形態・規模・のあり方等から、本調査区のB類に包括される土嬢と

類似遺構と解するならばその共伴遺物が縄文土器に共通することから、この類の土嬢は縄文

時代に、更に、本調査区では縄文時代中期に比定できる可能性がある。

しかし、この類の土卿ま遺物の出土例が極めて少なく、そのことが性格、機能を解く一面かも

知れないが、年代比定上からは遺物出土の類例を始め、多角的な検討が必要であり、ここでは

知見した範囲での可能性を述べ即断は壁けたい。

C類土嬢は1基のみ単独で検出され、第IⅤ区検出のC類土頻のあり方と合せ推察するに、 B

類土嬢との直接的関連はないものと思う。遺物の共伴はなく年代決定は困難であるが、第Ⅳ区

では重複関係から平安時代の竪穴住居跡よりも古く、縄文時代に見る円形で底面に小穴をもつ

土嬢の変形かとも見られ、近隣遺構・遺物も縄文時代中期、歴史時代のものに限られ、前述の

理由等から一応縄文時代に比定されるものかと考える。

謹(l)鳩岡崎遺跡 和賀郡江釣子村所在 東北縦貫自動車道関連遺跡として昭和48年8月から昭和50年6月

まで岩手県教育委員会文化課で調査、昭和56年度報告書刊行予定。

(2)鳩岡崎遺跡関連の本文記述は、昭和48年の調査に参加した報告者の現場での知見と、語録等によった。

(3)本書第II区の項 第l号土塀

(4)上平沢新田遺跡「東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告割-ⅡI一 岩手県教育委員会 日本道

路公団

1 2 3 4 5子7 8 9 1011 121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253平

均

(土 塀)

第iO図 B類土塀計測グラフ
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第III. VI地区

I 検出された遺構と遺物

皿、 VI地区は、当遺跡の南東部にあたる地域で東側には南北に走る堀跡をはさんで岩崎城

跡が存在する。第Ⅲ地区は昭和49年、第VI地区は昭和50年の調査地域である。

第Ⅲ、 VI地区で発見された遺構は、竪穴住居跡1棟、竪穴状遺構1基、土頻2基、溝状土塀

2基、焼土遺構1基、海7本、堀1本である。 (第1図)遺物には、縄文土器、土師器、須恵器、

陶磁器、鉛玉、鉄玉、石器等がある。ここでは、これらの発見された遺構とその出土遺物につ

いて横路を述べていく。

1 竪穴住居跡と出土遺物

竪穴住居跡(Fd49) (第2図)

〔遺構の確認〕調査区のほぼ中央部南側、堀の北約10mの地山面で確認されたものである。

〔平面形、規模〕平面形は、西壁北寄りに少し張り出し(入江状)が認められるが、ほぼ

方形のプランをもつものといってよい。規模は長軸(東西)約3m、短軸(南北)約2.9mであ

る。床面積は約8.7鷹である。

〔堆積土〕 少量の焼土や炭化物の含まれている腐植土まじりの暗褐色シルト1層のみで住

居全体を覆っている。

〔壁〕 地山をそのまま壁としているもので最も残存状況の良い西壁で約22調であり、他

はそれに比べて少し低い。壁の立ち上りはやや外傾しているが鋭い立ち上りを示している。

〔床面〕 地山をそのまま床としているもので固くしまっており、平坦である。住居のほ

ぼ中央と南壁中央部壁際には炭化物を含む焼土の広がりが認められた。

〔カマド〕 東壁北隅にとりつけられており、燃焼部と煙道部よりなる。天井部は既になく

両側壁がわずかに残存していたものである。燃焼部は奥行約80調、幅約40調で底面は、やや皿

状にくぼみ熱を受けて赤変している。底面より土師器の杯、饗の口綾部及び須恵器の杯の底部

等が出土している。両側壁はシルトで構築されていたものであるが、かろうじてその存在がわ

かる程度である。両側壁を構築した際に使用されたとみられる人頭大の川原石3個が焚口部に

存在した。煙道へは、奥壁際より約10億の段差をもって上っている。煙道部に」上部がほとん

ど削平され、わずかに底面部分が存在した。その規模は、長さ的70億、幅40調と比較的短い。

なお煙出部にピットはみられない。煙道の構築に使用したとみられる人頭大の川原石3個が煙

道の周辺に存在した。長軸方向は、 N-E-110Oである。
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第Ⅲ ・ VI地区

∴臆∴二。。. ∴

屑 土色 備 考 
1 暗褐色 腐植土混じりのシルト。炭化物と焼土が少し混入している。 
2 橙 嶋 焼土で、ガリガI)に焼けている。 

3 茶褐色 炭化物、焼土が小ブロック状に混じる。 
4 暗茶褐色 焼土、炭化物が微量混じる。 
5 黒 色 炭化物、焼土が微量まじろ。やねらかい。 

第2図 竪穴住居跡
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第Ⅲ ・ V重地区

ー→・二 ≡≡≡∃二亥

第3図 住居跡出土遺物
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第Ⅲ ・ VI地区

〔柱穴〕 認められない。

〔貯蔵穴状ピット等〕南東隅の南壁に接するような形で径50×50脚、深さ約30調の平面

形がほぼ円形に近い揺り鉢状のピットが検出された。又、そのすぐ西の焼土下より長径約80側

短径4露血、深さ約15側の深皿状を呈する円形状のピットが検出され、その堆積土の中より土師

器の坤1個体と底部より土師器の破片が出土している。いずれも堆積土には炭化物と焼土が微

量混じっている。

〔年代決定資料〕住居跡の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、カマド内や床

面、及び南壁際のピット等から出土した土師器、須恵器等がある。

出土遺物

土師器 復元可能なものや破片を含めて実測したものは杯7点、蛮3点である。いずれも製

作に際してロクロを使用しているものである。

杯(第3図1へ7) いずれも、内管気味に休部から口縁部まで外傾する器形で口縁部で

やや外反するものである。 (1)は、内面がヘラミガキされ黒色処理が施されている。他は底部切

り離し技法が、いずれも回転糸切り技法により切り離されており、再調整はみられない。内黒

処理等も認められないものである。

壷(第3図8へ10)主として口縁部だけの破片であるので正確な器形は不明である?最大径

が口縁部にあり、口径より器高の大きい長胴のものと推定されるものである。 (8、 9)は、口

綾部が短く強く外反し、口唇部が強く上方へ挽き出されているもので器面調整としては(9)は、

休部外面にケズリが施されている。 0部ま、口綾部が短くゆるく外反し、口唇部は単純に丸めて

あるものである。

須恵器

l不(第3図11) 下半部の破片なため器形は不明である。底部の切り離し技法は回転糸切り

無調整である。

麓(第3図12) 球胴に近い器形と推定される蛮(あるいは壷)の休部破片である。体部外

表i 住居跡出土遺物観察表

番 号 

出土屑位 穣 別 
調 節 

底 面 捲∴商 口 径 体 径 暖 径 
外 面 内∴∴∴∴面 

1 ガマド内 土 面詰(埠) ロタロ ヘラミカ’キ・内爪処理 回転糸切I) 4.8 13.7 5.6 

2 両親!pit 土 巾諾(埠) ロタロ ロタロ 回転糸切I) 5.4 14.9 5.8 

3 ル ル 土師器(埠) ロタロ ロタロ 転糸切り 4.7 13.5 5.4 

4 II Il 土師諾(埠) ロタロ ロ タロ 怯糸切り 4.8 15.3 (5.8) 

5 II II 土 面詰(埠) ロタロ ロタロ (3.9) (14.4) 

6 II II 土 両港(lの ロタロ ロタロ 回伝糸切り (2.2) 5.0 

7 懐 道 内 土 両港(埠) ロタロ ロタロ 田鹿糸切り (l.2) 6.1 

8 ガマド内 土 両落(猿) ロクロ ケズり ロタロ (13.8) (25.4) 

9 床 面 土 面詰(凌) ロタロ ロ タロ (4.4) (23.3) 

10 床 面 ユニ 両港(袈) ロタロ ロタロ (7.8) (16.6) 

11 カマド内 須 悪謀(埠) ロタロ ロタロ 回転糸切I) (2.2) 6.1 

12 床 面 須想漣(環) ロタロ ロタロ (13.4) (26.8) 

重3 埋 土 土師蒋(杯) ロタロ ロタロ 回転糸切I) (6.1) (15.2) 

14 埋 土 土師詣(残) ロタロ ロ タロ (4.9) (12.0) 
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第Ⅲ ・ VI地区

面にタタキメ痕が認められる。

堆積土出土遺物

表2の如く堆積土からは土師器杯、饗等の破片

が少し出土している。その中で実測したものは、

2 杯、嚢の破片各1点である。岳

第4図 堆積土出土遺物

ているものである。

S二光
土師器 いずれも製作に際してロクロを使用し

杯(第4図1)休部から口綾部にかけて外傾気味のもので底部の切り離し技法は、回転

糸切り無調整のものである。

塞(第4図2)破片なため正確な器形は不明であるが、口綾部が短く、少し外反し口唇部

がわずかに上方に挽き上げられている比較的小型の長胴と推定されるものである。

表2 破片集計表

器 和己 I未 面 カマド内 埋 二上 ピット他 

土子 

体 土師器 4 l 

I重 II l 3 1 

褒 
ロ lI 

1 l 

底 II 
1 

fネ 

ロ 多頁恵器 1 

底 

2 竪穴状遺構(Fe50) (第5図)

〔遺構の確認〕 調査区の南陽、第2号溝の東約2.5mの地山面で確認したものである。

〔平面形、規模〕 平面形は、南北に長い長方形状を呈している。規模は、長軸(南北)約

6,6m、短軸(東西)約4.5mである。但し、北端より南に約4.5mまでは壁高が約40-30anあり、

それより南側は約5cmと浅くなっている。従って深い部分だけでみるとその規模は4.5×4.5m

の方形といえる。

〔堆積土〕 5層に大別される。 1層は、暗褐色のシルトでほぼ中央附近に皿状に堆積し床

面までは達していない。 2層は黒褐色のシルトで南側の浅い部分から北側の深い部分にかけて

堆積し南半では床面に達し北半では床面に達していない。 3層は黒褐色の腐植質土で北半の深

い部分の床面にのみ堆積している。 4.5層は明褐色のシルトで北半の壁沿いに堆積している。

〔壁〕 地山をそのまま壁としており、前述したように北半では約40へ30調と壁高が高く、

立ち上りも比較的急であるのに対して南半は約5調と緩やかな立ち上りである。

〔床〕 床面は地山をそのまま床とし固くしまっており比較的平坦である。

〔カマド・その他の施設〕 床面、その他に焼土・pit.カマド・柱穴は認められない。

〔出土遺物〕堆積土の第3層より土師器の杯、須恵器の杯、饗の破片が少量出土している。

いずれも破片であるが実測したものは土師器杯2点、須恵器杯1点、饗1点である。いずれも

製作に際してロクロを使用しているものである。
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第Ⅲ ・ VI地区

層 土 色 土∴性 偵∴∴∴∴考 

1 暗褐色 シルト 固くしまり、炭化物を徹鼠に含む 

2 褐色 シルト 螺化物、小懐、水根等を令も 

3 褐色 賜舶慣 土師藷、独忠捲出土 

4 褐色 シルト 縫灰善隣の′上磯を多く含む倹化物微賎 

5 褐色 シルト 使化物を含まない。 

二二一] l

\二王こそ

≡‾≡‾ 「‾7

0 5 10cの

』 i l l ‖ l i l I

第6図 竪穴状遺構堆積土出土遺物

第5図 竪穴状遺構

土師器

杯(第6図1、 2) 休部から内管気味に外傾する器形

で口綾部でわずかに外反するものと推定される。 (2)の底部

切り離し技法は回転糸切り無調整である。

須恵器

杯(第6図3) 休部から外傾気味に立ち上り口唇部が

わずかに外反するものと推定される。

壷(第6図4) 口綾部が外反し、口唇部分がわずかに

引き出されている口綾部の破片である。

〔その他〕 調査区の西側地域、 l号溝の西約6m、堀

状遺構との問の地山で楕円状の落ち込み(長径約5.5mX短

径約4m)が検出されている。 (第1図)北壁は竪穴状に鋭く立ち上っているが他の壁面は綾か

であり、深皿状を呈している。西側が浅く軽い段がつき形態的には当竪穴状遺構と類似してい

るともいえる。しかし出土遺物、床面における諸施設等も認められず、性格的には不明である。
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第Ⅲ ・ VI地区

3 焼土遺構(Fe49) (第7図)

A
i
匡
i

年
「

I
甲

泌
洲
渕
測
測
悶 望

1屑暗褐色土 焼土、炭化物が混じる。

・\へ._. /ン/●、--′

%%

」i I I I l「

第7図 焼土遺構

第8図 焼土遺構出土遺物

〔遺構の確認〕 調査区の西側、第1号住居跡

の南東約6m、第4号土媚との中間にあたる地点

の地山で確認したものである。

〔平面形・断面形〕 平面形は大小二つのほぼ

円形のpitが東西に並び「8」の字状である。断

面形はいずれも皿状で、大きい方に比べ小さい方

は約l韓皿の段差があり高くなっている。

〔堆積土〕 焼土、炭化物の混じった暗褐色の

シルト一層である。底面近くには焼土が多い。

〔規 模〕 西側の円形pitは径70脚×60脚、

深さ約10cm、東側pitは、径約40amX約30cm、深

さ約5c血である。全体の長径は約12耗皿である。

〔壁面・底面〕 いずれも熱を受けてわずかに赤変し

ている。底面はかなり凹凸がある。

〔年代決定資料〕 この遺構の年代を決定する資料と

しては、東側pitの壁面より出土した土師器がある。実

測はその杯l点のみである。

土師器

杯(第8図1) 製作に際しロクロを使用しているもので休部から口縁部にかけて内聾気

味に外傾し、口綾部が外反するものである。底部は回転糸切り技法により切り離され、内外面

ともに無調整である。なお、内面のほぼ全体にカーボンが付着している。

〔性格等〕 この遺構は、二つの小ピットが独立した遺構ともみれるが、本来は、達磨状の

平面形を有していたものが上部を削平され底部が残存したものとも推定される。底面に火を受

けた痕跡のあること、堆積土中に炭化物、焼土等が含まれていること等から、一定期間火を使

用した跡と考えられる。又、壁面より出土した不が少ないながら一応構築した時期を推定する

資料にはなるだろう。しかし、明確には時期、性格とも不明といわざるを得ない。類似の遺構

としては、規模の大小の違いはあるが柳田館、栗田II遺跡の焼土遺構がある。

註(l)柳田遺跡 岩手県文化財調査報告書第53集、東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅳ 昭55・ 3

岩手県教育委員会・日本道路公団

(2〉 栗田I.II遺跡 第1回現地説明会資料 昭55. 6 岩手県教育委員会
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第Ⅲ ・ VI地区

4 土 壌

第1号溝状土壌(Fc50) (第9図)

〔遺構の確認〕調査区の南、 2号溝の北約5mの地山面で確認したものであるo

〔平面形〕 開口部及び底部の平面形ともに東西に長い溝状を呈している。

〔断面形〕長軸断面の両壁は底部においてそれぞれわずかに映り込みがみられるが、ほぼ

層 土 色 土 性 備 考 

l 暗褐色 シルト 炭化物微量、パミスが混じる、木板 
2 暗禍色 シルト 木板の他混入物なし 
2’ 黄褐色 シルト 腐植土少し混じる 
3 黒 色 腐植質 
4 明褐色 シルト 黒褐色のシルトが少し混じる 
5 黄褐色 シルト パミスが少し混じる 
6 黒褐色 シルト 暗褐色のシルトが少し混じる 
7 黄褐色 シルト パミスが少し混じる 
8 黄褐色 シルト 下方に多量のパミス混じるようになる 
9 黄橙色 ノヾミス 喋が混じる 

層 土 色 土 性 備 考 

l 暗褐色 シルト 腐植土や、パミス混じる 

2 黒褐色 シルト 1屑より汚れが強い 
3 褐 色 シルト 

4 明黄褐色 シルト 

5 黄褐色 シルト 

6 黄褐色 シルト 

7 明黄褐色 シルト ー 

第9図 第i・2号溝状土塀I I I I l !
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真直に開口部へ向う。短軸断面は、底部より多少屈折しながら開口部に向い、開口部近くでわ

ずかに開く。いずれも柱状に近い形態を呈している。

〔規 模〕 開口部は長軸約3.2m、短軸約0.4m、底部長軸約3.2m、短軸約0.1m、深さ0.

95mである。

〔堆積土〕 8層に認められた。いずれも自然崩落や上部からの流入による自然堆積の様相

を呈している。

〔年代決定資料〕 なし

〔性格等〕 陥し穴の機能をもつ陥し穴状遺構といわれているものと類似のものであろう。

第2号溝状土壌(Ed53) (第9図)

〔遺構の確認〕 調査区の北側、第1号溝の西約15m地点の地山面で確認したものである。

〔平面形〕 開口部及び底部の平面形は東西に長い幅広の溝状を呈している。

〔断面形〕 長軸断面形は、両壁は開口部に向ってほぼ垂直に向う柱状を呈しており、短軸

断面形は上部がやや開き気味の日宇状を呈している。

〔規 模〕開口部は長軸約2m、短軸約0.75m、底部長軸約1.75m、短軸約0.4m、深さ約

1mである。

〔堆積土〕 7層認められたが6層に大別される。いずれも両壁の崩落や上部からの流入に

よる自然堆積の様相を呈している。

〔年代決定資料〕 なし

〔性格等〕 陥し穴の機能をもつ陥し穴状遺構といわれているものと類似のものであろう。

註(l)湯沢追跡 岩手県埋蔵文化財センター調査報告書第2集昭和53年 岩手県埋蔵文化センタ一

大緩遺跡 岩手県文化財調査報告書第31集 東北自動車道関係埋蔵文化財調査報告書I 昭和54年

岩手県教育委員会、日本道路公団

(2)同上

第3号土碩(Fc49) (第10図)

〔遺構の確認〕 調査区の南、 1号溝の

約9m南東、 2号溝との間の地山面で確認

したものである。

〔平面形・断面形〕 平面形は円形であ

る。又、断面形は、開口部近くで少し広く

なっているがほぼ円筒形といってよいもの

計0 吾WO
a

」然
しl t l i I 第IO図 第3土塀

であろう。

〔規 模〕 開口部は直径約1.2m、底径約0.6m、深さ1.35mである。

〔堆積土〕 10層認められたが6層に大別することができる。 1層は黒褐色の腐植質土、 2
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第III . VI地区

層は、黒褐色土混じりの明黄褐土シルト、 3層は、黄褐色シルト、 4層は腐植質土と明褐色シ

)レトの混じったシルト、 5層は褐色シルト、 6層は黒色の腐植土である。

〔出土遺物〕 なし

表3.第3号土墳堆積土

大別 層 土 色 」二 ・性 備 考 

I l 与 謝 色 燭 f直 質 雄二上微量、草木根を含む 

II 

2 

I 【 

補 色 シ ル ト l楢の黒拭I色、確守直士が混じる 
3 費補色 シ/レ ト ほとんど予見じらない 

I萱l 

4 王 制 色 シ ル ト 他山のシルト と類似、小石、鱒植土混じる 
5 はて朴も色 シ ル ト 他山のシルト と類似、汚れが少い、しまりがおるい 
6 吊で補色 シ ル ト 他山のシルト と類似、5層よI)、よりや才)ちかい 

Ⅳ 7 昌l串的色 シ/レ ト 鵬相日二が多く混じる 

Ⅴ 
8 浮 異 色 シ ル ト 他山のシルト と類似 
9 】賞 色 シ ル ト 他山のシルト と類似 

VI 10 黒 色 シ ル′ ト 腐植質、グライ化している 

第4号土壌(Fe49) (第11図)

〔遺構の確認〕 調査区の西側、 Ee49焼

土遺構の南約4m、第1号溝との間の地山

面で確認したものである。

〔平面形・断面形〕 平面形の開口部は

幅の広い楕円状であるが底面形は中央部が

少しくびれてグ)レマ状を呈している。断面

形は立ち上りの比較的綬かな深皿状であ

る。

〔規 模〕 長径約2.7m、短径約1.6m

炭化物なし

第=図 第4土塀

」 = 上」

〔堆積土〕 2層認められた。 1層は暗褐色のシルトで底面を除くほぼ全体に堆積し、 2層

は褐色のシルトで底面にわずかに堆積している。

〔出土遺物〕 なし

5 溝

第1号溝(第1図、第12、 13図)

〔遺構の確認〕 この溝の一部分は前年度調査(第ⅡI地区)していたものであり、ひきつづ

き調査した結果第VI調査区のほぼ中央附近の地山で確認したものである。

〔重複等〕 南端近くでは第3号溝によって東西に切られ、北端の縁辺近くでは、第2号溝

の支溝によってほぼ南北に切られている。

〔形状・方向〕 溝の断面形は、南端部分では幅広のU字状、或いは逆台形状を呈し底面も

ほぼ平坦である。北側に移行するにつれ、断面形は床面が映れてⅤ字に近い形状を呈しており
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第1Ⅱ ・ V量地区

特に、東より支溝が合流している地点附近がその傾向が強い。更に北端近くは映れが激しくな

り断面形はロート状になっている。溝は、調査区の中央附近を南西より北東に走っており堀跡

へと流れ出している。又、南側約10m及び約34m地点にはそれぞれ東より西流して小支溝が合

流している。又、約20m地点では第3号溝が、北端では第2号溝の支溝がl号溝を切っている。

〔規 模〕 残存長は約64mで前年度調査分もあわせると総延長約83mの溝である。上幅は

約50へ80cm、底面幅約10へ50cm、深さは約50へ70cmで北側ほど深くなっている。なお西流して

合流する小支溝1、 2は断面形がU字状及び逆台形状で、残存長は約15m、 18m、幅約30cm、

20cm、深さは約25cm及び10cm前後である。

〔堆積土〕 場所によって違いが認められ、 7層にも細別されたところもあるが全体として

はおよそ2層へ3層に大別することができる。即ち南側部分においては、暗褐色土、黄褐色粘

土暗褐色土に大別され、北に移行するにつれ黄褐色の粘土が認められず黒褐色土と黄褐色の粘

土混じりの暗褐色土の2層のみになる。

〔出土遺物〕 堆積土及び底面より土師器片8、須恵器片27、陶器片1、縄文土器片8と、

古銭2枚、鉛玉5個、鉄製品等が出土している。

土師器 いずれも製作に際してロクロを使用しているものとみられる杯、饗の破片であるが

実測できるものはない。

須恵器(第14図1へ5) 外面に平行叩き白文、内面に当て具痕の認められるものや、内外

面ともにナデだけのもの等大部分は饗の破片である。(1)は推定口径38.3cmの大窪の破片である。

(2)は底部切り離し技法が回転糸切り無調整の杯の底部(推定5.4cm)である。

陶器(第14図6) 低い高台(推定底径51,1cm)の碗形のものの底部と推定されるもので内

面と外面の底部近くに灰オリーブ色の柚のかかっているものである。

縄文土器(第14図7へ11) 弧状沈線の認められるものや縄文だけの施文している饗の体部

破片である。

鉛玉 長径1.13cmへ1.28cm、短径1.05cmへl.16cmのほぼ球に近いもので表面に白色の「サビ」

が付着している。重量は4.9gへ7.7gである(第4表)。

古銭 「宣徳通宝」と「永」と読める破片である。 「永楽通宝」の破片と推定される。

鉄製品(第15図1へ4)鋳化が進んでおり明確ではないが、いずれも鉄釘と推定されるも

ので頭部の存在するものはし字状に曲っている。現存長は(3.Ocm、 3.3cm、 5.4cm、 3・5cm)

である。なお、断面は方形を呈しているものが多い。

第2号溝(Fe49) (第1図、第12図)

〔遺構の確認〕調査区の南東端、第1号竪穴状遺構の西約2.5mの地点から北端にかけての

地山面で確認したものである。
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第IⅡ . VI地区

〔重複等〕 北端近くで縁

辺沿いに南流して2号溝と合
‾

流する支溝が、第1号溝を

切っている。

〔形状・方向〕 溝の断面

形は、南側は逆台形状であり、

北へ移行するにつれて深いU

∇ 口

S二光

聞
珊
翻

口

霧ざ
告訴鉦 口

第I5図

鉄製品 (l-4)l号瀧 (5)2号溝 古銭(l号溝)

字状を呈する。この溝も、ほぼ南から北へ走っているもので北端で堀跡へ流れ落ちているo落

ち口の南方約7mの地点には、西より縁辺沿いに流れて支溝が合流している。断面形は逆台形

状である。

〔規 模〕残存長は約71m、支溝は約21mである。上幅はいずれも約40̃60c血、底面は30へ40

cmで北端にいくほど深くなっている。

〔堆積土〕場所によって部分的排日達が多少あるが、ほぼ2層に大別される。 l層は黒褐

色のシルトで主に溝の上部に堆積し、 2層は明褐色パミス混じりの暗褐色シルトで底部近くに

堆積し、いずれも自然堆積の様相を呈している。なお溝の南端より北へ約30mの地点附近から

縁辺部にかけては溝の上面まで人頭大からこぶし大の円礫がびっしりと敷石状に入っていた

(第12図)。

〔出土遺物〕堆積土及び石敷状の石の間や底面より、土師器20、須恵器117、縄文土器片

4、鉛玉17個、鉄玉5個、鉄製品等が出土している○この中で土器片、鉄玉・鉛玉ともに石敷

状の石の間より出土しているものが比較的多い。

土師器 いずれも製作に際してロクロを使用しているものと推定されるものの破片である。

(第14図12)は内面ミガキ、内黒処理されている杯○ (13)は口唇部が上方に引き出されて最大径

が口縁にある長胴の嚢と推定されるものである。その他饗の口縁はいずれも「く」の字に外反

し、口唇部が上方に引き出されている形のもので∴杯の底部は回転糸切りのものの破片である。

須恵器(第14図14へ19)外面に平行叩き白文、内面に当て具痕のみられるもの、内外とも

にナデだけのもの等があり、いずれも饗の破片とみられるものである。

縄文土器(第14図20、 21)体部外面に羊歯状文の文様がみられるものであるo

鉛玉 長径1.09cmへ1.28cm、短径0.72cmへ1.21cmの球状のもので一部つぶれた形のものや欠

損したものもみられる。表面には白色の「サビ」が付着している。重量は3・02gへ7・9gである

(表4)。

鉄玉 長径1.50cm→2.Ocm、短径1.18cm̃l.55cmでほぼ球状のものである。表面には「サビ」
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第IⅡ . VI地区

が付着している。重量は3.2g-7.95gである(表4)。

鉄製品(第15図5)現存長約6・2cm、最大径幅1.5cm、厚さ約0.4c鵬の先端がせまくなってい

る板状のものである。

第3号溝(第l図)

〔遺構の確認〕調査区の南側、第4号土媚の東約4m附近の地山面で確認したものである。

〔重複等〕 1号溝の南端近くで1号溝を東西に切っている。

〔形状・方向〕断面形は、逆台形状を呈し、西から東へ走っているものである。

〔規 模〕残存長は約9.5m、上幅約25cm、底面幅約10cm、深さは約10cm前後である。

〔堆積土〕 黒褐色のシルト一層のみである。

〔出土遺物〕 なし

〔その他の溝〕以上の溝の他に第4土頻の南側地点の地山面に、東西に走り東端が北に曲

り自然消滅する形になっている4号溝、及びそれにほぼ平行して走る5号溝、その溝の一辺が

重複する6号溝がある。更には南端で西から東へ走りl号溝へ注いでいたと思われる7号溝等

がある。これらはいずれも断面が深皿状でその先端が削平のためかいずれも自然消滅している

ものである。なお堆積土はほとんどのものが黒褐色シルト一層のみで特に遺物は出土してい

ない。

表4 鉛・鉄主計別表

No. 村費 出土地 層位 長径 短径 重量 備 考 No, 材質 出土地 層位 長径 短径 重量 備 考 

l 鉛 1号溝 埋土 L22 1.16 4.9g ほ ぼ球 16 鉛 2号溝状 
埋土 II 

1.13 1.10 7.18g 

一部平担 一都欠損 一部欠損 

2 II II II 1.13 1.10 5.Og II 17 II II 1.20 L19 7.20g 

3 4 
II II II II 

II II 

L14 124 1.08 1(5 7.3g 77, II II 

18 II 石敷港 
II り 

l.12 1.12 5.9 g 

5 II II II 1.28 .) 1.18 
.g 5,5g 一部平担 19 20 

II II II ll 
II 

L18 1.09 L10 1.02 
5.3g 5.2g 

6 II 2 号溌 II 1.23 1.18 6.3g ほ ぼ球 2l II II 

II り 

L05 1.10 4.7 g 

7 II II II L20 1.10 7,Og II 22 II II L21 1.15 3.5 g 

8 II II II 1.05 1.03 6.Og II 23 II 表∴∴採 II L18 1.1. 5.2 g 

9 II II II 1.20 0.72 6.Og 

一部平地 一部平担 

1 鉄 石敷溝 
II り 

1.50 1.40 6.5 g 

10 II II II 1.05 0.98 3.02g 2 Il II 1.28 1.10 5.7 g 

11 lI 2号構状 II 1.25 1.03 8.75g 3 

II II 

II Il 

1.60 1.52 6.7 g 

12 II II Il L28 0.93 8.2g 4 II 

り II 

1.65 1.55 (3.2g) 釣上-欠損 

13 II II II 1.20 1.07 7.9g 5 II II 2.0 1.42 7.95g ∵ノ∴2、 (楕円状) 

14 15 
II II II II 

II II 1.15 L18 1.04 1.01 
6.5g 7.6g 

6 堀(第1図、第16図)

〔遺構の確認〕 第IⅤ地区の西端地域の地山面で確認したものである。

〔重複等〕 認められない。

〔形状・方向〕堀の断面形は箱薬研状を呈しており、底面はほぼ平坦である。なお、南側

部分の底面には人頭大からこぶし大の礫石の散在が認められたが、北側においては認められな

い。堀は調査区の西端をほぼ南から北へ走っている。
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第Ⅱ量・ V量地区

〔規 模〕残存長は、途中の未調査部分も含めて約50mである。上崎は3・5mへ5m、底面

幅は0.5m-1mであり、深さは検出面より1.2mへ1.25mである。南端と北端の比高差は約1・

08mであり、ほとんど勾配はないといってよい。又、堀の東西法面は、それぞれ約450へ50〇、約

400へ540であり、北側ほど法面の勾配が急になっている。

W

第I6図 堀状遺構断面図

大 別 

屑 土 色 土 性 備 考 

I 

1 蕪色 シルト パミスカ 入I)、炭化物が粉末状 

2 生色 槻乱 パミスカ るが、炭化物が少ない 

II 3 褐色 シルト 粘性強く固くしまっている。 

4 賞褐色 シルト 他山の ルトかねずかに混じろ 
l!l 

5 児賞褐色 シルト 他山の ルトがわずかに混じる 

6 宵褐色 ルト 撹乱されている。 

Ⅳ 

7 暗褐色 ルト 下方がグライ化し、磁化鉄が入 

8 暗褐色 ルト グライ化が少ない。 

9 暗褐色 ルト 炭化物が混じり、グライ化し、酸 

V 
重0 萌褐色 ルト 他山と敵側、褐色土混じる。 

11 賞色土 ルト 地山と頬似 

大 別 

屑 土 色 土 性 備 考 

I 

1 褐色 ルト 小石、他山のシルトが混じって」 

2 質褐色 ルト 1屑よ 汚れが少ない 

I重 

3 禍色 ルト 他山と 色シルトの混じったも 

4 暗褐色 ルト 3屑に比べて汚れが強い 

5 暗苅色 ルト 地山の ルトと類似、小石含む 
lIl 

6 暗斌色 ルト 他山の ルトと類似、湊が多い 

Ⅳ 7 褐色 ルト グライ化し、酸化鉄の沈殿があ・ 

V 
8 炎褐色 ルト 他山の ルトの汚れたもの 

9 鋳褐色 ルト 鳩山のシルトの汚れかつよい。 

〔堆積土〕 地点により若干の相違があるが、堆積土は9へ11層認められた。これらは、 5

層に大別することができる。 I層は黒色、褐色のシルトで損乱層であり、主に堀の中半より上

部に堆積している。 I重、 ⅡI層は主として暗褐色のシルトで中半附近に堆積している。 Ⅳ層は暗

褐色のシルトでグライ化し酸化鉄の沈澱がみられるもので主に底部よりやや上部に堆積してい

る。 Ⅴ層は黄褐色、明黄褐色のシルトで主に底部に堆積しているものである。

〔出土遺物〕底面のやや上部より馬の歯とみられるものが出土したが他は特に出土してい

ない。

7 表土および出土地点不明遺物

ここでとりあげる遺物は、表土および出土地点不明の遺物である。遺物には土師器6、須恵

器66、磁器1、石器5、鉛玉1、縄文土器3等がある。

土師器 いずれも製作に際しロクロを使用したとみられるものの破片である。(第17図1)は、
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第Ⅲ ・ VI地区

底部から口縁にかけて外傾する浅い灯明皿風の杯である。

須恵器

(第17図2)は童形、あるいは碗形土器と推定されるものの高台部の破片である。 (第16図4

へ12)は外面に平行叩き白文、内面に当て具痕、横ナデ等の認められる壷あるいは嚢の破片の

一部である。

磁器(第17図3) 染付による文様の認められる内管気味の口縁を有する浅皿状のものの破

片である。

石器(第17図13へ17) 03)は片面のみに刃部加工の認められる縦形石匙(硬質泥岩)である。

(14へ16)は片面あるいは両面に刃部加工の認められる不定形石器(凝灰質珪質泥岩、珪質泥岩、硬

質泥岩)である。 0部ま表面が研磨され削痕の認められる砥石状の石器(粘板岩ホルンヘルス)である。

鉛玉1個出土している。表面に白色の鋸の付着しているもので長径1.18調、短径1.10調、

重さ5.2gである(表4)。

その他、鉄製品として釘、鍬あるいは鋤の一部と推定されるものが出土しているが、いずれ

も鍾化がすすみ実測できるものはない。

II 遺物、遺構の考察とまとめ

竪穴状遺構、焼土遺構、土頬等については前項で一応性格的なもの、時期的なものについて

記述しているのでここでは竪穴住居跡、溝、堀について述べる。

1 土器の組み合せと遺構の年代

(1)住居跡

住居跡から出土した遺物は、土師器、須恵器である。これらについて数量的に少ないながら

も図示遺物を対象として器種の特徴や製作に際しての技法によって分けると次のようになる。

土師器

杯 いずれも製作に際してロクロを使用しているもので、底部の切り離し技法は回転糸切り

で再調整のないものである。これらは器面調整の違いから二つに分けられる。

1類一内面がへラミガキされ黒色処理されているもの

2類一内外面ともに再調整の施されていないもの

塞 いずれも最大径が口縁部にあると推定されるもの

須恵器

杯 底部の切り離し技法は回転糸切り無調整のもの

塞 叩き目が表面に施されているもの

以上のような組み合せを有する住居について、出土点数が少ないので問題もあろうが、士不を

中心として編年上の検討をしてみることとする。この住居跡の土器の組み合せは、 2類を中心
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として構成され、それにl類及び須恵器が共伴しているものである。

県内において類似の資料が出土する遺跡として報告されている中で主なものは、宮地遺跡、

力石II、兎II遺跡、下羽場遺跡等をあげることができる。これらの遺跡における土器の組み合

せをみると、宮地遺跡においては「土師器杯で内面黒色処理、ヘラミガキし、糸切り無調整の

ものを主体とし、赤焼き土器杯がかなりの割合で共伴し、再調整を施す土師器巧もわずかに含

まれる。又、須恵器も完形品はないが、わずかにみられる」 (第Ⅲ群土器、第Ⅲ期)力石II、兎

II遺跡においては「酸化炎焼成、内面黒色処理されていない糸切り無調整の杯を主体とし、内

面黒色処理されへラミガキされた糸切り無調整のものや同じ(回転糸切り後再調整の加えられ

ているもの等が共伴するもの)須恵器は全く認められない」 (Ⅲ期a)、下羽場遺跡においては

出土比率に多少の異りが認められるが「回転糸切り無調整の土師器を主体とし、それに内面黒

色処理された無調整の土師器や須恵器が共伴する」( I -b群)等のあることが報告されている。

以上の結果をみると土器の組み合せはほぼ同じであるが、中心となる土器については微妙な相

違点が認められる。しかし、大筋としては、回転糸切り無調整の土器が「増加しつつある」或

は、 「その構成の中心になっている」ということはいえるであろう。その中でも下羽場遺跡にお

けるI-b群の構成と非常に類似した構成を示しているといってよいものである。

次に、年代についてみると、宮地遺跡の「第ⅡI群、第Ⅲ期」は「およそ9世紀後葉から10世

紀中葉」に、力石II、兎II遺跡では、 「およそ10世紀後葉から11世紀」に、下羽場遺跡において

は「およそ10世紀代」にというように主体となる土器構成や前後する共伴する土器構成の相異

等から、それぞれの年代観を提示している。さて、土器の成形技法が「ロクロ未使用のもの」

から「ロタロ使用へ」、底部の切り離し技法は「へラ切りから回転糸切りへ」と移行し、調整は

「再調整のもの」から「無調整のもの」へと変化していくことが大勢として「旧→新」という

時間的過程としてとられることが許されるならば更には、須恵器においては、 「徐々に須恵器

生産が衰退し、最終的には全く須恵器がみられなくなり、須恵系土器生産の隆盛期をむかえる」

という観点で土器生産の過程をとらえるならば、当住居内におけるその組み合せというものは

「内黒土器が漸減し須恵系土器の隆盛期をむかえ、須恵器生産が裏返していく、その過渡期的

要素をもったもの」と解釈することが可能であろう。以上のような事実をもとにその年代を推

定するならば10世紀代という年代を考えても大過のないところであろう。

誌(l)須恵系土器、土師系土器といわれるものと類似のものと考えている。

(2)第IⅤ区における住居跡の土器構成も同じような構成を呈している。

(3) 「宮地遺跡」 岩手県文化財調査報告書第48集 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅳ 昭和55年

岩手県教育委員会、日本国有鉄道盛岡工事局

(4)主要地方道一ノ関、北上線関連遺跡発掘調査報告書「岩手県江刺市、力石II,兎II、落合III、朴ノ木遺

跡」岩手県埋蔵文化財センター文化財調査報告書第8集 昭和54年 岩手県埋蔵文化財センター

(5〉 「下羽場遺跡」 岩手県文化財調査報告書第3 2集 東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財詞査報告書II
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昭和54年●岩手県教育委員会、日本道路公団

(2)溝

溝は合計10条(支溝も含む)検出されている。 2、 3号溝を除いてその首尾は明かになって

おらずこれらの溝の性格、機能等について究明することは多少無理があると思われるが若干説

明を加えることにする。

性格と遺物

規模、形態については既述の通りであるが、その走行軸をみると南一北のもの(2号溝)、西

一西のもの(7号溝)、南西一北東のもの(l号海)等その方向はまちまちであり規則性は認め

られない。他の溝についても同じようなことがいえる。

次に、性格についてみると1号溝及びその支溝1と2号溝は底面の状態や堆積土の観察から

水の流れていたことが予想され排水機能をもっていたものと考えられる。又、 4、 7号溝は先

端が削平され不明になっているが、その傾斜からみてl号溝に入りこんでいた支溝と思まわれ

るものであり、これらも排水的機能を有していたものと思われるものである。 3、 5、 6号溝

については堆積土や底部の様子から特に排水的機能を有していたということは認められない。

又、全ての溝について、これらが何等かの区画、地境的機能を有していたかどうかについては

周辺の状況から積極的にそれを説明するものはなく、その点については特に認められないと

いってよい。

最後に1号溝の南側部分(Fe51附近より南)は、壁土状況を観察すると地山の粘土質の黄褐

色土が互層のような形で入りこんでおり、又2号海の北側部分(Fe52附近より北)の敷石状の

部分はある程度溝が埋まった段階で山石、川原石等が投げ入れられたものとみられ、これらの

溝はいずれも何等かの人為的な手が加えられ埋められ整地されたことが考えられる。

遺物は、須恵器の破片が大部分であり、それに土師器、縄文土器、古銭、鉛玉、鉄玉、釘等

が若干出土し、しかも、 1、 2号溝からの出土がほとんどであることは既述の通りである。

この中で古銭は永楽通宝(1411年)、宣徳通宝(1433年)の明銭であり、その他に不明銭が2

枚出土しておりいずれも1号溝からの出土である。次に1号溝より鉛玉5個、 2号溝より鉛玉

17個、鉄玉5個が出土しているが、特に、石敷状の部分から多く出土しているのが特徴である。

これらは、材質形状等から岩崎城本丸跡といわれる場所より出土した火縄銃の観と同類のも

のと思われるものである。径1.0̃l.3億、重さ3.0へ8.8gと多少のばらつきが目立つが、平均

の重さが鉛玉的6.3g、鉄玉7.1gであり、これは柳田館艶、山中城跡Ⅱ量等で出土している弾

丸と近似の数値を示しているものである。

以上のような事柄から溝は排水的機能以外に明確な性格づげをすることが出来ないが、石敷

状の溝の存在やその石の間から比較的多量の弾丸が出たことは東側に存在する岩崎城跡との関
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連を考える上での資料になるだろう。

(3)堀

ほぼ南北に走る本遺構は堆積土の様子より底部には、わずかに水がたまっていた事が観察さ

れるが、空堀的要素の強いものであったと思われるものである。又、この堀は自然流入や自然

崩壊によって埋没したものではなく、その時期は不明であるが人為的に埋め戻された可能性の

強いものであることが堆積土より観察される。従って、前述した溝も含めてこの地域は何等か

の形で整地が行われた地域であることが推測される。

次に、その規模は首尾が判明しなかったため不明であるが、走行性から次のようなことが想

定される。即ち、本地域の東側にはほぼ南北に走る堀跡が現存し、本丸の西側にある郭と本地

域を区画しているが、今回調査した堀は、これとほぼ平行した形で南北に走っているものであ

り、首尾は不明ながらも、この地域を区画する性格をもったものであろうことが予想される。

あるいは、現存する東側の堀の存在する以前は、西の部分は本地域の堀の部分まであり、ある

時期に縞少して新しく東側の現在の堀を構築したということも考える。いずれにしても、この

堀は、何等かの形で岩崎城跡といわれるものと関連のあったものと考えられそれと共に、本地

域は広く、岩崎城跡と関連の深い地域であったと推定される。

註(1〉 岩崎城跡発掘調査略報 板橋源 昭和47年 和賀町教育委員会

昭和46年の調査で同じような不規則に走る満が教条検出されている。

(2) 「慶長5年(1600)和賀氏最後の械主義忠の弟忠親を擬して、旧家臣が岩崎城に立て籠って一揆を起し

た。 ……しかし、翌6年に至り伊達勢の支援も思うにまかせず、一揆勢は岩崎城に孤立した。そこを南

部勢は鉄砲隊をもって攻め入り、城に火を放った云々」 (日本城郭大系2)の中に以上の記事があり、短

絡的に考えればこれらに関連のある鉄砲玉とも推察できる。しかし、正確には不明である。

(3)注(1)に同じ

(3〉 柳田館遺跡 東北縦貫自動車道関係地埋蔵文化財調査報告書 昭和55年 岩手県教育委員会、日本道路

公団

(4)山中城跡ⅡI 昭和51年 三島市教育委員会

2 まとめ

1.第Ⅱ量、 V王地区は、縄文時代一平安時代一中世にかけての複合遺跡であり、発見された遺

構は、住居跡1、竪穴状遺構l、焼土遺構1、溝状土損2、土顆2、溝7、堀1である。

2.出土遺物は、縄文土器、土師器、須恵器、陶磁器、古銭、鉄製品、弾丸、石器がある。

縄文土器には縄文時代晩期に属するものがある。又、土師器、須恵器は平安時代に属するもの

とみられるものである。古銭のように鋳造年代が室町時代と判明するものもあるが、他は、時

期的に不明である。

3.出土遺物の年代から住居跡は平安時代に属するものと考えられるが、他の遺構は、時期

的に不明である。

4.第ⅡI、 VI地区は、他地域と共に主に平安時代一中世にかけての生活の場であったと考え
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られるが特に岩崎城跡と関係の深い地域であったと思われる。

〔参考文献〕

和賀町史 昭和52年 和賀町教育委員会
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日本城郭大系2 青森岩手秋田 昭和55年 新人物往来社

南部諸賊の研究(草稿) 沼館愛三 昭和52年 青森県文化財保護協会

「胆沢城出土の糸切稜彊土師器とその縞年的考察」沼山源善治 北奥古代文化2号

考古風土記 第2号 昭和52年
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究紀要1

「奈良、平安期土器の型式学的分析」 佐々間豊 昭和53年 考古学研究98 第25巻第2号
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第 ⅥI 地 区

I 検出された遺構と遺物

第Ⅷ地区は梅ノ木遺跡の北西隅にあり、夏油川によって形成された扇状台地の北端に位置し

ている。調査地は南北約90m、東西約100mの9,100宙であるが、土取り作業が進行しており南

北約80m、東西約50mの逆三日月形に残された約2,000m2の部分である。なお、北東部には中、

近世と考えられる墳墓群が含まれていたが、昭和49年11月、 50年6月の二次調査が本調査に先

だって和賀町教育委員会によって行なわれており、調査対象地から除外している。その調査報

告は、 「和賀町史」に掲載されており割愛している。ただし、縄文土器、石器等については当

調査地との関連から本報告書で一括している。

なお、その遺物の取り扱いについては調査方法等が若干異なっているが、遺物包含層の遺物

的な扱い方をしている。

当調査地から検出された遺構は竪穴住居跡3棟(うち1棟は一部分を残すのみである。)、炉

跡1、焼土遺構3、埋設土器8、土壌6である。これらの遺構は調査区の北中央部にあり、ほぼ

遺物包含層と重複し覆われている。竪穴住居跡はいずれも周溝の検証によって確認された

もので保存状態はあまり良好とは言えない。従って、内部施設で把握されたものは炉跡、柱

穴、周溝等の一部分であり、壁の確認されたものは1例のみである。

なお、炉跡、焼土遺構は竪穴住居跡の確認されなかったものであり、この中には住居跡に伴

うものも含まれていると推測される。埋設土器は3例を除いて上半を欠損しており、住居跡同

様に保存状態はあまり良くない。

遺構に伴う遺物の扱い方については、床面直上のものや埋設土器及びその埋土中のものを伴

出遺物とし、住居跡、焼土遺構、土嬢を覆う堆積土中のものは除外した。それは本遺跡の場合

遺物の分布が調査区の北半分の全域に広がりを示しており、その遺構を覆う堆積土が遺構部分

にそのまま関わっているとは言えないからである。

伴出した土器はすべて、広範囲の遺物包含層内のものと類似し、その分類の範疇に入り、ほ

とんど第II群土器(縄文中期前葉一中葉)である○完形品は埋設土器に使用されたもの3点、

第3住居跡(Ba80)床面出土の1点、他はある程度復元可能なものもあるが破片である。また

住居跡において、同時期内の土器組成を示す良好な出土は見られなかった。

石器は、第1住居跡炉跡(石箆状石器84)、第3住居跡床面(掻器99)、 Bb77炉跡周辺のP14

埋土(石匙15)、第1土蝶理土(石匙7)の4点であるo尚、石器の説明及び実測図は数の少な

いこともあって、包含層遺物と一括している。

- 161一



区地Ⅷ第

住l 第1(Ah74-I)竪穴住居跡 
2 第2(Ah74-II)竪穴住居跡 

3 第3(Ba80)竪穴住居跡 

炉 Bb77炉跡 

A Ai77炉跡 第l住屈跡 
焼1 第l(Ae80)焼土遺構 

2 第2(Af80)焼土遺構 
3 第3(Ag92)焼土道筋 

理l 第1(Ae77)早 殺土器 
2 第2(Ba74)理 .設土器 

3 第3(Ba77)上 設土器 
4 第4(Ba80)士 設土器 
5 第5(Ba83)埋 設土器 
6 第6(Bb74)I臆 設土器 
7 第7(Bc77)姐 設土器 
A Ai74埋設土器∴第l住居跡 

域l 第l(Af71)土蛾 

2 第2(Ba56)土噸 
3 第3(Bc74)土域 

4 第4(馳3)土塀 
A Ai80上境∴第2住居跡? 
B Bb80土域∴第3住屠跡 

墳l 第1号損壊 
2 第2号墳墓 

第I図 第Ⅶ地区全体図
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第 Ⅷ 地 区

1 竪穴住居跡

第1 (Ah74鵜工)竪穴住居跡(第3図、図版1)

Ah74竪穴住居跡は炉跡及び周溝によって確認されたものであるが、周溝が切合関係にあり重

複していると考えられる。切っているものを第1竪穴住居跡とし、他を第2竪穴住居跡として

記述する。

第1住居跡は調査地のほぼ中央にあり、段丘崖の南約20mに位置している。

〔重複〕前述の如く、第2住居跡と重複し切っている。当住居跡が同住居跡の建て替えの

可能性がある。

〔平面形・規模〕東辺が不明確であるが、南北約6.5m、東西約8・Omの長円形をなすと推

測される。

〔床面・壁〕地山を床面とし、北東に僅かに傾斜している。ほぼ平坦である。壁は確認さ

れていない。

〔周溝〕東辺を除いてほぼ全周する。幅は15へ2露Ⅱ1で深さが10cm内外である。

〔柱穴〕住居跡内から検出されたpitは22個である。この中には第2住居跡に伴うものも

含まれていると考えられる。当住居跡に伴うとみられる柱穴は配置等からP3、 P4、 P8、 PlO、

P16、 P22の6柱穴であるo柱配置は長軸を軸線とし、ほぼ対称形をなすo柱穴は直径20へ30cm

f,深さが44へ57cmである。西端の2柱穴が近接してやや小さく、 P 8が18cmと極端に浅いo

なお、 P3、 P4、 P16、 P22の4柱穴は外方に向って斜めに掘られているo PlとP12は幾

分大きく周溝に接するか、近くにあり、貯蔵穴等が考えられる。

〔炉〕炉跡は住居跡の中央やや東寄りにあり、南北約0・6m、東西約0・7mの扁平な川石を

方形に並べた石囲い炉である。炉縁石は9個で側線を上にほとんど間隙なく設置されている。

炉底下には直径0.9m、深さ15cmの掘り込みを有し、炭化物を含む暗褐色土を埋め戻して炉縁石

を固定している。その上から縄文土器片84点が出土している。焼土は確認されていない。

しかし、炉跡に接して焼土混土の広がりが見られるo北のものは2・7×1・1mの不整長円形を

なし、礫が散在する。南のものは2.4×0.8mで若干小さいが、ほぼ対称的な

配置を示す。

〔その他の施設〕住居跡西部にAi74埋設土器がある。周溝の東約2・Om、

炉跡の西方約3.5mである。土器より若干大き目の土卿こ垂直(縦位)に設置

されれたもので暗褐色土で押さえられている。内部も同様の暗褐色土が充

満している。土器は底部を欠損した深鉢形土器で口縁端が床面から約7cm露

出している。住居跡に伴うものと推察される。

また、炉跡の東0.5mにはAi80土嬢がある。焼土等が確認されていないが
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炉跡の残存部と見られ、当住居跡に先行するものと考えられる。

〔出土遺物〕埋設土器(第2図6)は、口縁を欠くが、口径約2馳m、器厚6皿の中型深鉢

でキャリバー形であろう。隆起線の区画文に添って撚糸圧痕文が施され第II群5類Cに分類で

きる。地文は単節斜縄文R-し横及び縦回転で胎土はもろくにぷい褐色を呈する。胴部外面

には煤が付着している。

床面から出土した遺物はいずれも破片で口綾部4点(第2図、 1、 3、 4、 12)、胴部51点、

底部6点である。分類上、 II群1-5類のものが混入して見られる。縄文中期前葉の大木7b式

期に比定できるものである。

炉跡からは第2図2、 5、 7へ10など口綾部7点、胴部76点、いずれもII群土器片が出土し

ている。また、石箆状石器(84)が発見されている。

第2 (Ah74-II)竪穴住居跡(第3図、図版1)

当遺構は周溝の一部から推定されるものである。

〔重複〕第1竪穴住居跡とほぼ同位置にあり、大部分が同住居跡に破壊されている。
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